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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　プロローグ




　……２年前

　焼け焦こげた臭においが立ち込めるロフトの一室。座り込む少女は、ガラスのない窓の向こうに広がる空を眺ながめている。時折り立ち上がっては、窓から道路を見下ろして溜ため息をつく。そして、とぼとぼと部屋の奥へと引っ込み、またしゃがみこむ。

　そんなことが、もう何回繰くり返されただろうか？

　少女の名前は、キャル＝ディヴェンス。

　つい３日前までは、この部屋で幸せな日々を過ごしていた少女だ。

　この部屋に住んでいた暗殺者、ファントムこと吾あ妻づま玲れい二じ。彼女は、かけがえのない同居人である彼の帰りを待って、このロフトに留とどまっているのである。

　３日前、彼女は捨ててあったビデオを拾って修理していた。その時、玲二は呼び出しの電話を受け、どこかへと出かけていった。

　部屋に残ったキャルは、そのままビデオデッキの修理を終わらせ、きちんと動くかどうかを確かめるために、近くのビデオレンタル店へと出かけた。

　彼女が部屋に戻もどってきた時、帰るべき部屋が炎ほのおに包まれていたのだ。

　赤い炎と黒い煙けむりを噴ふき出す、玲二との想おもい出が詰つまったあの部屋。丹たん念ねんにベッドメイクしたシーツも、愛情込めて整えたキッチンも、はじめて買ってもらえた服も……、何もかもが一いつ瞬しゆんにして失われた。

　燃えさかるアパートの一室を見ながら、彼女はすべてを失う喪そう失しつ感につつまれた。

　これで２度目の喪失感。

　……しかし、今回はただひとつ光明があった。

（帰ってくる……。きっと……必ず……）

　その想いだけが、かろうじて彼女の足を支えていた。

　キャルが部屋に戻れたのは、警察や消防の現場検証が終わった翌日だった。それまでも、玲二が帰ってくるかもしれないと考え、離はなれたところで部屋の様子を窺うかがっていた。

　でも玲二は帰ってこなかった。

　殺し屋ファントムの相棒になって、玲二とずっと一いつ緒しよにいたいという想いだった。それを考えれば、危険な暮らしは覚かく悟ごの上だった。

　だからキャルは、待ち続けた。

（きっと玲二は、戻ってくる。だって約束したんだから）

　泣くのは、玲二が戻ってきてからにしよう。玲二の顔を見たら、まず思いきり怒おこって、２、３回叩たたいてやって、それから彼の胸の中で声を上げて泣こう。それまでは、我が慢まんする。そうキャルは心に決めていた。

　しかし、信じ続け、待ち続けて、３度目の朝がきた時、キャルの頰ほおを雫しずくがつたっていく。

「……うそつき。帰ってくるっていったじゃないかぁ……」

　顔を膝ひざに埋うずめ、消え入りそうな声でつぶやくキャル。

　ガタッ

　入り口の方で音がした。

（玲二!?）

　その音は、キャルに涙なみだを拭ふかせ、入り口へと駆かけよらせる力を与あたえた。だが、キャルの期待は裏切られた。

　入り口に立つ、細ほそ面おもてで銀ぎん髪ぱつの男。後ろには、自分と同じくらいの年ねん齢れいであろうか、少女が２人立っていた。

「ほう。これがツヴァイの言う〝才能ある少女〟か……」

　銀髪の男の値ね踏ぶみするような視線が、キャルの体を舐なめまわすように泳いでいく。

「……あんた、誰だれ？」
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プロローグ

１章「故郷での学園生活、そして……」

２章「新たなファントム」

３章「ファントムをめぐる思惑」

４章「アインＶＳドライ」

５章「サイスの掌」

６章「キャルの葛藤」

７章「玲二を思うがために」

８章「決着は誰の手に」

エピローグ「青い空と緑の草原」
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　間延びしたチャイムの音が、気け怠だるくも長閑のどかな授業の終わりをつげる。

　がたがた椅い子すと机を鳴らし、起立する生徒達。礼、の合図で腰こしを曲げる角度もまちまちだ。形もなっていなければ、心がこもっている訳でもない。かつて規律が重んじられた時代の慣習の、形けい骸がいだけの名残なごり。

　でも、それでいい。

　意味を失った礼節であれ、とりあえず、なんとなく、やっておく。そういった滅ほろびたものへの優やさしさを、この国の人々は誰だれもが無意識のうちに持っている。

　ホームルームが終わり、放課後の解放感が一いつ斉せいに活気となって生徒達の間から迸ほとばしる。その勢いに押されるように、静かに教きよう壇だんから去っていく教きよう諭ゆ。ある者は無言で、ある者は談笑しながら、翌朝までの自由時間に想いを馳はせつつ、鞄かばんに教科書を詰つめ込んでいく。

　今日もまた昨日のように、明日もまた去年のように、決して変わることのない日常の学校での風景。それを脅おびやかすものは何もない。だから優しいのだ。誰もかも。

　誰も生きることを焦あせりはしない。誰も他人に怯おびえはしない。かつて当然のように甘かん受じゆし続け、やがて奪うばい去られる時がくるとは想像もしなかった安らぎの日々。長い放ほう蕩とうの末に戻もどってみても、故郷はまるで慈じ母ぼのように、変わらぬ優しさとぬくもりでもって懐ふところに迎むかえ入れてくれている。




　静かな感かん慨がいに浸ひたりながら、皆みなに倣ならって帰り支じ度たくを進めていると、ふと背後に忍しのび寄よる気配を察知した。いまだに、こういう神経だけは、いらぬ鋭えい敏びんさを維い持じしている。

（また、早苗さなえか……）

　いつものように、背中をどやしつけて驚おどろかすつもりなんだろう。息を詰めて間合いを量はかり、やおら鞄をぶつけるまでのタイミングも、最近は憶おぼえてしまった。

「玲二っ！　立ったまま寝ねるなぁ！」

　黄色い声とともに、どん、と背中にぶつかる学生鞄。俺はいつものように、律りち儀ぎに仰ぎよう天てんして跳とび上がったふりをして見せる。

「まぁたボーッっと空見てる。どしたの？　電波と会話してた？」

　きょとんとした表情でこちらの顔を覗のぞき込んでくる少女・久く保ぼ田た早苗。よく言えば賑にぎやか、悪く言えばうるさい、クラスの中でも一ひと際きわ目立つ女生徒である。眼鏡めがねの奥で輝かがやく瞳ひとみは、少年のような無む邪じや気きさを漂ただよわせ、毎度毎度のこの行動にも、まったく悪びれた様子はない。むしろ、悪戯いたずらの成果に御ご満まん悦えつの表情だ。

「やめろよな、もう……。心臓止まったらどうすんだよ」

　言っても無む駄だなのは分かっているが、これも社交辞令のひとつ。割り切って答えを返す。

　しかし、それほど嫌いやな気分ではない。

「そのときは心臓マッサージしてあげる。やってみたかったのよね。一度」

　今は毎日がこんな調子である。いちいち相手をしている自分にも責任はあるが、背中に目があるなんて思われるよりはいい。それに煩わずらわしいばかりかといえば、そんなことはない。こんな猿さる芝しば居いでも、役になりきればまるで自分が本当に一いつ介かいの学生として平へい穏おんな日常を過ごしているような、そんな錯さつ覚かくを味わえる。

　忘れていたもの。

　無くしたきり諦あきらめていたもの。

　それを、ほんの上辺だけとはいえ取り戻せたような気分になれるからだ。

「実は、ちょっと相談に乗ってほしいのよね」

「また英語の歌詞か？」

　洋楽マニアの早苗は、何かと歌詞の意味やニュアンスについて、質問を持ちかけてくることが多かった。帰国子女という肩かた書がきは、世情の疎うとさや、うっかり奇き矯きような振ふる舞まいを見せてしまった時の言い訳としては便利だが、早苗にとっては体ていの良い辞書代わりとしてしか認にん識しきされてない。

「今日は、そんなんじゃないのよ。あんたにとってもイイ話なんだから、ちっとは嬉うれしそうな顔しなさいよ」

「……まず、どんな話か聞かせろ」

「それにはまず、屋上に来てほしいのよね」

　早苗は典型的なおせっかい焼きだけに、俺にとって本当に〝イイ話〟かどうかははなはだ疑問が残るところだ。だが行くのを断れば、それに倍する罵ば詈り雑ぞう言ごんが浴びせられるのは間ま違ちがいない。

（ここは素す直なおにしたがっておくのが得策か……）

　そんなことを考えつつ、渋しぶ々しぶながら早苗と一いつ緒しよに屋上に向かうことにした。










　春の温ぬくもりを帯び始めた日差しも弱まる時刻。校舎の屋上の風はまだ冷たい。無人かと思っていた屋上には、ただ１人だけ先客がいた。長い黒くろ髪かみを風に吹ふき流されるに任せて、フェンスの向こうの空に目をやる少女の横顔は、どことなく思い詰つめたような表情に見えた。

（あの子は……）

　名前はともかく、顔だけは知っている。見ず知らずの顔ではなかった。何度か挨あい拶さつを交かわしたこともある。たしか隣となりのクラスの……、名前は……。

「美み緒お！」

　早苗に呼ばれた少女は、びくっと竦すくみ上がるように身を震ふるわせて、振り向いた。

「あの、早苗ちゃん……やっぱり私……」

「あー聞こえない聞こえない。あたしもう何にも見えないし聞こえないからね。じゃ、サヨナラ」

　芝居がかった高笑いとともに、早苗は逃にげるようにして昇しよう降こう口に入ってしまった。結局、屋上には、妙みようにぎくしゃくした雰ふん囲い気きの２人だけが取り残された。ここに呼び出されたのは早苗の用事じゃなく、またこの子が早苗に用があったわけでもないらしい。しかし、だとするとどういう用件だ？

「えっと、君はたしか……」

　ともかく沈ちん黙もくを破ろうと、こちらから声をかけた。
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「エレンの友達、だったよね。藤ふじ原わらさんだっけ？」

「藤ふじ枝えだです」

　慌あわてたように彼女はそう訂てい正せいし、そして慌てたことを恥はずかしがるように、また言葉を詰まらせた。

「……藤枝、美緒といいます」

　そうだった。隣のクラスに通う〝双ふた子ごの妹・エレン〟から、以前紹しよう介かいされたことがある。なんでも、無二の親友だとかなんとか……。

「早苗とも知り合いだったんだ？」

「はい。……その、１年生のとき、同じクラスで」

「へぇ」

　大人しく引っ込み思案。見るからに早苗とは正反対な女の子。あの爆ばく竹ちくのような娘むすめと一緒では、さぞ苦労したことだろう。

「ところで、俺に何か用？」

「……その、実は、訊ききたいことが……」

　言葉を必死で探しているのか、視線を合わせてはまた逸そらし、彼女は見ていて気の毒になるほどに狼ろう狽ばいしていた。面識があったとはいえ、あくまで彼女は〝妹〟の友達でしかない。差し向かいで言葉を交わしたことなどは一度もないのだ。そんな相手に、わざわざこんな場所へ呼び出してまで相談を持ちかけるとなると……

「何か、エレンのことで相談があるとか？」

　とりあえず思い当たるのはこれしかない。

　妹……吾妻エレンの挙きよ措そについて、まさか彼女は、何らかの疑問を持ち始めているのだろうか。厄やつ介かいなことでなければいいのだが……

「いえ、違うんです」

　だが不安は、あっさりと否定された。

「あの、伺うかがいたいのは……玲二さんのことなんです」

「俺の？」

「はい……」

　優やさしそうな笑え顔がおを浮うかべつつも、俺は心の中に緊きん張ちようが走るのを感じていた。

（まさか、俺の何を知っている？）

「玲二さん、今……、好きな人っていますか？」

　一いつ瞬しゆん判断に迷う台詞せりふが、彼女の口から飛び出した。そして、静かに緊張が解けていく。

「でも、私なんかじゃ、駄だ目め……ですよね」

　すでに美緒は目を伏ふせて、床ゆかに向けて呟つぶやく。押し殺した、抑よく揚ようのない声は、いまにも泣きだしそうだった。事情を悟さとったとき、ひょっとしたら緊張を顔に出してしまったかもしれない。見み咎とがめられただろうか。

　ごく一いつ般ぱん的に考えた場合、普ふ通つうの男子学生なら小こ躍おどりして喜ぶ状じよう況きようだろう。だが、身分を隠かくして潜せん伏ぷく生活をしている人間にとっては、これ以上の危険はない。他人から、ただの興味以上の関心を惹ひくというのは……

　沈黙が、さらにさっき以上の張りつめた重さで、両りよう肩かたにのしかかってくる。無論、受け入れるのは論外だが、さりとて迂う闊かつに断っていいものか？

　もし彼女が諦あきらめの悪い質タチだったら、どうする？　いま以上の詮せん索さくを招くようなことになったら？

「美緒？」

　沈黙を破ったのは、まったく別の声だった。２人とも慣れ親しんだ、しかしこの場で聞くとは思わなかった声。

「どうしたの？　こんなところで？」

　その場の有様をまったく理解していない者ならではの悪気のない仕草で、エレンは小首を傾かしげて見せる。

「それに、誰だれと話してるかと思えば……、兄さん、美緒に何か用？」

「いや……ああ」

　俺と同じ、インフェルノの暗殺者だったエレン。インフェルノを逃とう亡ぼうして日本に来てからすでに９ヶ月が経たつ。俺達は半年前に篠しの倉くら学園の生徒として潜伏した。学校では、双子の兄妹で通っているのだが、いつもながら……エレンの化けっぷりには舌を巻く。インフェルノ時代に女生徒への変装経験があるわけでもないのに、この演技力である。どっからどう見ても、セーラー服の似合う女子高生にしか見えない。

「……お前こそ、なんでここに？」

「美緒を探してたのよ。金古屋のワッフル食べたくなったから、美緒もどうかな～と思って。ね、行かない？」

「私……。……今日は、いいわ。ちょっと用事あるから」

　そう言って、美緒はそそくさと昇しよう降こう口ぐちへ戻もどっていった。切ない空気の名残なごりを拭ぬぐうように、一いち陣じんの風が、屋上を吹ふき払はらう。

「大変だったわね」

　まるでスイッチを切り替かえるように、偽いつわりの笑顔をどこかに仕し舞まってエレンが呟つぶやいた。

　２年Ｂ組、吾妻エレン。Ｄ組の吾妻玲二の双子の妹。それが、同じ篠倉学園の生徒として日々を過ごしている、今のエレンのプロフィールだった。

「……見てたのか？」

「気付かなかった？　鈍にぶったわね、玲二」

「ここじゃ、日ひ頃ごろから神経尖とがらせてる必要なんてないしな」

　たしかに、鈍ったかもしれない。この篠倉学園に生徒として潜伏し半年が経つ。窓辺に立っていても狙そ撃げき手を心配することはない。暗がりが目に留まるたび、殺気の有無を探ることもない。ここは、日本なのだ。










　──アメリカを逃にげ出して、気がつけば２年が経過していた。陸路でメキシコからペルーへ。それからオセアニア経由でフィリピンへ。そして、ふとしたきっかけで知り合った華か僑きようの手引きで、日本に潜せん入にゆうしたのが９ヶ月前になる。その華僑の助けを借りて身分を偽ぎ装そうしたのだ。かなりの大枚をはたく羽目になったが、おかげで誂あつらえた身分は鉄てつ壁ぺきと言っていい。

　吾妻玲二、吾妻エレン……両親は香港ホンコンに仕事で赴ふ任にん中。

　誰かが裏を取ろうとすれば、ちゃんと香港では吾妻姓せいを名乗る日本人が、偽にせの両親に成りすまして応対してくれる。

　エレンが、この首都郊こう外がいの進学校にもぐり込もうと提案したときには、流石さすがに面食らったが、いざ実行に移してみると、学園というのは潜伏に絶好の場所だった。閉へい鎖さ的でありながら連帯の希き薄はくなコミュニティ。うわべは規律正しく統制されているように見えながら、決して管理が行き届いているわけでもない。だから偽証や侵しん入にゆうに対する防備は皆かい無む。いや、そんな事態を危き惧ぐするどころか想定さえしていない。単一民族の治安国家ならではの、慢まん性せい的な危機管理の甘さだ。

「……で、どうするつもり？　あの子」

　問題はそれだ。

「やっぱり、まずい……よな」

　その言葉を聞いたエレンの表情が、微び妙みようにこわばって見えたのは気のせいだろうか？

　なにはともあれ、俺の答えを聞いたエレンは、放課後の恒こう例れい行事を行うため、その足を礼拝堂へと向けていた。俺もいつものように、エレンについていく。







　目の前に、鉄筋コンクリートの校舎とは明らかに異なる、古こ色しよく蒼そう然ぜんとした煉れん瓦が建築が現れた。

　旧礼拝堂……。

　この篠倉学園が、かつて聖・篠倉女学院だったころの名残だ。ミッション系全ぜん寮りよう制せい女学校から、共学進学校への転身は、昭和の末に行われたと聞いている。

　周囲を森に囲まれ、入り組んだ校舎棟とうを抜ぬけなければ入れないこの敷しき地ちには、重機械の搬はん入にゆうが難しく、未いまだに取り壊こわしの目め途どが立たずにいるらしい。もちろん老ろう朽きゆう化かの激しい危険な建物なので、生徒の立ち入りは禁止されているし、それでなくても薄うす気き味み悪がって、誰も立ち寄らない。

　だが、しばしばエレンは、人目を忍しのんでここを訪おとずれ、時を過ごすことがあるようだ。歴れつきとしたミッションスクール制度を廃はいしたとはいえ、篠倉学園は依い然ぜん、キリスト教に基づく教育理念を掲かかげており、それは校歌や校則の条文にも、顕けん著ちよに表れている。そんな篠倉学園に転入し、期せずして宗教というものを知ることになったエレンだが、その出会いは、彼女にとって大きな意味があったらしい。

　旧態の名残で、この学園には任意参加の神学ゼミや賛美歌サークルといったものが設けられているが、エレンはそれらに熱心に参加している。以前のエレンからは想像もつかなかった熱意だが、それが熱ねつ狂きよう的な盲もう信しんかといえばほど遠い。

　信しん仰こうの対象というよりも、どちらかというと、宗教の哲てつ学がく的な側面に惹ひきつけられている様子だった。信心を共にする交わりというのにも興味はなさそうだ。どちらかというと、この寂さびれた礼拝堂で、１人静せい寂じやくに浸ひたることの方がエレンにとっては重要らしい。

　この寂じやく寞まくとした静せい謐ひつはエレンにとって、むしろ神の御み家やとして相応ふさわしく感じるのかもしれない。深く話し合ったことがあるわけではないが、やはり彼女のような来歴を持つと、教義の受け止め方や信仰のあり方にも余人とは差さ違いが出てくるのだろう。

　祭さい壇だんを前に跪ひざまずき、朽くちかかった聖人像に黙もく然ぜんと祈いのりを捧ささげるエレンの姿には、その飾かざり気けのない沈ちん黙もくゆえに、どことなく胸を打つものがあった。さっきまでの、藤枝美緒についての冷れい徹てつな語り口は、かつて殺し屋だった頃の彼女を思い出させるものだったが……今、こうして聖者に真しん摯しな祈りを捧げるエレンを見ていると、最強の暗殺者・ファントムと呼ばれた少女とは別人のようだ。

「君は……変わったな」

「あなたほどじゃ、ないわ」

　祈りを終えて立ち上がり、エレンはそう呟つぶやく。

「この国に来てから、あなたは……本当に変わった」

「……そうか？」

「見ていて判わかったわ。あなたの心が、どんどん裸はだかになっていくのが」

「……」

「きっと、そういうものなんでしょうね。故郷って」

　かすかな悲しみの色が、エレンの瞳ひとみに宿る。

「あなたには思い出してほしくなかった。できることならいつまでも忘れていてほしかった。昔のことなんて」

「君は、まだインフェルノのことを……」

「そうよ。わたしには、何ひとつ忘れられない」

「……何故なぜ？」

　この国での平和な毎日は心地良かった。それはエレンの心も癒いやしているのだと思っていた。でも違ちがった。彼女の心はインフェルノにいた時からなんら変わっていなかった。これでは……またしても、抜け駆がけしたようなものではないか。

「もう全部、地球の裏側の事こと柄がらだぞ」

　俺の言葉に耳を傾かたむけながらも、エレンは懺ざん悔げの姿勢に戻った。

「告悔が、まだだから」

「……」

　たしかに、エレンが懺悔をするとなれば、そこいらの神父様では、手に余る内容になるだろう。

「……誰だれにするんだ？　懺悔」

「神様に、直接。いつかは、会えるはずだから」

　いつか、神様と会う日……、やがて訪れるその日まで、エレンはこの孤こ独どくな静寂の中で、ただ祈り続ける気なのだろうか。その日がいつ来るのかは分からない。でもそれは必ずやってくる。できることならば、他人の手によってその日が来ないことを願うばかりだ。

「表で待ってる。今日は一いつ緒しよに帰ろう」

「ええ」

　エレンの邪じや魔まはしたくない。そう考えて礼拝堂の外で待つことにする。さびれたベンチに座り、さっき屋上で受けた話について考える。

（私なんかじゃ、駄だ目めですよね……）

　小動物のように怯おびえ、縮こまって、屋上の風に身をさらしていた少女・藤枝美緒。その彼女の言葉が反はん芻すうされる。

　気持ちが解るといえば噓うそになるが……想像がつかないわけでもない。あんな風に男に胸中を明かしたことなど、まだ一度もなかったのだろう。一言一句のやりとりに、人生のすべてがかかっているような、そんな錯さつ覚かくさえあったかもしれない。

　悶もん々もんと悩なやみながらも、美緒を探すことにした。エレンに割り込まれて、肝かん心じんな返事を聞きそびれた彼女の心境は、さながら生殺しといったところだろう。

　いずれにせよ、返事だけははっきり言ってやらなければ。

　もう帰宅してしまったかもしれないし、それならそれで電話でもかけるしかないが、何か部活動でもしているなら、まだ校内にいるかもしれない。エレンが懺悔を始めると30分は待つことになる。その間に見つけて返事をしてやろう。そう考えて、一度校舎に戻もどってみることにした。










　すでに掃そう除じ組も仕事を終えたと見えて、教室も廊ろう下かもまばらな人ひと影かげしかない。……と、思ったが、耳を澄すますと、聞き覚えのある甲かん高だかいイントネーションが、どこからともなく聞こえてくる。

（あれは……Ｂ組か？）

　戸口から様子を窺うかがうと、無人とばかり思っていたＢ組教室に見知った２人がいた。探していた１人と、余計なのが１人。

　自分の座席とおぼしき椅い子すに腰こし掛かけてうなだれている美緒を相手に、隣となりの席に陣じん取どった早苗が、嚙かみつかんばかりの剣けん幕まくで説教している。

「ったくもう、せっかく骨折ってお膳ぜん立だてしてあげたってのに、なんであんたはそぅ要領悪いの!?」

「……ごめん」

「ただ打ち合わせ通りにやりゃぁ良かったのよ。『好きです彼氏になりなさい』って二言、あとは首絞しめてでも頷うなずかせてオシマイ！……所要時間５秒よ。電でん撃げき作戦なのよ告白は！　なぁにをモタモタしてたわけ!?」

「……でも、わたし、やっぱり駄目」

「あぁぁもう、学園生活最後の春なのよ！　棒に振ふるつもり？」

　まったく早苗ってやつは、強引すぎて見ていられん。遠えん慮りよせず話の腰を折ることにした。

「早苗！」

「!?」

「あ……」

　２人揃そろって、まるで予期しなかった乱入だったらしい。特に美緒は、早苗の叱しつ責せきを受けていた時よりさらに狼ろう狽ばいしている。

「ちょぉぉど良かったわ。吾妻!!　これからあんたを探しに行こうと思ってたのよ」

「見つかったんだから、気は済んだだろ。藤枝さんと話がある。消えてくれ」

「へ？　あ、あぁら、そぉ」

　取り繕つくろうように複雑な笑え顔がおを見せる早苗。

「それじゃダンナ、仰おおせの通りにあたしゃドロンと消えちゃいますんで、あとはよしなに……」

　言いつつ、逃にげるように早苗は教室を出て……消える前に、俺の背後で何やらバタバタと腕うでを振り回す気配がしたのは、どうやら身振り手振りで美緒に指令か激げき励れいを送っていたらしいが、ともかくその場を去ってくれた。

　またしても、２人きりで取り残されたが、今度は事情が判わかっているぶん、沈ちん黙もくに戸と惑まどうようなことはなかった。……気まずさは倍増しだったが。

　何も言わずに、早苗が腰掛けていた椅子に座る。美緒は、まるで判決を待つ受じゆ刑けい者のような面おも持もちで、こちらを見守っている。

「藤枝さん……あのな」

「……はい」

「さっきの返事なんだが……」

「……」

「気持ちは嬉うれしいんだけど……でも、俺は、駄だ目めなんだ」

「……」

「本当に、ごめん」

「あ、いえ、そんな、その」

　慌あわてたように、美緒は言葉を詰つまらせたあと……やおら笑顔を浮うかべて見せた。

「そうですよね……あは。ごめんなさい。本当に……」

　無理のある笑いの硬かたさが、押おし隠かくされた落らく胆たんの程ほどを窺うかがわせる。意地や虚きよ勢せいを張っているのではなく、ただ、相手に気を遣つかわせまいとして、……健けな気げな子だ。

「あの、気にしないでくださいね。本当に、私が１人で、なんとなく思ってただけの……それだけの事なんです」

「……そうか」

　なかったことに、してしまいたい。その気持ちは、よく分かる。

　下手に気を揉もんだりするよりは、むしろ淡たん泊ぱくに振る舞まうべきだ。そう思って席を立ち、あとは振り返りもせずに教室を出た。










　学園内の廊下を歩きつつ、昔のことに思いを馳はせる。普ふ通つうの学生だった俺がアメリカへ卒業旅行に行って、路地裏で人が死ぬ瞬しゆん間かんを初めて目撃してしまった……。そこから、俺の人生はおよそ平へい穏おんとは程遠いものになってしまった。

　記き憶おくを奪うばわれ、知らない場所へ連れて行かれ、いきなりファントムの異名を持つエレンと殺し合いをさせられた。そして、選せん択たくの余地もないまま、生き延びるための訓練を繰くり返した。インフェルノの暗殺者となるべく……

　そして、人を殺した。初めて自分の手で……

　それが、インフェルノの暗殺者としての第一歩だった。




　インフェルノは、アメリカの裏社会、いわゆるマフィアと呼ばれる組織のさらに裏にあたる組織だ。実力はあるのに組織のトップに立てない若い幹部連中が、秘密裏に所属する連合団体のような存在である。その目的は組織同士の連れん携けいを密にし、よりよい発展を目指すため、裏社会に新たな秩ちつ序じよをもたらそうというものだ。いうなれば、アメリカ裏社会の共存共栄ネットワークというべき存在なのだ。

　インフェルノのトップに立つのは、コロンビアの麻ま薬やく王・レイモンド＝マグワイヤ。幹部には、ロスアンゼルスで幅はばをきかせるギャング団・ブラディーズ頭目・アイザック＝ワイズメルや、インフェルノに所属する各組織への連れん絡らく役を務めるクロウディア＝マッキェネンという輩やからがいた。

　そしてインフェルノの秩序を構築するのに邪魔になるのが、各マフィアのトップに立つ古参の人間どもである。彼らは古い体制と権力の座にのほほんとしがみついている。そこで出番となるのが、インフェルノの誇ほこる暗殺者である。彼らに裏社会の重じゆう鎮ちんどもを暗殺させることにより、組織の代だい替がわりを早め、短時間でインフェルノの秩序を浸しん透とうさせようとした。

　そして、現実そうなった。

　暗殺者のトップに立っていたのは、エレンであり俺だった。そしてそれを作り出したのはサイス＝マスター。薬物療りよう法ほうで俺とエレンの記憶を奪い、暗殺者として仕立て上げた男……。一いつ切さいの過去を奪われた俺とエレンは、暗殺者として生きることを余よ儀ぎなくされたのだ。

　そのおかげで、数多あまたの人間を闇やみに葬ほうむってきた。ある時は銃じゆうで。またある時はナイフで。自分が生き延びるために、他人の命を吸ってきたのだ。




　そんな地じ獄ごくのような生活を終わらせるチャンスもあった。自分のパスポートをクロウディアに見せられ、記憶を取り戻もどした時だ。だが、結果的にインフェルノから逃にげることは出来なかった。

　そして、サンフランシスコ港での悪夢。クロウディアの策略により裏切り者に仕立て上げられたサイスを殺そうとして、エレンをこの手で撃うってしまったこと。そして、ファントムであるエレンを葬ったことで、俺自身が新たなファントムを襲しゆう名めいしたこと。何もかもが狂くるった世界が始まった……。

　それからはクロウディアの犬として、殺して殺して殺しまくる暗殺の日々が続いた。人が人に引導を渡わたす狂きよう気きの世界……。あの頃ころの俺は、人間ではなく、まさにファントム＝亡ぼう霊れいそのものだった。




　そんな俺に命を吹ふき込んでくれたのがキャルだった。麻薬取引を行う相手である日本のヤクザ・梧ご桐どう組が襲しゆう撃げきされ、その巻き添ぞえで姉と慕したっていた女性を失い、仇あだを討うとうと考えていた少女。俺が全米を賑にぎわすファントムだと知っても、キャルは感動こそすれ恐きよう怖ふすることはなかった。そして始まったキャルとの奇き妙みような生活は、殺しが日常と化し、全すべての風景がモノトーンに写るうつろな俺の心を、暖かく癒いやしてくれた。いつしかキャルは、エレンを失った俺にとってかけがえのない女性になっていたのだ。

　しかし、ワイズメルとクロウディアとの対立が、俺達の生活を粉みじんに打ち砕くだいた。

　裏切りの嫌けん疑ぎをかけられ、クロウディアに射殺されたワイズメル。そして、インフェルノのトップに立ちたいという野心のために、梧桐組を利用したクロウディア。

　そして、クロウディアの背信行こう為いを暴ばく露ろしたサイスにより、梧桐組に命を狙ねらわれた俺。クロウディアには追っ手がかけられ、俺もなんとかその場を逃げおおせたものの、キャルは幸せな日々を過ごしたあの部屋と共に爆ばく炎えんに包まれた……。

　かつてエレンを撃ってしまった時と同じように、俺はキャルの死によって、自分を支えていてくれるものを失った喪そう失しつ感と罪の意識に襲おそわれた。

　俺が甘かった。

　俺が彼女に声をかけなければ。

　俺が彼女を殺したんだ。

　全てに絶望し、暗殺者となるべく訓練を重ねた場所で、エレンと再会していなかったら、俺はあのまま死んでいたのだろうか？

　それは判わからない。なぜなら、今俺は生きているから。

　エレンの故郷を探す。それが終わるまではまだ死ねない。もう約束は破らない。それが、キャルに対する罪つみ滅ほろぼしにもなるはずだ。そう信じたい。










　エレンを待つため再び礼拝堂まで戻ってきた。ちらりと中を覗のぞくと、まだエレンは懺ざん悔げをしているようだ。マリア像の前に膝ひざをつき、両手を胸の前であわせうつむき加減で祈いのりを続けている。

　俺は脇わきにあるベンチに腰こし掛かけエレンを待ちつつ、美緒のことに考えをめぐらせる。

（すまない……）

　藤枝美緒。エレンのクラスの生徒で、早苗とは親交が深い。話をした感じだと、内気で引っ込み思案な女の子という印象だ。エレンとは親友の間あいだ柄がらで、よく学校帰りに一いつ緒しよに街へ繰くり出してるらしい。

　とはいってもエレンの場合、同級生として不自然なところを見せないために、親友を演じているのだろうが。そういった友達関係程度の付き合いなら問題はないのだが……

　彼女が俺に求めているのは、恋こい人びと同士のお付き合いというのが明白だ。そうなると、普通の友達以上に親しくする必要が出てくる。

　もし、彼女が俺の過去を知りたいなどといってきたらどうするか？　当然教えられるわけはないし、噓うそを噓で塗ぬり固めるしかない。それに正直言って、エレンほどの演技力は俺にはない。噓を付くのが下手だというのは、さんざんキャルに言われたことだ。さらに本音を言えば、エレンのように偽いつわりの友情を装よそおうというのにも抵てい抗こうがある。

　そう思う自分とエレンとの違ちがいは何だろうか？　夕焼けの空を仰あおぎ見ながら、漠ばく然ぜんと考える。

　多分……今身を置いている、この世界に対する想おもいの深さ、だろうか。

　我が身が殺人者に堕おちるより以前と、なんら変わらないこの世界。だからこそ、懐なつかしみ、慰なぐさめを得ることができる。この場所のこの空気は、いつまでも無む垢くなままであってほしい。ここに暮らす美緒や早苗も、また。

　これでいい。返事をしてみて改めてそう思う。

　彼女にとってはつらい結果になってしまったが、お互たがいにこれが最良の関係といえるだろう。いずれこの地を離はなれなければならない身の上なのだ。淡あわい恋れん愛あい事情に身をゆだねるわけにはいかない。なにせ、インフェルノが俺達の捜そう索さくを止やめたという確証などどこにもないのだ。冷たい男と思って幻げん滅めつしてくれれば、それだけ早く忘れることもできるだろう。俺も彼女も。

　ギィ……

　礼拝堂の扉とびらが開かれた音。どうやらエレンの懺悔も終わったらしい。

「待たせたわね」

「いつものことさ」

　すっくとベンチから立ち上がり、エレンとともに礼拝堂を後にした。










　八はち王おう子じ市郊こう外がい。はるか西から甲こう府ふの山並みを継けい承しようする小高い山の中腹に、篠倉学園の校舎はある。麓ふもとの街までは、つづら折りの坂道を30分近く通わなくてはならない。もとが全ぜん寮りよう制せいだけに、交通の便はきわめて悪い立地条件である。さらに上に登れば、いまは廃はい墟きよとなった女子寮が、そのままに放置されているという話だ。

　俺達の住むアパートは、麓の街にある。こうして２人で帰るのはさして珍めずらしいことではない。学内では兄妹で通っているから、帰り道も帰る先も同じ。余計な詮せん索さくを受けることもない。

　だといって、普ふ通つうの兄妹がするような会話が交わされることもない。俺達は組織から逃にげ出した殺し屋なのだ。必要以上の会話をすることもなければ、じゃれあうこともない。

「美緒のことだけど……」

　エレンが不意に話しかけてきた。

「なんて返事をするの？」

　そっけないながらも強い口調で尋たずねてくる。エレンはエレンなりに俺と美緒のことを心配してくれているのだろう。

「ああ、そのことだけど、さっき返事はしてきた」

「どんなふうに」

「気持ちは嬉うれしいけど、やっぱり付き合えない……って」

「そう……」

　エレンは少し下を向き、なにか考え込むような仕草を見せてから言葉を続ける。

「いいのよ、このままインフェルノの追っ手が来なければ、ここに住み続けても」

　それは、まるで考えもしなかった言葉だ。目立つといけないからこの街を出ようというのなら分かるが、よもやそんな言葉がエレンから聞けるとは……

「そうすれば、まだ彼女と一いつ緒しよにいられる。学園を卒業した後もね」

「そんなことを考えてたのか……」

　忘れていた……。エレンは常に俺のことを最優先にして考えるのだ。日本に潜せん伏ぷくすることになったのもそうなら、今回の告白劇もそうだ。異性に告白されて悪い気分になる人間などいない。それに、普通の生活に戻もどるなら、普通の恋愛をするべきである。それは彼女なりの気き遣づかいなのだろう。しかし……。

「インフェルノが俺達から手を引いたとは思えない」

　俺はきっぱりとエレンにそう告げる。

「インフェルノが完全に俺達から手を引くか、俺達がインフェルノの手の届かないところに逃げるまで、俺達の旅は終わらない」

　いちいち言葉にせずとも、このことは２人とも分かっていることだった。

「確かに告白された時は驚おどろいたし、このまま普通の生活に戻るのもいいか、とも思ったよ。でも、それで自分の過去を清算できるわけじゃない」

　軽くエレンの方を向いて、微笑ほほえみながら話を続ける。

「それに……、君の故郷を見つけたいという気持ちも変わってない」

　エレンがちょっと驚いたような表情を見せる。

「ありがとう……、でも……」

「ここに住んで半年だろ、そろそろ次の街へ行く事を考えてもいいんじゃないか？　できれば、何の関係もない人は巻き込みたくない」

　そんなことを話しつつの帰り道、ふと場ば違ちがいなものが目についた。

　道の左側、丁度こちらに後ろを向ける格好で、１台のバイクが停とまっていた。

　フルカウリング仕様の真しん紅くの車体。レースで使われるような先進的なデザインは、いやがおうにも見るものの目をひきつける。

　ライダーはシートに跨またがって、腕うで組ぐみしたまま彫ちよう像ぞうのように動かない。体型からして女性のようだが、赤いフルフェイスのヘルメットのせいで風ふう貌ぼうは判わからなかった。

　どこに抜ぬけるわけでもないこの坂道は、いわば篠倉学園の私道のようなものだ。生徒や関係者くらいしか使う用はない。誰だれか、下校する生徒を待っているんだろうか？

　エレンも異様な雰ふん囲い気きに気づいたのか、戦せん闘とう状態にも似た緊きん張ちようを走らせている。すでにお互いの会話は停止していた。

ドウンッ!!　ドルドルドルドル……

　バイクの横を通り過ぎて、20メートルほど歩いただろうか。やおら、けたたましい排はい気き音が耳に届いた。さっきの女ライダーが、エンジンを始動させたんだろう。さっき目にした外見は中型バイクのように見えたが、実際はかなり大排気量のようだ……

パンッ!!

　そのエンジンの轟とどろきの蔭かげに隠かくれて別の音が鳴り響ひびいた。

　聞き慣れた、あまりにも聞き慣れすぎた、だがこんな場所で聞くことは絶対あり得なかったはずの音。

　バイクのエンジン音に紛まぎれた、９㎜パラベラムの銃じゆう声せい……。

　俺とエレンはその音を聞くと同時に振ふり向き、視線をライダーへと向けた。

　ライダーも、先ほどまでかぶっていたヘルメットを脱ぬぎ、視線をこちらに向けていた。




　引っ詰つめに結んだ金きん髪ぱつに翡翠ひすい色の瞳ひとみ。赤と黒のライダースーツに身を包んだその少女は、不敵な冷笑とともにこっちを睨にらんでいる。

　俺は奇き妙みような懐なつかしさともとれる感情に襲おそわれていた。

（あれは、まさか……そんな……）
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　玲二の脳のう裏りに、キャルとの生活が浮うかんでは消えていく。

　目の前にいる女性の、刺さし貫つらぬくような鋭するどい眼光。俺の知っている少女の目の輝かがやきは、あんな冷たい輝きを放ってはいなかった。

　だが、あれが誰かは判る。本能が、理性が、全すべての感覚が、目の前の女性が誰であるかを理解していた。

　動きを止めている俺を尻しり目めに、女ライダーはヘルメットを手首に引っかけたまま、クラッチを繫つなぎやおらバイクを発進させた。

　滑すべるような加速で、立ちすくむ２人の横を駆かけ抜けていくバイク。

　擦すれ違いざまに翡翠色の大きな瞳が、もう一度こちらに一いち瞥べつをよこす。

　憎ぞう悪おに燃え、殺意に凍こごえた一瞥を。

（生きて、いたのか？　キャル……）

　半年の間味わった青春の味は一いつ瞬しゆんにして終わりを告げた。これから血で血を洗う戦いが始まるということを、俺たちは予感せずにはいられなかった。







[image: ２章「新たなファントム」]
















　横よこ浜はま、中ちゆう華か街のとある高級料理店で、豪ごう勢せいな宴うたげが開かれていた。

　招きを受けたのは、かつて新しん宿じゆく歌か舞ぶ伎き町ちようで麻ま薬やく流通を掌しよう握あくし、一大勢力を誇ほこった北京ペキン系チャイニーズマフィアの首領・周シユウ。

　それをもてなすのは、この店の店主。同じく北京系マフィアで、この横浜に拠きよ点てんを構える徐ジヨである。

　席には女が侍はべるわけでもなく、代わりに屈くつ強きような男達が店の内外を固めている。厳おごそかで物々しい空気からしても、断じてただの酒しゆ宴えんではない。

　この祝宴の席で、周と徐は義兄弟の契ちぎりを交わそうというのである。関東を縦に貫く北京系コネクションの誕生だった。

　発ほつ端たんは、歌舞伎町における日系ヤクザの巻き返しだ。突とつ如じよとして、広域暴力団・梧桐組が、どこからともなく大量のコカインを持ち込んだのである。安価なうえに高品質な商品を歌舞伎町にばらまいた梧桐組は、瞬またたく間に新宿の覇は権けんを奪だつ回かいし、周達は壊かい滅めつ的な打だ撃げきを被こうむった。

　独立独歩を旨むねとする周だったが、背に腹は替えられない。同郷の徐に泣きついて弟分に収まり、大陸を拠点とする独自の密輸ルートを利用させてもらおうというわけだ。

「大船に乗った気でいていいぞ。周。俺のところの仕入れ値は、お前のルートの半値以下だ。充じゆう分ぶんヤクザ共にも太刀たち打ちできる」

　服装はラフだが、がっしりとした体格に、顔には髭ひげをたくわえ、中国マフィアの大物というだけの貫かん禄ろくを持ち合わせている周。その言動は自信に満ち溢あふれている。

「恩に着る。徐大兄……」

　かたや、肩かたを落としうなだれたような表情を見せる徐。梧桐組の歌舞伎町進出による心労がたまっているようでもあった。

「しかし気になるな、歌舞伎町のヤクザども。何でそこまで急に勢いがついた？」

「それなんだが……」

　さも言いにくそうに、言葉を濁にごす周。

「どうやら連中のバックには、アメリカのマフィアがついているらしいんだ」

「アメリカ？」

　怪け訝げんそうに聞き返す徐。徐の疑問ももっともである。太平洋を隔へだてたアメリカからコカインを運ぶなどリスクが高すぎる。しかも、輸送費やマージンを考えるとこっちより安い値で取引きなどできるわけがない。どう考えても現実的ではないからだ。

「大兄、インフェルノっていう名前は聞いたことあるか？」

「アメリカ中のマフィアをシメてるって噂うわさの、あれか？」

　さも呆あきれたと言わんばかりに、徐は鼻を鳴らして嗤わらう。

「おいおい、まさかそんなヨタ話を信じちまったんじゃなかろうな？」

「ヨタじゃ……ねぇ」

　周は、苦々しく、そして腹の底から絞しぼり出すように反論する。

「ニューヨークに渡わたった張チヨウの叔父おじ貴きも、聞けば奴やつらに殺やられたってぇ話なんだ。ファントムとかいう殺し屋で、あっちじゃ相当知れた名前らしい」

「周よ、お前なぁ……、あそこはなぁ、テレビとハリウッドとコミックのお国くに柄がらなんだよ。そんな連中の話をなぁ、真に受けてどうするよ？」

「でもな、大兄……、梧桐組の連中に楯たて突つくと、俺らもヤベェって噂なんだよ……」

　何かに取り憑つかれたような表情を見せる周。麻薬の販はん売ばい競争で梧桐組と張り合ってる以上、次に狙ねらわれるのは自分だというのは周も分かっているのだ。

「バカバカしい。第一お前、ここは日本だろうが。恐こわいお化けのファントム様が、海を渡ってやってくるってのか？」

　そんな周の怯おびえた顔を尻しり目めに、徐はあくまでインフェルノやファントムなどは、与よ太た話ばなしだと思っている。見たことも聞いたこともない殺し屋に怯えるなど、彼にとってはナンセンスなのだ。

　店の中でそんなやり取りが行われている間、リズィ率いるインフェルノの部隊が秘ひそかに店を包囲しているとは、まだ周も徐も気づいてはいない。










　リズィ達はすでに準備を完かん了りようしていた。彼女が梧桐組の幹部・志賀から受けた依い頼らいはただひとつ。今夜この店に集っている２人のチャイニーズマフィアを、この世から消し去るというだけだ。

　リズィ達は、ターゲットが宴を開いている場所を、すでに包囲していた。

　インフェルノの実行部隊を仕切るリズィは、かつてクロウディアのボディーガードを務め、友人でもあった黒人女性だ。幹部という地位こそ与あたえられていなかったものの、実直な性格から彼女を信しん頼らいする人間は多い。そのため、クロウディアの裏切りが発覚した時も、嫌けん疑ぎをかけられることはなかった。今ではインフェルノの実行部隊を育成・指揮する立場まで与えられている。

　そして今回、インフェルノのメンバーに認められた志賀の要よう請せいを受け、チャイニーズマフィアを殲せん滅めつするため部下を連れて来日したのである。




「全員、配置につきました」

　通行人に紛まぎれて正面玄げん関かんを見張る部下・グレゴーが、通信機ごしにリズィへの報告を行う。

「オーケィ。あとは待つだけだ……」

　店の非常階段を臨む裏口で、リズィは不敵な笑えみを浮うかべた。

「５分後に突とつ入にゆうする。いいか、くれぐれも素早く済ませろよ」

　ただでさえバクチク騒さわぎには異常に過か敏びんな治安大国日本である。派手に銃じゆう声せいを鳴り響ひびかせるような真似まねはしたくない。徐と周……ボス２人の首さえ搔かき切れば事は足りる。機先を制すれば撃うたれる心配はなく、撃たれなければ撃つ必要もない。所しよ詮せんは日本に根を張っているような手合いである。こういう出入りに慣れてはいまい。

　だがそこへ、通信機に別の声が割り込んできた。

『リズィ、まずいよ。これ』

　緊きん迫ぱくした場にまるでそぐわない、年とし端はも行かぬ少女の声。リズィは苛いら立だちも露あらわに舌打ちする。

「今さら、何だってんだ？　ファントム」

『厨ちゆう房ぼう裏の勝手口、誰だれも張ってないじゃん。逃にげられるよ』

「そんな暇ひまねぇさ。片は一いつ瞬しゆんでつく。余計な心配はいいから、オマエは援えん護ごに専念しろ」

　通信機にむかって言いながら、リズィは料理店と斜はす向むかいの雑居ビルの屋上を睨にらむ。指示通りなら、ファントムはあそこに陣じん取どっているはずなのだが……

『この位置さぁ、最悪なんだよね。ぜんぜん見通し利きかないし』

（関係ないだろ。今回はオマエの出番はないんだから）

　胸の内でリズィはそう吐はき捨てた。

（本当なら、連れてくるのも嫌いやだったんだよ……）

　怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうを抑おさえ、リズィは努めて冷静に通信相手を揶や揄ゆする。

「いいか、ファントム。今夜のオマエは援護が役目だ。命令だぞ!!」

『あっそ』

　小こ馬ば鹿かにしたような返答に、悪お寒かんが走るリズィ。

「おい……」

　ガガガガガガッ!!

　通信は耳を聾ろうする轟ごう音おんで中断された。雑居ビルの屋上から閃ひらめく炎ほのおの舌。突とつ撃げきライフルの掃そう射しやである。道行く通行人の悲鳴を皮切りに、街路は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれる

「あ、あの馬鹿……」

　毒づきかかったリズィの耳に、正面玄関から突入する筈はずだった班長からの通信が入る。

『こちらグレゴー！　正面玄関のボディガードが撃たれてます!!　一体誰が……リズィ、指示を！』

　リズィが何か言うより早く、再び通信に割り込む少女の声。

『グレゴー、中の連中すぐに雁がん首くび揃そろえてそっちに出てくるよ。頑がん張ばって引き付けてね』

「ファントム!!」

　最初に決めた段取りと全く違ちがう動きをする少女に、リズィは怒いかりもあらわな怒鳴り声を発していた。しかし、そんな声もどこ吹ふく風と言わんばかりに、少女は返事を返してくる。

『あぁリズィ、店の中は大騒ぎだから奇き襲しゆうするなら今だよ。勝手口は任せな。あたしが回り込むから。じゃ、よろしく』

「くそったれ!!」

　罵ば倒とうしても今度は返事がない。通信機のスイッチを切られたらしい。

　計画は台無しだが、うろたえている場合ではない。グレゴーの班に陽動を引き受けられるほどの火力はない。すぐにも背後から敵を襲おそわないと正面の仲間は全ぜん滅めつだ。

「突つっ込むぞ！」

　配下の部下達を一いつ喝かつし、リズィは先せん陣じん切って非常口へと突進した。




　混乱の最さ中なかから、辛からくも厨房へと逃げ込めた徐は、息を切らして勝手口から裏路地へと転がり出た。手には、部下の死体から奪うばったサブマシンガン。弾たまもまだ、10発余り残っている。

　何が起こったのかは、見当もつかない。敵の心当たりなら十指に余るほどもある。だが、こんな無茶をやらかす手合いはいない。いるはずがない。この日本には。

　はたと周の言葉を思い出す。梧桐のバックにいるというアメリカのマフィア達……どのみちあの話は御ご破は算さんだ。肝かん心じんの周は、目の前で蜂はちの巣すになって息絶えた。こちらも早く逃げなければ……。

　一歩踏ふみ出した途と端たん、背後に殺気を感じる徐。一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、振ふり向きざまにサブマシンガンを乱射する。狭せまい裏路地に跳ちよう弾だんの火花が乱れ咲さき……そして弾たま切ぎれとともに沈ちん黙もくが訪おとずれた。

（やった……か？）

　硝しよう煙えんが立ちこめる闇やみの奥を見み透すかそうとした瞬間

　ガァンッ!!

　轟音とともに、右みぎ肩かたを灼しやく熱ねつの痛みが貫つらぬいた。衝しよう撃げきで壁かべに叩たたきつけられ、サブマシンガンが手から落ちて地面に転がる。

「グゥゥ……」

　激痛に霞かすむ視野の中に、徐は見た……闇の中から歩み出た、凶まが々まがしい笑え顔がおの死神を。

「いい動きするじゃん。もとは凶きよう手しゆか何かだった？」

「手て前めェは……」

「ファントム」

　歌うように、笑顔の死神は名を名乗る。

「インフェルノのファントム。聞いたことないかな？　日本じゃあ」

　ありったけの憎ぞう悪おと殺意を込めて、少女を睨み据すえながら、徐はまだ無事な左手で、腰こしの後ろに挿さした拳けん銃じゆうを探る。

「なにその手？　まだもう１丁持ってるの？」

　そう問う少女の声は、何のつもりか嬉き々きとした響ひびきがあった。
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「いい根性してるねぇオッサン。ここまで来てまだ捨ててないんだ？　勝負」

　いまだ目の輝かがやきを失わない徐の姿を見て、少女は嬉うれしそうなそれでいて渇かわいた笑みを浮かべる。

「気に入ったよ」

　少女はやおら銃の構えを解くと、くるりと手の中で回転させて撃鉄を下ろし、尻しりのホルスターに収めてしまった。

「付き合おうじゃん。その勝負」

「……舐なめやがって」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな余よ裕ゆうを見せる小こ娘むすめに、徐は憎にく々にくしく毒づいたものの、しかし銃を抜ぬくタイミングが見出せない。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けて培つちかってきた徐の直感が、少女の外見に惑まどわされることなくその本ほん性しようを見抜いていた。

（こいつは……本物の殺し屋だ）

　徐は直感で感じていた。真っ向勝負で勝てる相手じゃないということを。だが、このまま銃を抜かなければ、いずれ殺やられる……

「きっかけが、欲しいかい？」

　余裕の微笑ほほえみを絶やすことなく少女が優やさしく問う。その手がそっと懐ふところに差し入れられ、そしてまるきり場ば違ちがいな品が取り出された。

　掌てのひらの上の鈍にぶい真しん鍮ちゆうの輝き。徐は己おのれの目を疑った。

（……懐かい中ちゆう時計？　一体何のつもりだ？）

　ファントムは指先で、器用に文字盤ばんの蓋ふたを弾はじいて開ける。すると、コルダイト火薬と血の匂においの立ちこめる裏路地に、優しく儚はかなげなオルゴールの音色が湧わいた。

「曲が終わったら、撃うちな」

　冷たい殺意と、嗜し虐ぎやくの陶とう酔すいが、ない交ぜになった少女の声。ようやく徐は、その笑顔に秘められた限りない邪じや悪あくさに気付いた。

（こいつは……楽しんでやがる。殺しを。俺の死に様を弄もてあそぶことを、心底、喜んでやがる……）

　屈くつ辱じよく、恐きよう怖ふ、怒いかり、憎悪……焼けるような激情が、順じゆん繰ぐりに徐の脳のう裏りを過ぎていく。子守歌のような優しさで、鎮ちん魂こん歌かのような哀かなしさで、闇に流れるオルゴールの調べ。なぶられている。からかわれている。猫ねこにいたぶられる鼠ねずみのように。だが、いくら殺意を奮い立たせようと、心に染しみわたった冷たい恐怖が、それを許さない。

　やがてオルゴールの曲調は、徐じよ々じよに緩かん慢まんになってきた。

（殺される。間ま違ちがいなく殺される。ちくしょう、ちくしょう……）

　そして……

　力尽つきたランナーが倒たおれるように、にわかにオルゴールが演奏を止める。

「ぅおぉぁっッ!!」

　ガァンッ!!

　左手で銃を引き抜きざまに、静せい寂じやくを破った徐の怒ど号ごうは……あるいは、恐怖の悲鳴だったのかもしれない。いずれにせよ、その叫さけびを半ばで吞のみ込んだのはただ１発の銃じゆう声せいだった。

「アディオス、チャイニーズ……。次に生まれて来るときは、ちったぁ稼か業ぎようを選ぶんだね」

　そう吐はき捨て、目の前の懐中時計を手に取るキャル。盤ばん面めんに目をやり、そこに映る自分の顔を見つめると、そこにはもの哀しげな表情が映し出されていた。




　決けつ闘とうの名を借りて、弱者の生死を思い通りにする。キャルはこの行こう為いに、これ以上ない快感を感じるようになっていた。それと同時に、ことが済んだ後たとえようもない虚むなしさがこみ上げてくるようにもなっていた。目の前に横たわる骸むくろを見るたび、胸が締しめ付けられる感覚が襲おそってくる。

　そんな時は、懐中時計を眺ながめることにしていた。

　玲二が買ってくれた懐中時計……

　これを眺めることで、自分を捨てた玲二に対する怒りと憎にくしみを思い出し、心を支配する虚きよ無む感を打ち消すのだ。それが、決闘の後のいつもの儀ぎ式しきである。

　そしてその儀式が終わると決まってこの２年間が、走そう馬ま灯とうのように思い出されていく……。










「噓うそだ!!」

　焼け焦こげた臭においの立ちこめるロフトに響ひびく怒ど声せい。サイスの話を聞いたキャルは、思わず大声で怒鳴っていた。

「落ち着きたまえ。ツヴァイ、いやファントムの方が判わかりやすいかな？　彼は組織を、インフェルノを裏切った。よって、ここには帰ってこないのだよ」

　さも冷静に状じよう況きようを説明するサイス。だが、親身に説得をしているようなそぶりを見せているものの、実際は目の前の素材に対する興味が顔に出ていた。

「そんなことない!!　約束したんだ……。どんなことがあっても必ず帰ってくるって!!」

「冷静に考えてみたまえ。組織に追われている彼が、わざわざ危険を冒おかして戻もどってくるはずがないではないか。いくら彼がインフェルノ最強の暗殺者＝ファントムであっても、いやファントムだからこそ、こんな警けい戒かいの厳しい場所に現れることはない。それは、彼と一いつ緒しよにいた君なら、容易に理解できるのではないかな？」

　サイスの巧たくみな話術は、キャルの疑念をあおるのに充分だった。

「そ、それは……」

　すでに部屋が吹ふき飛んでから３日がすぎていた。しかし、玲二はここに戻って来てはいない。

「君にとっては信じられないかもしれないが、彼は君を捨てたのだよ」

　サイスの言葉がキャルの心をえぐる。待ち疲つかれてすでに反論する言葉も気力も失ったキャルは、黙だまって地面をみつめている。そこに追い討うちをかけるように、サイスは言葉を続ける。

「しかも彼は女と一緒だという話だ。こんな可愛かわいい女性がいるというのに、まったくファントムも隅すみに置けないものだ」

　ビクッ!!

　トドメともいえる言葉が体を貫つらぬき、キャルは跳はねるように一いつ瞬しゆん体を震ふるわす。

　命が惜おしいだけでなく、しかも女のために自分を捨てた……。

　その言葉に、キャルは心が音を立てて崩くずれていくのを感じていた。

　玲二との生活で幸せを感じていたのは自分だけだったのか？

　料理を作って、掃そう除じをして、洗せん濯たくをして、そのたびに玲二が見せてくれた笑え顔がおは、偽いつわりのものだったのか？

　玲二にとって、自分は邪じや魔まな存在だったのか？

「とにかく、ここにいてもファントムは帰ってこない。彼のことが知りたければ、我々とともに来るといい。ファントムの全てを教えようじゃないか」

　そう言うと、サイスは傍かたわらに控ひかえる少女２人に合図を送る。それを察した少女達は、キャルの両りよう脇わきに位置取り、体を支えるようにしてキャルを立たせる。

「うむ。では本部に戻るとしよう」

　サイスは少女達を引き連れ、建物の外に待機させていた車へと向かう。

　その間も、キャルの心の動どう揺ようは収まることはなかった。










　図はからずもキャルの存在は、かつてツヴァイが育成を申し出ていたことで、インフェルノのトップ連中なら誰だれでも知っていた。もっともリズィを除けば、実物を見た者は１人もおらず、今回はじめて見るキャルのあまりの幼さに、才能があるかどうかを疑う者も現れた。

　だがそれを諫いさめたのは、ほかならぬサイスであった。秘められた才能を見つけ出すことにかけては、アイン、そしてツヴァイという実績があるだけに、周りを納なつ得とくさせるだけの重みがある。そしてサイス自身も、キャルの秘められた才能に気づいていた。

「さて、あの少女の処しよ遇ぐうだが、どう処理すればいいと思うかね」

　サイスはマグワイヤに呼び出され、キャルの今後について尋たずねられていた。

「可能であれば、彼女の育成を私に一任していただきたく思います」

「しかし、あんな子供に殺し屋としての才能があるのかね？　今となっては、疑わしく感じるが……」

「それは私が保証いたします。それに年ねん齢れいが関係ないことはよくご存ぞん知じのはず」

「ふむ」

　サイスの自信たっぷりの返事を聞き、マグワイヤは小さく頷うなずく。

「アイン、そしてツヴァイを失った今、インフェルノにおける恐きよう怖ふの象しよう徴ちようである〝ファントム〟の育成は、急務といえるでしょう。ですが、一から〝ファントム〟レベルの暗殺者を作り出すのは簡単なことではございません」

「あの子供ならそれが可能だと？」

「潜せん在ざい能力においては、最高傑けつ作さくといえるツヴァイに匹ひつ敵てきするでしょう」

「よかろう。彼女の育成は君に任せる」

「おまかせください。」










　マグワイヤとの面談後、サイスはリズィの待機する部屋へと赴おもむいていた。キャルに対して、銃じゆうの訓練などをリズィに担当してもらうためである。

「いかがですか、ミズ＝リズィ。彼女の訓練を引き受けてはいただけませんか？」

　その問いにリズィは目を閉じて沈ちん黙もくを守っている。何かを考えてるようにも見える。

「確かにあんな子供を殺し屋として訓練するのは心が痛むでしょうが、全てに絶望した少女をこのまま解放することが彼女にとって良いことでしょうか？」

　リズィの首を縦に振ふらそうと、サイスは言葉巧たくみにまくし立てる。

「どちらかというと、私はメンタル面が専門でしてね。やはり技術的なことは、その道に精通した方が良いと思うのですよ」

「はん、見込まれたもんだね」

　ここに来てリズィはやっと口を開いた。何を言おうが、リズィに断らせるつもりはないのだろう。ならばさっさと引き受けて、少しでも早くこいつを部屋から追い出した方が得策だとリズィは思った。だが腑ふに落ちない点がひとつある。

「アインを育成したのはあんただろ。なんでキャルの育成は自分でやらない？」

　リズィから質問が返ってくるとは思ってなかったのか、サイスは少しばかり驚おどろいたような表情を見せる。

「彼女に対しては、アインやツヴァイとは違ちがったアプローチをしようと思っているのですよ」

　リズィの顔が強張る。

「まさか薬くすり漬づけにしようってんじゃないだろうな？」

「実は肉体的な強化を施ほどこすつもりはないのです。むしろ精神の部分を強化し、アインのような人形ではなく、ツヴァイが示した獣けもののような闘とう争そう本能……、それを引き出してみたいのです」

　調子にのってつい本音を漏もらしたことに、サイスは自分で自分を笑っていた。

「わかった。訓練はやってやる。アタシにしてやれるのはそんぐらいだからな」

「ありがとうございます。ミズ＝リズィ」

　そういうと、サイスは部屋を後にする。それを見届けてから、ボソリとリズィは本音を口にしていた。

「それで罪つみ滅ほろぼしになるならな……」










　インフェルノの本部から少し離はなれた郊こう外がいに、リズィが訓練に使う空き地があった。まわりに民家はなく、多少の騒そう音おんを発したとしても誰にも気づかれない場所。リズィ自身も、ここで何人もの部下を訓練してきた。ここなら必要な設備はあらかた揃そろっている。その場所に、リズィはキャルを訓練するために連れてきた。

　キャルの訓練を引き受けてから、リズィは何度かキャルと会っていた。だがキャルから感じられたのは、ツヴァイを失ったという喪そう失しつ感だけである。瞳ひとみには光がなく、さながら息をしているだけの人形のようだった。

　信しん頼らいする人間に裏切られるという結末は、年とし端はもいかない少女にとって死よりも辛つらいことなのは分かる。だが〝結果〟を残せなければ、いつ組織から放り出されるか分かったもんではない。いや、それどころか組織のトップシークレットであるファントムの存在を知ったために、抹まつ消しようされる可能性もある。

　キャルがこの世界に足を踏ふみ込む一因を作ってしまったリズィとしては、少なくとも彼女が一人前になるまでは面めん倒どうを見てやりたい。それが訓練を引き受けた動機でもあった。

「まずはキャル、あんたの実力をみせてもらうよ」

　ターゲットを並べ、キャルに銃を持たせるリズィ。

「５秒以内に、あそこに並んでいるターゲットをすべて撃うち抜ぬくんだ」

　キャルは無力感漂ただよう表情のまま、渡わたされた銃のスライドを下げ初しよ弾だんを薬室へと放り込む。

「いいか、こいつが鳴ったらスタートだ」

　リズィは手に持ったブザーをキャルに見せ、ほどなくしてスイッチを入れる。

　ピッという音と同時に、キャルの持つ銃がターゲットに対して火を噴ふく。

　バンッ！　バンッ！　バンッ！　バンッ！　バンッ！……。

　軽めの銃声が響ひびき渡ると共に、並べられた10個のターゲットのうち６つが瞬またたく間に吹ふき飛んだ。

「ヒュウ、よくそんな撃ち方で当たるもんだ」

　キャルは左手に握にぎった銃じゆうを縦に構えるのではなく、地面と水平にした状態で連射していた。

「５秒以内に撃ち終われたのは合格だが精度が今ひとつだ。しばらくこの訓練を続けるぞ」

　ターゲットを立ててはそれを撃ち抜くことを繰くり返す。昼過ぎにこの訓練場に来てからというもの、機械的な訓練は終わることなく続けられた。だが、最後まで全てのターゲットが一度に撃ち抜かれることなく、陽ひの傾かたむきと共にこの日の訓練は終しゆう了りようした。

「明日からは、もう少し集中して練習しろ。そうすれば怪け我がをすることもないし、精度も向上するだろう」

　本部へと戻もどる車の中で、そうリズィはキャルにアドバイスしていた。だが、キャルはその言葉に反応せず、ただぼんやりと窓の外を流れる風景を眺ながめていた。

「とりあえず戻ったら飯だ。食うもん食ってりゃそのうち元気も出るだろ」

　気休めかもしれないが、リズィにはこれ以上かける言葉が見つからなかった。










　コンコン

　扉とびらをノックする音が部屋に響く。

「キャル。入るぞ」

　インフェルノ本部内の一室。ゲストルームとして使用している部屋であるが、利用することが少ないため、今はキャルの部屋としてあてがわれていた。

　部屋に入ってきたリズィは、テーブルの上に放置されている食事を見て溜ため息をつく。運ばれてきたままの状態を維い持じしているトレイは、キャルが何も口にしていないことを物語っていた。

「なんだぁ、飯食ってないのか？　食わないと体がもたねぇぞ」

　キャルが本部に連れて来られてきてから、リズィはキャルが食事をとったのを見たことがない。

　そんなリズィの心配をよそに、キャルはベッドに腰こし掛かけたまま返事を返そうとはしない。その目はどこか遠くを見るように宙を泳いでいる。

　ずっと以前、リズィは電話で何度かキャルの声を聞いたことがある。その時の声は、年相応の明るさを感じることができた。

「お前なぁ、ツヴァイのところにいたときはもっと元気だったじゃねえか」

[image: ]

〝ツヴァイ〟の名前を出したその時である。部屋の中が、なんともいえぬ不ふ穏おんな空気に包まれた。

　リズィはキャルの表情を確かく認にんする。目の輝かがやきが違っていた。怒いかりと憎にくしみに支配された燃えるような眼光。それはリズィの背筋を凍こおらすのに充じゆう分ぶんな迫はく力りよくを持っていた。

（そこまでツヴァイのことを憎んでるのか……）

「と、とにかく、飯は食っとけ」

　そう言うとリズィは部屋を後にし、そして廊ろう下かでキャルの目を思い出していた。

（たとえツヴァイが戻ってきたとしても、もう手て遅おくれかもしれない……）










　数日後、キャルの元に向かおうとするリズィに、サイスは声をかけてくる。

「いかがですかな、彼女の調子は」

「悪くねぇ……が、最低限のことだけやってるってカンジだな」

「フム……確かに無気力すぎるきらいはありますな……」

「あのままじゃ、殺し屋になる前に病気になっちまう。メンタル面担当だったらなんとかしろよ」

　リズィには、人間の精神的なことなど分かるはずもない。不本意だが、サイスならばキャルをあの状態から少しはマシな方向に持っていけるかもしれない。そう考えてせっついてみた。

「単調な内容の訓練にも問題があるのかもしれませんよ」

「なんだぁ、アタシのやり方が間ま違ちがってるってのか!?」

　だが返ってきたサイスの言葉は、リズィの神経を逆なでするものでしかなかった。

「いえいえ、しかし、そろそろ実じつ践せん的な訓練も必要なのでは？」

「なんだと……」

　ニヤついた笑え顔がおで問いかけるサイスを見て、リズィはまた悪わる巧だくみを考えてるに違いないと感じるのだった。










　次の訓練は、サイス主導で行うこととなった。サイス曰いわく、銃じゆうの訓練だけではなく肉にく弾だん戦なども経験しておいた方が良い、との申し出だった。

「さすがにミズ＝リズィが相手では、スパーリングにはなりますまい。私が今の彼女にぴったりの相手を連れて参りましょう」

　そういってサイスが連れてきた少女は、キャルより少し年上に見える。細身だが、体格はキャルより一回り大きい。スパッツをはき、いかにも動きやすそうな衣類をまとっていた。

　かたやキャルはといえば、いつものタンクトップにキュロットスカートという出いで立ちは変わっていない。

（サイスの野や郎ろう……他ほかにもあんな子供を……。たくっ、胸クソ悪いシュミだぜ）

「では、参りましょうか。ミズ＝リズィ」

　２人のゲストを加え、いつもの訓練場へ向かうリズィ。車中はいつもと違う緊きん張ちよう感に満ちていた。

　訓練場につき軽いウォーミングアップを促うながし、それが終しゆう了りようするとサイスは早速２人を闘たたかわせようとする。

「準備はよろしいかな？　今日はこのフィーアとの模も擬ぎ戦をやってもらう」

　それを聞いたリズィは舌打ちをする。

（〝フィーア〟だと……。４番目かい。ってことは、３番目はキャルってことか？）

「始めろ」

　そんなリズィの考えをよそに、サイスの号令が下る。と同時に、フィーアは相対していたキャルの元へ猛もう然ぜんと突とつ進しんしていく。

　相変わらず無気力なキャルであったが、突つっ込んでくる少女を見て横にかわそうとする。

　だが一いつ瞬しゆん早く、フィーアの左ひだり腕うでに胸むな座ぐらをつかまれていた。ついで、その右みぎ拳こぶしがキャルの頰ほおに打ち込まれる。

　たまらず地面に突っ伏ぷすキャル。だが相対する敵のことも、頰を走る痛みも、キャルの心にはなかった。あるのは自分の存在に対する疑念だけである。

（なんであたしはまだ生きているんだろ）

　倒たおれているキャルにゆっくりと近づくフィーア。

（全てがどうでもいいのに……）

　フィーアの一いち撃げきで口の中を切ったキャルは、唇くちびるの端はしから血を流していた。

（訓練だって別にやらなくたって構わないのに）

　キャルはゆっくりと倒れている体を起こし、視線をフィーアの足元へと向ける。そして近づいてきたフィーアの足に、猛然とタックルを仕し掛かける。

（食事なんかいらないのに）

　今度はフィーアが地面を背にすることとなった。

（なんであたしはこんなことしてるの？）

　フィーアに覆おおいかぶさろうとするキャルだったが、一瞬の隙すきをついてフィーアは下からキャルの鳩尾みぞおちに正確なパンチを打ち込んだ。もんどりうって、再び地面を転がるキャル。

（わからない……）

　それを見たフィーアは立ち上がり、キャルの元へと歩み寄る。そして、すでに抵てい抗こうする力を失ったキャルの髪かみをつかみ、無理矢理立たせようとする。

「そこまでだ」

　サイスによる中止の号令が下り、キャルにとって始めての肉弾戦は終わりを告げた。だがキャルにとって今日の訓練は、自分を鍛きたえることにはつながらなかった。ただ、自分の生きている理由を考えさせられただけであった。










　訓練を終え本部に戻もどったサイスは、マグワイヤにキャルの現状を報告した。

「彼女の成長は今ひとつのようではないか？　サイス＝マスター」

　マグワイヤは、育成の成果がいまだ表れないキャルに対する疑念を、サイスにぶつけていた。苛いら立だちを感じさせるほどではないが、マグワイヤの言葉にはとげがある。だがそんなことを気にするサイスではない。

「確かに今は伸のび悩なやんでおります。しかし、人によって成長するペースはそれぞれ異なります。あの娘むすめはいわゆる大器晩成型。仕上がるのにはもう少し時間がかかるでしょう」

「ふむ。だが、ファントムの存在は、インフェルノの脅きよう威いを他の組織に植えつけるという意味で重要なウェイトを占しめる。失望させてくれるなよ」

「心得ましてございます。このあたりでカンフル剤ざいを打ち、急速な成長を促うながすことにいたしましょう」

　実を言うと、ここまでサイスはキャルに対して育成に相当する行こう為いをほとんど行ってはいなかった。無気力な人間を相手にしても、何も進展しないという判断からである。それゆえ、育成をなかばリズィに押し付ける形をとった。

　リズィとの訓練の中で、感情を取り戻せばよし。どっちにしろ、心の傷を歪ゆがめるにはある程度の時間が必要だと思っていたのだ。

　それに、アインとツヴァイのデータを元にした、フィーアを始めとする新たなる兵士が完成しようとする時期でもあったため、キャルに構っている時間がなかったのも一因であった。

　かといって、キャルにまったく期待をしていないわけではない。暗殺者としての適正は間違いなくある。その期待があったからこそ、先に完成が見えていたにも拘かかわらず、〝３番目の名前〟をフィーアに与あたえることはしなかったのだ。

　だがマグワイヤに催さい促そくされたのでは仕方がない。サイスはかねてから用意しておいたキャルに対する最終試験を行うことにした。










　マグワイヤの部屋からキャルの部屋へと移動したサイスは、ベッドに腰こし掛かけているキャルに対し軽い叱しつ責せきの言葉を浴びせる。

「今日のザマはなんだ。失望させられたぞ。君の実力はあんなものではないだろう？」

　もともとサイスが計画していたキャルの育成案は、ツヴァイに対する憎にくしみを増ぞう幅ふくさせ、奥底に眠ねむる凶きよう暴ぼう性を引き出し、それを原動力として行動する兵士に仕立てるものだった。

　かつて自分を恐きよう怖ふさせたツヴァイの持つ野生の本能……。

　あれを再現できれば、研究はまた一歩先に進む。それこそが、サイスがキャルの育成を引き受けた真意である。

（……いいんだ、もう、どうだって……。あたしは捨てられた……。誰だれからも愛されず認められてない……生きてる価値がないんだ……）

　キャルの無力感は、日ごとに悪くなってるように見える。これではとびきりの研究素材も何の意味も持たない。そこでサイスは、カウンセリングのようにみせかけて、キャルの心に揺ゆさぶりをかける。

「君は他人に依い存ぞんして生きることが、正しい生き方だと思っているのかね？」

「え……」

「人に愛され認められることが、生きるために大切なことだと？　そう思っているのかね？」

　わざとらしい口調で、諭さとすようにキャルに話しかけるサイス。

「まったくバカげているな。愛などという目に見えないもので、人間をつなぎとめておくことなどできないというのに」

（〝愛〟なんてこの世には存在しない？　玲二と自分の間に〝愛〟と呼べるものはなかった？）

　キャルは首をぶるぶると横に振ふると、顔を膝ひざに埋うずめサイスの言葉をこれ以上聞きたくないといったそぶりを見せる。

「そんなに認めてもらいたいのなら、無理矢理認めさせる方が手っ取り早いのではないかね？」

（認めさせる……どうやって？）

　サイスの言葉にキャルは微び妙みように反応した。それを見たサイスはニヤリと笑い、とっておきのカンフル剤を打ち込む。

「いずれにせよ、何の役にも立たない者を置いておくわけにはいかない。そろそろ働いてもらわねばならん。殺し屋として使えないのであれば、客をとってもらう」










　とあるホテルの一室にキャルは待機させられていた。髪かみは下ろされ、いつもの服ではなくワンピースを着せられた。目的は一つ。これからこの部屋を訪おとずれるであろう男を、体で喜ばせることである。それゆえの女の子らしい扮ふん装そうであった。

　ほどなくして、キャルのいる部屋に１人の男が現れる。年ねん齢れいは50歳くらい。ブランド物のスーツに身を固め、髪型はオールバック。口ひげを蓄たくわえ紳しん士し然としている。しかし、キャルの姿を確かく認にんするや、一いつ瞬しゆん下げ卑びた笑いを浮うかべる。

「そうおびえることはない。君は黙だまって言うとおりにしてればいい」

　そう言うと、男はキャルの前に立ち、背せ丈たけを合わせるようにしゃがんでワンピースに手をかける。そしてニヤついた表情を隠かくすことなく、服のボタンを上から順番に外していく。

「ふふふ、やはり若い娘は肌はだのハリが違ちがう」

　舌なめずりをして、キャルの体を舐なめまわすように見つめる視線。しかしキャルはその行為に身を任せている。

（玲二……）

　キャルの脳のう裏りに、玲二の姿が浮かぶ。

（なんで今さらあんなヤツのことを思い出すんだよ……）

　ワンピースを剝はがされ、ベッドに寝ねかされるキャル。無気力な態度とは裏腹に、その体は震ふるえていた。

「いい子だ……」

ガシャンッ!!

　突とつ如じよ、部屋に窓ガラスの割れる音と破片が舞まい散った。そして、キャルの目の前にいたはずの男は、額から血を流しベッドの脇わきへと崩くずれるように倒たおれ伏ふした。カーペットに横たわる男の頭からは、とどまることをしらない鮮せん血けつがあふれ出している。

「なんだよ、これ……」

　驚おどろきのあまり、軽いパニック状態に陥おちいるキャル。

「一体誰がこんなことを……」




　──ビルの屋上。スナイパーライフルを構えたフィーアが連れん絡らくを取っていた。フィーアはサイスの指示に従い、キャルを全ぜん裸らにした男ターゲツトを始末したのだ。

「任務完かん了りようしました」

「ご苦労。ルートＡで離り脱だつし、退たい避ひポイントで次の指示を待て」

「了りよう解かい」

　軽くねぎらいの言葉をかけ、フィーアに退避命令を告げたのはサイスだった。その脇には激げつ高こうしたリズィ。

「どういうことだ!!　サイスッ、てめぇキャルをマフィアどもに殺やらせるつもりなのか！　キャルに客を取らせたのはまだいい。だが、その相手を殺すというのはどういうこった!!」

　キャルが相手をするはずだった男は、小規模とはいえマフィアのボスという肩かた書がきを背負っている。当然ボスがお楽しみになるというのであれば、ホテル内にはマフィアの人員が配置されているのは当然のことである。そんな中でボスが殺されたら、相手をしていたキャルが無事にホテルから出てこられるわけがない。

「それは違います。あくまでこれは試験なのですよ。ミズ＝リズィ。彼女が〝ドライ〟の名にふさわしいかどうかを試すためのね」

　リズィの怒いかりを受け流すように、サイスは冷静に答えを返す。

「ざけんな!!　何が試験だ!!」

　そういうやいなや、リズィはキャルのいるホテルへと向かっていった。

「やれやれ、試験の妨ぼう害がいは困るんですがねぇ」










（なんでこんなことになったんだろう……）

　シーツをかぶり、目の前で人が死んだ恐きよう怖ふに怯おびえるキャル。

　窓が破わられた音を皮切りに、部屋の周囲がただならぬ空気と怒ど号ごうに包まれていた。

「ボス！　ボス！　入りますよ、ボス！」

（見つかったら殺される。なんとか逃にげなきゃ。でも……。逃げてどうするの？　今さら逃げのびてどうするの？）

　チラリと床ゆかに横たわる死体に目をやる。

（こんなふうに撃うたれて死ぬの？　いらないから？　あたしは必要のない人間だから？　いやだ!!　そんなの!!）

　玲二と離はなれ離れになってから、はじめて味わう感情の奔ほん流りゆう。今それがキャルの体を突つき動かした。キャルは武器になるものを探して男の上着を物色する。

（あった。ハンドガン……）

　バァンッ!!

　キャルのいる部屋の扉とびらが蹴け破やぶられる。と同時に、キャルはベッドの陰に身を隠した。

　中に入ってきたのは黒服の男が４人。真っ先にベッドの脇に倒れ伏している男に近寄っていく。

「ボス!!　くそっ!!　ダメだ!!」

「ガキはどこいった!!　まだその辺にいるはずだ!!　探せ!!　見つけたら殺して構わん!!　全部の部屋をしらみつぶしに探せ!!」

　パンッ!!

　マフィア連中の怒号が響ひびく中、それに混じり銃じゆう声せいが響いた。

「な、なに」

　背中を撃たれた男は、震えながら撃たれた方向へ振ふり向く。そこにはシーツで体をくるんだ金きん髪ぱつの少女が、銃口から煙けむりを発している銃をこちらに向けていた。それを目で確かく認にんすると男は床に倒れた。

「き、貴様!?」

　他のマフィアが異常に気づき、持っていた銃をキャルに向けようとする。

　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!

　男達の反応とはレベルの違ちがう速度で、再びキャルの持つ銃が火を噴ふいた。その弾だん丸がんはその場に残っていた３人の脳天を正確に貫つらぬいていた。

　あっという間に４人の人間がこの世を去った。数を増やした骸むくろを眺ながめ、人を殺したという恐きよう怖ふがキャルの体を支配しようとする。しかしそれとは別に、体の中に言いようもない高こう揚よう感が湧わき上がるのをキャルは感じていた。










『ボスの部屋で賊ぞくを発見した。早く応おう援えんを……』

『パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!……』

「おい、どうした。返事しろ。何が起きてんだ!!　チッ、切れやがった」

　１階のロビーで待機していたマフィアの男たちは、ボスがいた部屋のあるフロアからの連れん絡らくを受けた。

「おい。ボスの部屋でネズミを発見したらしい。今から応援に行くぞ」

　まわりの部下達に声をかけた幹部の１人は、まだ事の深刻さに気づいていない。すでに、上の階の仲間は全ぜん滅めつしているということに。

　バンッ!!　バンッ!!　バンッ!!　バンッ!!　バンッ!!　バンッ!!　バンッ!!

　すでにキャルがいたフロアは戦場と化していた。だが、銃じゆう弾だんが飛びかうこの状じよう況きようにおいて、キャルは冷静に、そして正確にマフィアの連中を駆く逐ちくしていく。

　先ほど脱ぬがされたワンピースをまとい、柱の陰で息を潜ひそめるキャル。反対方向からは、銃弾が容よう赦しやなく撃ち込まれてくる。

　しかし、一いつ瞬しゆん銃弾が止やんだ隙すきをキャルは逃のがさなかった。近くのワゴンに収納されていたシーツを、廊ろう下かに横並びになっている男３人に投げつける。シーツは宙を舞い大きく広がり男達の視界を遮さえぎった。

　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!

　その上から銃弾を浴びせると、音を立てて倒れる男達の壁かべ。そのうち１人だけが致ち命めい傷しようを避さけたようだ。右みぎ肩かたと左太ももから血を流し、やっとの思いでかぶせられたシーツから這はい出てくる。

　キャルは銃を構えたまま、その男の眼前に立つ。それに気づいた男は、状況を把は握あくしきれていなかった。

（自分は誰だれに撃たれたんだ？　この小こ娘むすめに撃たれたというのか？）

　冷たい目で見下ろすキャルを見て、男は無様に命いのち乞ごいを始める。

「う……撃つなっ、撃たないでくれ!!　頼たのむ!!」

　パンッ!! パンッ!!

　キャルは目の前に這い蹲うずくまる哀あわれな男に対して、トリガーにかかっている指に力を入れることで返事を返した。その表情には薄うっすらと笑えみがこぼれている。

　倒れた男たちから銃を奪うばい、１人、また１人と、自分の前に立ちはだかる男達に銃弾を撃ち込んでいくことで、キャルの中で何かが変わり始めた。さっきの男の怯おびえと憎にくしみに満ちた目が、玲二を失った喪そう失しつ感に支配されていたキャルの心を満たしていく。

（認められている）

「無む駄だな抵てい抗こうは止めろ!!　ホテル中の敵を全部倒たおせるとでも……」

　パンッ!!

　負傷しながらも、キャルの前に立ちはだかった男は無残に脳天を撃ち抜ぬかれた。

　最初にいたフロアから、１階のロビーに来るまで、キャルは自分に向かってくる者を片かたっ端ぱしからその手にかけては、倒れゆく人間を見て愉ゆ悦えつに浸ひたっていた。すでにまわりに動く者はおらず、あたりは血の海と化している。

　そんな光景を楽しむかのように歩を進めるキャルは、サイスの言葉を思い出していた。

（認めさせたいのなら、無理矢理認めさせてやればいい……）

　怯えるマフィアの表情が頭に浮うかぶ。そしてそれは、玲二の怯える表情へと変わって消えていった。

（そうか、このことだったんだ）

　キャルは即そく座ざに理解した。

　相対する人間が恐きよう怖ふの感情を向ける時こそ、自分が認められている瞬間なのだということを……




「あんたが最後？　最後まで残ってるなんてツイてるじゃん？」

　１階のロビーに着いたキャルの前に残された最後のマフィアは、震ふるえながら銃を握にぎりしめた。

（なんてヤツだ……）

　銃を構えながらも、男は引き金を引けない。目の前の少女から発せられる異様な殺気に飲まれ、肉体が硬こう直ちよくしているのだ。

「ただ撃ちあうってのもつまんないよね。どうしよっか？」

（なんだ、何を言っている。何がつまんないってんだ）

「そうだ!!　あんたのそのツキが本物かどうか試ためそうじゃん？　こいつでね」

　そういって、ポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

「この曲の鳴り終わりを合図に撃ちあうってのはどう？　シャレてるでしょ」

「な、なんだと」

（撃ちあいを楽しもうってのか？　く、狂くるってやがる……）

　懐中時計を開くと、あたりに静かな音楽が鳴り響く。その間、キャルは男の目をじっと見ては微笑ほほえんでいる。まるで、怯える彼を見て楽しむかのように……。

　音楽が終わりに近づき、オルゴールを奏かなでる旋せん律りつが弱くなってくる。そして、音楽が止やむ。と同時に１発の銃声がロビーに響き渡わたった。

　パンッ!!

「なんだ、あんたの運もたいしたことないね」

　そういうと、キャルは懐中時計の盤ばん面めんを眺ながめてから、蓋ふたを閉めポケットへとしまいこむ。まるで何事もなかったかのように……。







「キャル!!」

　ものすごい剣けん幕まくでリズィがロビーに飛び込んでくる。だが心配は杞き憂ゆうに終わった。ロビーに１人立っているキャルを見たからである。安あん堵どの溜ため息を漏もらすリズィ。だが、それはすぐに驚おどろきの表情にとって変わった。

「な、なんだこりゃあ……」

　ロビーに散らばる死体を見て、リズィは言葉を失う。血の臭においが充じゆう満まんするロビー全体が、さながら血の池地じ獄ごくのような様相を呈ていしていた。

「あ、リズィ。悪いけどさあ、ここの片付け頼むよ」

「お前、ほんとにキャルか？」

「何言ってんの？　当たり前じゃん」

（バカな……、朝会ったときとはまるで別人じゃねえか……。一体何があったってんだ）

　もう無気力感を漂ただよわせていたあの少女はどこにもいない。今ここにいるのは、相対しているだけで冷ひや汗あせをかくような、そんな殺気に満ちた少女である。それでいて、彼女の表情は笑顔に満ちていた。邪じや悪あくさにあふれた笑顔で。

「お前、これ全部１人でやったのか」

「ん、ああ。みんな弱かったからさ。１人で充分だったよ」

　もう、リズィにはかける言葉が見つからなかった。

「おかげで見つけたよ」

　リズィの問いに答える代わりに、キャルは自分の心で答えを述べていた。

（無理矢理認めさせる方法をね）

「キャル……」

　邪悪な笑みを浮かべたまま、その場を去ろうとするキャルの背中をリズィは追う。そしてこの場にいないツヴァイに対する泣き言を、大声で叫さけびたくなった。

（ツヴァイ、なんて娘むすめを置いていったんだ……）
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　幾いく度ど、電話を鳴らそうと、受話器の向こうに応答はない。溜ため息をついて、受話器を下ろした。帰宅後、通算で３度目の国際電話だが、やはり繫つながらない。本当なら、吾妻兄妹の〝両親〟が出るはずのナンバーなんだが。

「……どうしたの？」

　さっきから物問いたげなエレンの視線をさりげなく無視しつづけていたのだが、とうとう彼女も声に出して訊きいてきた。気は進まないが、でもやはり説明しておくべきだろうか。

「俺達の〝両親〟が、応答しない」

「……」

　即座に、目に冷たい緊きん張ちようを宿したエレンに、受話器を差し出す。

「フゥさんと、連れん絡らくとれるか？　一体何が起こってるのか」

　エレンは受話器を受け取ると、覚え書きも何も検たしかめずに番号をプッシュしはじめた。

　数回の呼び出し音のあと、流れるような流りゆう暢ちようさで、広東カントン語のやり取りが始まる。サイスの英才教育によるものだそうだが、エレンは英語と日本語の他ほかに、ドイツ語、ロシア語、広東語を自在に操あやつれる。彼女のおかげで、どれほど逃とう亡ぼう生活が助けられたか分からない。一言も理解できないものの、それでも最後の『謝々シエシエ』だけは聞き取れた。

　エレンは沈ちん鬱うつな面持ちで、そっと電話を切る。

「フゥは、死んだそうよ」

「……」

「得体の知れない連中が押し掛かけてきて、わたし達のこと、何もかも白状させたんですって」

「……インフェルノか」

「そうでしょうね」

　とうとう、見つかった。いつかこんな日が来ることは、判わかりきっていた筈はずだったのに。なのになぜか、心の中の器うつわの底が、ごっそりと抜ぬけ落ちてしまったような気分だった。

「今日の帰り道のは……」

「警告でしょうね」

　エレンは得心のいかない様子だった。彼女も当然、インフェルノという組織を知っている。そんな無意味な示じ威い行こう為いは、インフェルノの流りゆう儀ぎじゃない。

「どうして、わざわざ……」

「俺のことを恨うらんでるからさ。簡単に済ましやしない。狩かり立てて、追いつめて、さんざんなぶりものにしてから殺す……。そういう意志表示なんだろうな」

「……知ってるの？　誰だれ？」

「死人だよ」

「……」

　ついにエレンにキャルのことを打ち明ける時がきたのだ。

「俺が守ると誓ちかって、帰ってくると約束して……なのに独りぼっちで殺された子がいた。その子の亡ぼう霊れいだ」

「その娘こが生き延びて、インフェルノに加わっていた……ってこと？」

「俺を恨んでるのは当然だ。彼女の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたことに、変わりはないんだから」

「逃にげないとね」

「ああ……、そうだな」

　窓を開け、夜風の匂においを嗅かぐ。風はいまだに冷たいものの、もう冬の夜の鋭えい利りな冷気はない。霜しもから解放された土の匂い、日々青さを増していく草木の匂い、そんな名付けようのないほのかな香かおりを、もう夜の風は孕はらんでいる。

「逃げないとな……」

　今もこの優やさしい夜風の中で、道々の桜が芽をつけているのだろう。やがて花咲さく春を待ちながら。だが、それを見届けることはもう叶かなわない。

「意外と、保もたなかったな。この暮らしも」

　感傷を押し殺し、エレンの方に向き直る。

「計画は？」

「目星は以前からつけてあるわ。東北からロシアへ逃のがれるルートよ。でも……。準備にどれだけ時間がかかるか、まだはっきりとは判らない」

　インフェルノが動くより先に、こちらの準備が調ととのうだろうか？

「……ここは日本だ。インフェルノも、そう思い切った行動はできないはずだ。本格的な行動を開始される前に、出国の準備を済ませてしまおう」

「わかったわ」

　転居早々に、備え付けの下げ駄た箱ばこに改造を施ほどこして作った、二重底の隠かくしスペース。そこに押し込んであった油紙の包みを残らず引っぱり出して、ひとつずつ廊ろう下かに並べていく。そのたびにゴトリと重い金属質の音が、フローリングの床ゆか板いたを鳴らす。

　その様をエレンは咎とがめるような眼まな差ざしで見守っていた。

「……明日からは、丸まる腰ごしで出歩かない方がいい」

「……そうね」

　腰を屈かがめて、エレンは包みのひとつを手に取り、油紙で包まれた鉄の凶きよう器きを解き放っていく。エレンが手にした銃じゆうの保存状態と可動の具合を確かめている間に、別の油紙から彼女の銃の弾薬を取り出し次々とエレンに投げ渡わたしていく。

　問題は、銃をどのように身につけるか……である。何よりもコンシールド性が第一だ。間ま違ちがっても銃を身につけているなどと露ろ見けんしてはならない。女性であれば、スカートがあるので銃の隠し場所にも困らないかもしれないが、学生服ではおのずと隠し持つのが可能なサイズの銃は限られてくる。

　……その条件に見合う銃は、やはり９㎜口径のオートマチックしかない。体育の授業で着き替がえることを考えれば、ホルスターをつける訳にもいくまい。色々と試行錯さく誤ごしてみた結果、腰の後ろでズボンにたばさむことにした。










　隠してあった銃器のチェックを済ませ、今後どう行動するかをエレンと話し終わったとき、すでに日付は翌日になっていた。本来なら明日に備えて眠ねむる時刻なのだが、このアパートの場所がインフェルノに知られている公算が高いだけに、２人一いつ緒しよに眠るわけにはいかない。そこで、お互たがいに数時間交代で睡すい眠みんを取ることにした。１人が寝ねずの番をしておけば、インフェルノが奇き襲しゆうをしてきたとしてもすぐに対応できる。

　俺がキャルの出現に心を悩なやませているのを察したエレンは、気を遣つかってくれて先に休むように言ってくれた。だがキャルとの再会は、予想以上の衝しよう撃げきだったらしい。横にはなったが、瞼まぶたの奥では、キャルとの想おもい出が反はん芻すうされていく……










「あんたは？」

　警けい戒かい心しんを抱いだいた視線で、低い視点からこちらを一いち瞥べつするキャルが脳のう裏りに浮うかぶ。

　最初はただ利用するだけのつもりだった……。梧桐組との麻ま薬やく取引を襲おそった犯人の手がかりを得るべく、巻き添ぞえになった女性・ジュディが死んだ場所にたたずむキャルに声をかけたのだ。それが最初の出会いだった。




「ね、玲二……。みんな、あなたのことファントムって呼んでたね」

　今度は、怯おびえながらも、確かく認にんするかのように話しかけて来るキャルが浮かんでくる。

　キャルと出会ってからは騒そう動どうの連続だった。言いくるめるつもりが言いくるめられ、一晩の宿を世話する羽目に陥おちいった。しかも、自分がファントムだということも知られてしまった。




「スゴイよ！　こんな服着るのはじめて!!」

　スカートをなびかせ、はじけるような笑え顔がおのキャルが浮かんでくる。

　キャルの保身をはかるべく、一緒の生活がはじまった。ほとんど服を持ってないというので、服を買ってあげたことがあった。あの時の彼女のはしゃぎようは、今も鮮せん明めいに思い出せる。服を買ってあげると言ったときの神しん妙みような態度も、記き憶おくに新しい。




「撃うたれたの!?　ねぇ玲二！」

　狙そ撃げきする相手との撃ち合いでダメージを負った俺を、キャルは優しく抱き起こしてくれた。この時すでに、俺達は互いを必要な存在に感じていたのかもしれない。




「離はなれたくないの。ずっと玲二の傍そばにいたい」

　買ってあげた服に身を包み、瞳ひとみを潤うるませながら哀あい願がんするキャル。

　キャルは、俺が殺し屋であるにも拘かかわらず愛してくれた。俺もキャルのことを心から愛いとおしいと思った。キャルのためなら、殺し屋という血なまぐさい世界から、足を洗おうとさえ思った。

　あんな事件さえなければ……。




　──そして、学園からの帰り道で出会った、成長したキャルの姿。

　見ただけで憎にくしみの感情が感じられるほど、悪意に満ちた瞳。キャルが俺を殺すつもりなのは、言われずとも感じ取れた。たとえ逃げたとしても、キャルは地の果てまでも追ってくるだろう。俺の命を奪うばうまで。




（なら、どうする……。自分が生き延びるために、キャルを殺すのか？）

　考えたくない、そんなことは……。自分の意思でキャルを撃つなんて考えられない。

（俺はキャルをどうする。どうすればいい？）




　いつの間にか見ていた永遠とも思える悪夢が中断されたのは、ちょうどエレンとの交代時間にさしかかろうとした頃ころだった。相当うなされていたらしく、心配したエレンが起こしてくれたのだ。

　エレンは俺にもう少し眠るように言ってくれたが、どのみちこんな精神状態ではまともに眠れるわけもない。俺はエレンと寝ずの番を交代した。しかし、朝までの間に考えていたのは、先ほど見た悪夢とほとんど変わらない。

　いくら自問自答しても答えは出ない。永久ループにも似た悪夢の繰くり返しは、エレンが目を覚まし登校準備を行うまで続けられた。










　いつもと同じ朝が来た。顔を洗い、髪かみを整え、ありあわせのもので朝食を済ませ……、安物の革かわ靴ぐつに爪つま先さきを通して、朝の光の中へと一歩を踏ふみ出す。かつて３年の間、飽あくことなく繰り返して身に付いていた朝の儀ぎ式しき。

　たった半年それを再現しただけで、それは遠い日々と同じくらいに馴な染じみの日常になっていた。だがそれも、鋼はがねの重さを肌はだ身みに感じながらでは、まるきり感覚が異なってくる。

　懐かい郷きようの日々は終わった。昨日まで懐なつかしい親しみとともに触ふれていた空気も、眺ながめていた景色も、今日からは違ちがう。そこはもう異次元に……もうひとつの馴染みの世界に変容してしまっていた。

　インフェルノは、どう出てくるだろうか。連中としてみれば、注目を浴びるのは極力避さけたいところだろう。ただの学生２人を抹まつ殺さつするのに、いちばん周囲の目を惹ひかない手は何か？

　間違っても銃じゆう創そうを負った死体が発見されるような事があってはまずいはずだ。この国で、一いつ般ぱん市民が撃ち殺されるという事態は、三面記事に相当する。それどころか、死体を残すこと自体、インフェルノとしては望ましくない。２人の身分が偽にせの物であるのは、本ほん腰ごしを入れて調査すればすぐ判明する。その正体を追い続ければ、辿たどり辿ってインフェルノの尻尾しつぽにまで調査が至る可能性も、なくはない。それを思えば、事故を装った襲しゆう撃げきも失策だ。後の調査を警察に委ゆだねる危険は冒おかすまい。

　いちばんあり得るのは、まず拉ら致ちしてから処しよ刑けいする方法。傍はた目めには、ただの失しつ踪そう事件としか見えない。無論そのためには、こちらに露見せぬように忍しのび寄る必要があったはずだ。あまつさえ、エレンも自分も、相応の訓練を受けた人間である。それを一いつ旦たん警けい戒かいさせた上で拉致するというのは、並なみ大たい抵ていのことではない。

　そう……姿を見せては、まずかった筈はずなのだ。

　昨日の女ライダーが、インフェルノの刺し客かくなのは間違いない。だが彼女は、本当にキャルなのだろうか。他人の空似として片付けるには、あの行動は不可解すぎる。一体、どうしてわざわざ警告を与あたえるような愚ぐを冒したのか。

　善意だったとは……思えない。今も思い起こすたび、あの冷ややかな眼まな差ざしが胸に突つき刺ささる。もし、何らかの奇き跡せきか偶ぐう然ぜんで、キャルがあの爆ばく発はつを生き延びていたのなら……恨うらまれるのも当然だ。キャルからしてみれば、見捨てられ、置き去りにされたも同然なのだから。銃じゆうを手にしていたことが、何よりも今のキャルの境きよう遇ぐうを物語っている。

　インフェルノは、キャルについての俺の出で鱈たら目めな報告を鵜う吞のみにしたまま、彼女を組織に引き込んだのだろう。そして皮肉にも、キャルに関する売り口上は、実は出鱈目でも何でもなかった。本当に彼女は、殺し屋として大成するだけの資質を持っていたのだ。

　かつて、あれほど一いち途ずに、真っ直ぐに、想おもいを寄せてくれたキャル。そんな彼女の気持ちを、結果的にはいちばん残ざん酷こくな形で踏みにじってしまったのだ。キャルは決して、許すまい。誤解だなんて、そんな弁解も通用はしない。

　クロウディアに騙だまされたまま、さらにサイスの罠わなに塡はまった馬ば鹿かさ加減。そんな自分の迂う闊かつさに気付きもせず、キャルを守り抜ぬけるものと思い込んでいた油断。

　それらを棚たなに上げたまま、どうしてキャルに許しを請こうことができようか。

　最初からもっと慎しん重ちようであれば、あんな結末には終わらなかった。何度そう自分を責めてきたか知れない。

　生きていてほしかった。あんな死に方をしてほしくなかった。無事でいてくれたなら、それに勝まさる喜びはない。

　……いや、無事だったと言っていいのだろうか。

　２年の歳月が、彼女を死よりもなお過か酷こくな境遇に追い込んでしまったとしたら……

　一体どうやって、それを償つぐなえるんだろうか？










　襲撃から一夜が明け……、リズィ達インフェルノ戦せん闘とう部隊が滞たい在ざいするホテルに、梧桐組若頭・志賀透が現れた。

「これはこれは、ミスタ＝志賀。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　つとめて丁てい寧ねいに応対するサイス。あまりに白々しいその態度は、逆に志賀の表情を険しいものに変えていた。

「……あんたも日本に来ていたのか。ギュゼッペ。いや、ここでの通り名はサイス＝マスターだったか」

「そちらで通して戴いただければ幸いですな。今のファントムも、私のプロデュースした人材でしてね。今回の日本遠えん征せいにも同どう伴はんした次第です」

　ファントム……。志賀はサイスから、その後ろで横おう柄へいにソファに寝ねそべっている少女へと視線を移した。新たにインフェルノ最強の称しよう号ごうを得た金きん髪ぱつの少女は、さっきから志賀の来訪など素知らぬ顔で、ヘッドホンステレオに聴きき入っている。そういえばこの男は、以前はギュゼッペと名乗っていた時も、戦闘訓練を施ほどこした少女を用心棒代わりに連れていた。

　志賀からしてみれば胸のむかつく悪あく趣しゆ味みだが、とやかく言う筋合いの事こと柄がらではない。そもそも、今日の用件はこの男ではなく、昨夜の襲撃を指揮したリズィにある。

「日本の新聞は読めますか？　ミズ＝リズィ」

「いいや。からきし」

「そうですか。では私が代わりに……」

　手に持っていた新聞を広げる志賀。リズィだけでなく、その場にいる全員に聞こえるように、わざと大きめの声で読み上げていく。

「昨夜10時ごろ、横浜市山下町、中華料理店『香林』に、短銃等で武装した５人組の外国人が押し入り、店長の徐栄中さん（42）ほか従業員３人が殺害され、５人が重軽傷を負わされる事件が起きた……」

「……」

　リズィも言わんとすることはわかっていたが、下手にもめてことを大げさにすることもないと考え、黙だまって志賀の言葉に耳を傾かたむけている。

「有り難いことに、マスコミはずいぶんと好意的に脚きやく色しよくしてくれた。犠ぎ牲せい者しやに至っては、たったの３分の１ですよ。そういう次第で、この一件、報道管制が敷しかれています。おそらくは公安が動いているでしょう」

「当然でしょうなぁ。どう考えてもこの国で起こりうるような事件ではありませんからね」

　さも他人ひと事ごとという風に口を挿はさんだサイスに、志賀とリズィが同時に冷ややかな視線を送る。

「昨夜の襲撃に参加した方々には、一刻も早い出国をお勧すすめします」

　志賀は、鋭するどい視線をリズィに向けながら、強めの口調で言い放つ。

「幸いにして、梧桐組の関かん与よを示す証しよう拠こは一切残さぬまま、徐と周を抹殺できた。インフェルノの皆みな様さまには感謝の言葉もありません。ただし願わくば、今後日本で活動なさる場合は、いったい何をしでかすつもりなのか、ぜひともこちらにご相談いただきたい！」

　最後は怒ど鳴なるような口調になっていた。もともと、怒いかりを抑おさえろというのが無理という内容なのだから仕方がない。

「では、私はこれで」

　踵きびすを返し退出していく志賀を目で追いながら、今まで身内の恥はじを暴ばく露ろできずにこらえていたリズィは、睨にらみ殺さんばかりの剣けん幕まくでファントムを見み据すえた。

　志賀の皮肉に腹が立ったわけではない。日本の公安とてどうでもいい。すでに配下の襲撃チームは出国した後だ。リズィの怒りの元は、10人連れてきた部下のうち、成田を発てたのは８人だけという結果である。

「ケネスも、レクターも、今いま頃ごろは飛行機に乗ってるはずだった」

　昨夜の大乱戦で命を落とした２人は、遺体を持ち帰ることさえままならなかった。彼らは遠い異国の地で、身元不明の死体として処理される羽目になったのだ。

「なんで奴やつらが、死んだと思う？　え？」

「トロかったからねぇ、あの２人」

「オマエさえ、ふざけた真似まねしなけりゃなあ……」

「徐は取り逃にがして作戦は失敗してただろう」

　リズィの剣幕も何ど処こ吹ふく風とばかり、平然と言い返すファントムことドライ。

「死人を出したくなかったならさ、なんであたし１人に任せなかったワケ？　その方が、余よ程ほどやりやすかったんだけど」

　リズィの怒りを気にせず、ドライは平然と答える。

「あの程度の連中なら、10秒もあれば皆殺しにできたよ」

「それしか頭にねぇのか！　テメェは!?」

「まぁまぁ、２人とも。当座の問題は、それではない。まだこの国での仕事が終わったわけではないでしょう？」

　白々しい笑え顔がおのまま、サイスが取りなすように間に入る。

　本来なら、今回の訪日は梧桐組の援えん護ごだけが目的だった。梧桐組は、インフェルノの極東進出の足がかりという意味では重要な拠きよ点てんとなる。それゆえ、できるだけ支援を行うのは当然のことだった。問題は、サイスとファントムの存在である。この程度の要よう請せいであれば、リズィの部下だけで任務は事足りる。リズィとて、わざわざ制せい御ぎよ不能に近い最強の暗殺者サマや、気にくわない蛇へび野や郎ろうを連れてきたくはなかったのである。

　しかし、そうせざるを得なかったのは、サイスのもたらした情報が原因であった。あのアインとツヴァイが、揃そろって日本にいるというのだ。

　クロウディアの反乱から２年。すでにインフェルノはアインとツヴァイの消息を追うのを諦あきらめていた。現在インフェルノは、アメリカ全土をほぼ手中に収めている。東海岸に若干の抵てい抗こう勢力が確かく認にんできているものの、そんなものはものの数ではない。

　問題なのは、巨きよ大だいになった組織の統制をはかることである。これだけの大組織である。新たな秩ちつ序じよを守らせるには、人も物も不足していた。結果的に、インフェルノのアメリカ統一が、裏切り者２人の逃とう亡ぼうを助ける形になっていた。

　しかしサイスだけは違ちがった。捨てるにはあまりにも惜おしい逸いつ材ざいの２人である。自らの手ゴマを使い、独自のルートで２人の行方ゆくえを追っていたのだ。そして、２人の居場所を発見したのは、梧桐組からの支援要よう請せいがインフェルノに入るのとほぼ同じ時期だった。

　サイスは、志賀からチャイニーズマフィア殲せん滅めつの要請を受けたインフェルノが、リズィを派は遣けんすると知って、その尻しり馬うまに乗るようにしてついてきたのだ。しかも３人目のファドンラトムイを連れて。

　当初はそれだけの戦力を連れて行く必要があるのかとも言われたが、サイスは万全を期すならドライを連れて行くべきだと進言。その制御には自分があたると言い、一いつ緒しよに日本についてきたのだ。

　もちろん、サイスは梧桐組などに興味はない。あくまでも、アインとツヴァイ、この２人の存在がサイスの興味を引いたのだ。そして、アインとツヴァイが日本にいるというのは、インフェルノには報告されてない。リズィもこのことを知らされたのは日本に入ってからである。

「ここは一いつ旦たん、引き揚あげるべきだ。志賀の言う通り、この国でこれ以上、派手な騒さわぎを起こさねぇ方がいい」

　そうリズィは断言した。

「何を弱気な……。一体どうしてこれ以上ミスタ志賀に気を遣つかう必要があるのです？」

　やれやれといった表情で言葉を続けるサイス。

「ツヴァイの抹まつ殺さつは、梧桐組とは何の関係もない。我々インフェルノの、言うなれば内務処理ではありませんか。むしろ、ミスタ志賀に干かん渉しようされるいわれなどない事柄だ」

「これ以上、その娘むすめを日本に置いておけるか！」

　リズィの険しい一いち瞥べつを受けても、ドライはまるで他人ひと事ごとのように横柄な笑みを返す。

「ミズ＝リズィ。この狩かりばかりは、彼女でなければ手に余ります。なにせ獲え物もの達は揃いも揃って、かつてファントムの異名を恣ほしいままにした２人です」

（どっちも貴様の置き土産みやげだろうが。蛇野郎……）

　そんな２人のやりとりをよそに、ドライは鼻を鳴らしてソファを立つと部屋を出ていこうとした。

「どこ行く気だ、おい!?」

「カッカしなさんな。ちょっと風に当たってくるだけだから」

　立ち去るドライの背中に注がれるリズィの眼まな差ざしには、しかし怒りや苛いら立だちよりむしろ、何か痛々しいものを見守るような、やりきれない表情があった。

　サイスは、ドライが部屋から出て行くのを見計らって話を続ける。

「しかしですな、あの２人を見つけておいてなにもしないというのであれば、リズィ嬢じようのインフェルノ内においての信用問題に関かかわるのではないですか？」

「まだこのことは、本部は知らないんだろう」

「いえいえ、情報はどこから漏もれるかわかりませんゆえ」

「ちっ!!」

　サイスの駆かけ引きに舌打ちをするリズィ。こいつがしつこく話を続けるのは、何か裏があってのことである。それが何かはわからないが、あの２人とドライは戦わせたくない。特にツヴァイとキャルの戦いだけはなんとしても回かい避ひしたかった。

「性格的問題はともかくとして、今のファントムの優ゆう秀しゆうさに疑う余地はないでしょう。ミスタ＝マグワイヤも、そこは理解を示して下さっています。彼女はまだまだ伸のびますよ。ミズ＝リズィ」

「で、性しよう根ねもますます曲がってくんだろ？」

　視線で射殺さんばかりの剣けん幕まくで、リズィはサイスを睨にらみつける。

「……何か誤解があるようですが、確かに私は洗脳の専門家ですが、あのドライに関しては何の処置もしていませんよ。ここまで彼女を導いてきたのは、彼女自身の情動です」

「……」

「焦あせっているのですよ。ドライは」

　今のドライが……素行の善し悪しは別として……インフェルノで最強の腕うで前まえを誇ほこることに、疑いの余地はない。それゆえ、誰だれからともなく『ファントム』の呼こ称しようで呼ばれるようになっていた。慣例的に考えれば、それは至極当然のことだ。だが……

「今のドライは、ファントムの異名を正当に引き継ついだわけではない。真に最強を名乗るためには、先代のファントムと雌し雄ゆうを決する必要があるのです」

　演説のような口調で得意げに話を続けるサイス。

「その手でツヴァイを倒たおし、正しよう真しん正しよう銘めいのファントムの座を手にすれば……、ドライとてトップスナイパーとして相応の落ち着きと貫かん禄ろくを身につけることでしょう。彼女には１日でも早く、想おもいを遂とげさせてやるべきです」

「フン、本当にそういうことなのか？」

「と、いいますと？」

「オマエがそうやって、さも楽しそうにはしゃいでる時ってのはな、大たい概がい何か胸クソ悪いことを企たくらんでる時なんだよ」

「滅めつ相そうもない」

　そう卑ひ屈くつに微笑ほほえむ〝さも楽しそうな〟サイスに、リズィは一層、不ふ審しん感をつのらせる。

「私も、ドライの制御を目的に帯同しておりますゆえ、少しばかり様子を見てくることにしましょう」

　そういってサイスも、怒いかりの収まらぬリズィを残して部屋を出て行った。










　モンスターマシンの心臓の、猛たけ々だけしい鼓こ動どうが、地ち下か駐ちゆう車しや場じように朗々と響ひびく。暖機のアイドリング音を耳で愉たのしみながら、ドライは昨日の邂かい逅こうを回想する。

　いざ再会してみれば……２年の時を経た玲二の面めん貌ぼうは、むしろ幼く退行して見えた。擦すれ違いざまに目に留めた、あの驚きよう愕がくの表情を瞼まぶたの裏に思い描えがくたび、少女の胸に残ざん酷こくな喜びが湧わく。

（まだまだ、これからだよ。玲二……たっぷりとツケは払はらってもらうからね……）

「随ずい分ぶんと嬉うれしそうだな。ドライ」

　いつの間に来たのやら……、興きよう醒ざめな気分でドライはサイスを一いち瞥べつした。人目のない時に限ってのみ、さもなれなれしくドライと呼びつけてくるこの男を、常つね日ひ頃ごろから彼女は忌いま々いましく思っていた。

　まだファントムと呼ぶには値あたいしないと……、そんな侮ぶ蔑べつが、薄うすっぺらな笑顔の裏に透すけて見える気がしてならない。

「昨日の夕方、姿を眩くらましていたな」

「ちょいと知った顔を訪ねに、ね」

「接せつ触しよくしたのか？　ツヴァイと」

　さも呆あきれたと言わんばかりに、肩かたを竦すくめるサイス。

「……やれやれ、みすみす奇き襲しゆうの機会を捨てるとは」

「あんたの知ったこっちゃない。連中はあたしの流りゆう儀ぎで狩かる。口出しはさせないよ」

　誰にも邪じや魔まはさせない、されたくないという意思が、ドライの表情に怒りとなって表れる。

「気持ちは解らんでもないが……皆みながそうそう、お前の好き勝手を許すかな？」

「なら邪魔する奴やつから先に叩たたく」

　そう歯を剝むいて笑うドライは、まるで火気に曝さらされた爆ばく薬やくのような、きわどい危あやうさを感じさせた。

「あまり無茶をしてくれるなよ。私の立場もあるのだからな」

「ああ、そうかい」

　バイクのスタンドを蹴けり上げて、キャルはサイスに背を向け、振しん動どうする車体に跨またがった。

「今日は、どこに行こうというのかね？」

「邪魔が入るより先に、さっさと片をつけちまうよ。……あんたの立場もあるからな」

「……ほほう？」

　走り去るファントムを見送りながら、１人、サイスはほくそ笑む。

「これは、なかなか見物かもしれんな……」







[image: ４章「アインＶＳドライ」]
















　気け怠だるくも長閑のどかな授業時間、茫ぼう洋ようと春はる霞がすみの漂ただよう青空や、新緑の眩まぶしさを眺ながめて過ごせる窓際の席には、ささやかな喜びがあった。……が、状じよう況きようが一転してみれば、これほど危険に曝される位置もない。

　丘きゆう陵りようを一望できる３階の窓際は、逆に言うなら、丘おかの斜しや面めんのどこからでも狙そ撃げきされ得る絶望的なポジションだった。いや、隣となりの東校舎の屋上からなら、ライフルさえ必要ない。架か空くうの銃じゆう口こうを思っただけで、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの心境になる。

　エレンが、逃とう走そうルートを調ととのえるまでにいったい何日かかるのか定かでないが、それまでずっと、このプレッシャーに耐たえ続けなければならないのだろうか。

　昼休みになり、廊ろう下かに逃のがれられると、思わず安あん堵どの溜ため息が漏もれた。これから１時間は、どこにいようと構わない。地下の購こう買ばい部にでも行けば、ひとまずは安心だろう。まさかインフェルノも、学生に紛まぎれて襲おそって来るような真似まねはすまい。人混みにさえいれば安全だ。そこで、ようやく一息つける。




　時を同じくして、エレンのクラスでもありふれた教室のひとコマがあった。

「……ねえ、エレン」

　昼休みになり、沈しずんだ面持ちでおずおずと美緒はエレンに話しかける。

「ん？　どうしたのよ美緒。浮うかない顔して？」

「エレンって、ずっと……アメリカの学校に通ってたのよね？」

「そうだけど？」

「向こうだと、やっぱり……態度のはっきりしない子って、嫌きらわれるのかな」

「ん～、嫌われる、ってことはないけどね」

　ちょっぴりとぼけたふうにしながらも、笑え顔がおでこたえるエレン。

「でも、奥おく手てな子が損するってのは、どこでも同じじゃない？　やっぱり、おいしい所は他ほかの子に持って行かれちゃうもの」

「……そう」

「ねぇねぇ、早く学食行こ～よぉ。購買部、売り切れちゃうよ」

　ふさぎこむ美緒を尻しり目めに、クラスメイトの比ひ呂ろ乃のが声をかけてくる。

「じゃあ、行きますか？　あれ？　早苗は？」

　エレンがまわりを見み渡わたすと、こういう時は率先して動いているはずの早苗の姿がない。

「ああ、それなんだけどね、何だかエレンのお兄さんに用があるとかで、どっか捜さがしに行っちゃったよ」

　どうやら比呂乃が事情を聞いていたようだが、おそらく美緒の話であることは明白だろう。

「ま、後から来るわよ、きっと。先に行ってよ」

「そうね」

　そう笑おうとしたエレンは、ふと、窓の外から投げ込まれた真しん鍮ちゆう色のきらめきを目に留めた。誰だれにも気付かれることなく、小さな金属音をたてて教室の床ゆかに転がったのは……、おそらく、エレンと玲二以外には、判別できる筈はずのないものだった。

「どぉしたの？　エレン」

「あ、うん、ゴメン。ちょっと急用思いだしちゃった」

「はぁ？」

「すぐに行くから、席、とっといて」

　言うが早いが、比呂乃達の返事を待たず、エレンは小走りに教室の外に出た。その途と中ちゆう、何気ない素そ振ぶりを装よそおって、床に転がった９㎜パラベラムの空から薬やつ莢きようをさりげなく屑くず籠かごの裏に蹴り込んで隠かくした。それを見み咎とがめた者は誰一人としていなかった。










「まったくもう……」

　誰にともなく、早苗は苛いら立だたしげに呟つぶやいた。

（どぉこに雲くも隠がくれしたわけ？　あの唐とう変へん木ぼくは）

　普ふ段だんは４限の授業が終わった後も、他の男子が殺気立って学食へと駆かけていくのを後目に、ボーっと窓の外を眺めているような手合いなのだが……。それが今日に限っては、昼休みになるや否いなや、さっさと姿を消してしまった。まさか学食で既すでにもう、独りでがっついているんじゃぁ……。

　それにしても、玲二といい、美緒といい……何でこう上手い具合に咬かみ合わないんだろう？　来週からは期末試験一週間前。他人にかまってられるほど成績がいいわけじゃないし、とても美緒の面めん倒どうなど見ている余よ裕ゆうはない。そして試験が終わったら、あとはなし崩くずしに春休み……。

（美緒も一度フラれたくらいで諦あきらめてどうすんのよ、まったく!!）

　もう１回チャンスがあるとすれば、今週の土日しかない。それまでにどうあっても美緒と玲二をくっつけなければ、美緒はせっかくの春休みを見事に棒に振ふることになる。

　そんな考えに没ぼつ頭とうしながら購こう買ばい部に向かう早苗。その脇わきから、突とつ如じよ英語で話しかけた人物に、早苗は身体からだを硬こう直ちよくさせる。

「Exquse me?」

「う、あ、はい？」

　声の主の方を振り向いた早苗の目には、にこやかに微笑ほほえむ外国人の姿があった。妙みように背が高く学園内では見ない顔。しかし、こと外国人というだけなら、篠倉学園では珍めずらしくもない。数人いる英会話の教きよう諭ゆがそうだし、帰国子女の転入が盛んな篠倉では、その父母が来校することも多い。

「チョット失礼シマス。人ヲ探シテイルノデスガ……」

　何やら異様な雰ふん囲い気きの男が早苗に話しかけてくる。まだ日本語には不慣れなようだ。舌足らずな発音のくせに、やたらと堅かた苦くるしい言こと葉ば遣づかい。わけもなく早苗は優ゆう越えつ感と親切心に駆られてしまった。

「わはは、ナイスチューミーチュー！　メーアイヘルピュ～？」

「吾妻玲二トイウ生徒、アナタ、ゴ存ジナイデスカ？」

「はぃ？」

「ヨロシケレバ、彼ニ言伝ヲオ願イシタイノデスガ……」

（吾妻の知り合い……だろうか？　そういや、あいつもアメリカ育ちだったっけ）

　異相の外人の用件は、吾妻を連れてきてほしいという、実に簡単なものだった。

「……オ～イェスイェス、ノープロブレム。ん～ジャスターモメント。アイル・ビー・バック・ス～ン！」

「Thanks」










　学食はいつものように、まるで市場のような活気で沸わいていた。暴れ盛りの少年少女が、誰に率いられるでもなく、これだけの密度で集まると、やはり気け圧おされるほどの喧やかましさが場に溢あふれる。売り切れ寸前の購買部に、我先にと殺さつ到とうする生徒達は、ちょっとした暴徒の様相である。

　その点、麵めん類るいやカレーライスといったセルフサービスの厨ちゆう房ぼうは、多少割高だというだけの理由で、比ひ較かく的平へい穏おんな行列で済んでいた。

「ちょっと、玲二」

　妙に険のある声が、背中にかけられた。

「なんであんたが、ここにいるのよ？」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな早苗だが、まるきり質問の意図が摑つかめない。

「なんでって……？」

「まぁ、いいわ。どっちみち今日は邪じや魔まが入ることになってたみたいだし」

「だから、何なんだよ一体？」

「あんたにお客さんよ。なんだかよく判わからないけど、向こうの学校で担任だったっていう先生。ギュゼッペさんとか言ったっけ？」

「誰だよ、それは？」

　頭の中で早苗から伝えられた名前を検けん索さくする。そしてその名前のもつ意味を理解したとき、胸が締しめ付けられる感覚に襲おそわれる。

「もしかして、あの先生かな？　わざわざすまない」

「もっと言いたい事があるんだけど、とりあえずいいわ。その外人さんのところへいってやんなさい」

「ああ……」

　つとめて平静を装よそおい、購買部に来た早苗を後にする。心は焦あせりで埋うめ尽つくされていた。まさか、あの男に嗅かぎつけられるとは……。

（ついにきたか……）










　中庭のベンチに腰こし掛かけた銀ぎん髪ぱつの異国人は、存分に注目を集めていた。通りすがった学生はみな、一様に好こう奇きの視線を残していく。すでに相当数の学生に印象を焼きつけている筈はずだが、本人は一向に気にした気配がない。誰だれかと目が合うごとに、物もの怖おじもせず屈くつ託たくのない微笑を返す様は、いかにも気さくな異い邦ほう人じんといった風だった。

　その様子を物もの陰かげから窺うかがいながら時を待つ。昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り、他の学生が教室へと戻もどるのを。奴やつと対たい峙じするところを、無む縁えんな他人に見られたくはない。

　やがて、待ち受けていた鐘かねの音とともに、ひとときの解放を楽しんでいた生徒達は、また億おつ劫くうそうに、校舎の中へと姿を消していく。そして中庭は、世界から忘れ去られたような静せい寂じやくに包まれた。

　一体なにが可笑おかしいのか、１人残ったサイスは依い然ぜん、相好を崩して植木を眺ながめている。もう既に、こちらの気配には気付いているだろう。もう一度、周囲に視線を巡めぐらし、どこにも人目がないのを確かめてから、サイスの待つベンチへと歩を進めた。

「……随ずい分ぶんと、待たせてくれたな」

　返事はしない。ただの一言だってこいつにかける言葉はない。代わりに、ただ視線を刺さし通す。喉のどに、眉み間けんに、動脈と臓器に……。知る限りの急所を、思いついた端はしから目で追っていく。弾だん丸がんに頼たよるまでもない。貫ぬき手ての指で、振り上げた踵かかとの一いち撃げきで、嘲あざけるような笑いを消して、ただの肉につ塊かいにしてやれる。

「そうだ。お前には私が殺せる。命令でもなく、追いつめられてでもなく、ただ己おのが意志のみによって。それがお前の特筆すべき点だ。ツヴァイ」

　こちらの殺意を平然と受け止めて、サイスはまるで臆おくした様子がない。

　ベンチから腰を上げたサイスは、まるで演えん壇だんに立った講師のように、見えざる受講者にむけて独演を続ける。

「喩たとえれば、君らはダイヤモンドのようなものだ。純じゆん粋すいな殺意に支えられた君と、小手先の催さい眠みんで心を補強したアインとでは、輝かがやきも硬こう度ども違ちがう。人工の模造品は、とうてい天然の結けつ晶しようには及およばない。君はある意味失敗作なわけだが、それでも私の研究に新たな方向性を示し唆さしてくれた」

　サイスの瞳ひとみがこちらに向けられる。

「そこで私は、今度は憎ぞう悪おというテーマについて模も索さくしてみたんだよ。見てくれたかね？　私の誇ほこる第３作目は？」

（第３作……だと？　こいつは性しよう懲こりもなく、また誰かを殺し屋に仕立て上げたのか？）

　さして悩なやむまでもなく、思考の糸は繫つながった。鉛なまりのように重い絶望が下腹にのしかかる。脳のう裏りに蘇よみがえるのは、一昨日おとといの……あの冷れい酷こくなキャルの眼まな差ざしだった。

「……キャルに、何をした!?」

「結論から言うと、何もしていない。催眠もなし。暗示もなし。記き憶おくも情じよう緒ちよもまったく操作していない。ただ彼女の持ち前の憎にくしみだけを、徹てつ底ていして磨みがき上げた。……まさしくダイヤの原石と言うべき素材だったからな。探し出したのはお前だそうだが、感謝に堪たえんよ。よくあれだけの逸いつ材ざいを、私の手元に残してくれた」

　怒いかりで目の前が暗くなる。同じ道だけは歩ませたくない。ただそれだけを願っていた筈なのに、その結果がこれか？　よりによって、こんな男の手に……

「貴様だけは……」

「許し難がたいかね？　憎いかね？」

　忌いま々いましい笑い皺じわを、さらに深くするサイス。

「だがこの場では殺せまい？　あまりにリスクが大きすぎるぞ」

　……その通りだ。

　殺すだけなら造作はない。声を立てる暇ひまさえ与あたえはしない。だが、死体はどうする？　サイスの姿は、もう何人が目もく撃げきしているか知れない。そしてサイスが誰に会いに来たかは、早苗がすでに知っている。

「うむ、いいぞ。その自制」

　さも感心してサイスはうなづいてくる。

「お前は純粋な憎悪とともに、冷静な判断力も兼かね備えている。素す晴ばらしいバランスだ。正直なところ、ドライはいささかやりすぎた感がある。憎悪のあまり、まるきり制せい御ぎよのきかない代しろ物ものになってしまったよ。もしこの場に彼女がいれば、後先考えず、お前やアインに牙きばを剝むくだろうな」

　ニヤリと不快な笑えみを浮うかべ、サイスは話を続ける。

「だが、さすがに人目を忍しのぶぐらいの知ち恵えはある。さっきもアインを、どこかに誘ゆう導どうしていたようだし」

　……何だと!?

「アインも逃にげるかと思いきや、意外に肝きもが座っているな。人目を避さけてドライと対面する気らしいぞ」

　エレン……。一体どうして、そんな危険マネを？

　他ほかの人間に囲まれていれば、まだ見つかっても手出しされることはなかっただろうに。

　……それともまさか、やり合う気なのか？　キャルと。

「助勢に行くなら、急ぎたまえ。校舎の裏の方角だったぞ」

　サイスの忌々しいにやけ顔に背を向けると、あとは後ろも見ずに駆かけ出した。結局、この男の目的が何だったのか見当もつかないままだが、今はそれどころじゃない。エレンがキャルを誘さそい込むような、どこか人目につかない場所。

　となると、あそこしかない。










　旧・聖篠倉女学院礼拝堂の中で、ステンドグラスの光を浴びながら、エレンは嗅かぎ馴なれた静寂の空気を、深々と吸い込んだ。

「いい加減、出てきたら？　ここなら誰の邪じや魔まも入らないわよ」

　いずこにともなく向けた呼びかけに応こたえるように、入り口に飄ひよう然ぜんと影かげが現れる。

「初めまして……かな？　噂うわさだけはかねがね聞いてるよ。アイン」

「あなたは？」

「サイスにはドライと呼ばれてるし、他の連中にはファントムで通ってる」

　エレンは小さく頷うなずいた。簡潔だが充じゆう分ぶんな説明だった。

「近ちか頃ごろのファントムは、わざわざ相手に姿を見せるの？」

「こっそり背中からバンッ、ってのは、面おも白しろ味みがないからね」

　冷たい笑い声が、伽が藍らんに響ひびく。

　開かれたままの扉とびらの向こうから溢あふれる光を背にして、ドライは一歩、また一歩と、礼拝堂の中へと歩を進める。扉が閉まりはじめ、光に埋うもれていた姿があらわになってくると、凶まが々まがしい笑いを浮かべたドライの姿がエレンの目に入った。そしてドライが歩みを止めた時、２人の距きよ離りは１メートルほどにまで詰つまっていた。

「あんたと玲二を追うためだけに、あたしはインフェルノなんぞに飼われてきた。あんたら２人を狩かって、追いつめて、ブチ殺す……２年待ったよ、この日のために」

　嬉うれしさと怒いかりが同居した表情で、自らの拳こぶしをにらみつけるドライ。そして視線をアインに向ける。

「だから、たっぷり見せてもらわないとね。あんたらが怯おびえて、逃げ回るザマを」

「それがあなたの、喜び？」

「そうだよ」

　叫さけぶように、訴うつたえるように返事を返すドライ。その体からは今にも襲おそい掛かかりそうなオーラを発していた。

「あたしの顔見たときの玲二ったら、なかったよ。幽ゆう霊れいでも見たみたいにブルってさ。次は、そうだな……」

　ドライの頭の中に、残ざん虐ぎやくな思考がかけめぐる。

「ぜひとも玲二の目の前で、あんたをブチ殺して見せたいね。玲二がどんなツラするか……見物だよ」

　その場の空気に、霜しも降ふるような冷気が立ちこめた。

「無理ね」

　にべもなく、エレンは言い放つ。冷たい空気より、なお冷ややかな口調で。

「玲二はここにいないし、あなたが彼に会うことも、二度とない」

「何でさ？」

「あなたは彼より先に、わたしと会ったから」

　次の瞬しゆん間かん、エレンは懐ふところから銃じゆうを抜ぬきドライに向かって突つきつける、と同時に、ドライも銃を抜いていた。

「へぇ……用意がいいじゃん」

「おかげさまで」

　今２人の銃は、互たがいの眉み間けんに照準をあわせたまま沈ちん黙もくしている。しかしそれは、次に２人の緊きん張ちようが解かれるときまでの沈黙である。

　一時の静せい寂じやくのあと口を開いたのはドライのほうだった。

「身体からだ張って玲二を守ろうってのかい？　健けな気げだねぇ。恋こいする女は？」

「あなたは、どうなの？　捨てられたこと、忘れられなかったんでしょう？　２年間、ずっと」

「……何だと？」

　エレンの思わぬ言葉に過か敏びんに反応するドライ。

「玲二に、悔くやんでほしいんでしょう？　悲しんでほしいんでしょう？　でも無む駄だよ。所しよ詮せん、あなたはただの過去。でもあの人は、現在を生きている」

「知ったような口を利きくじゃねぇか……」

「あの人は、苦しんだりしない。あなたが立ち塞ふさがるのなら、あの人は迷わず、あなたを撃うつ。それで自分を責めたりはしない」

　表情は冷静を装よそおいながらも、ドライはエレンの口上を聞いているうちに、体の中に怒りにも似た炎ほのおが湧わき上がるのを感じていた。

「笑わせないで。今さら、あなたが彼にとって何だっていうの？　あなたが知らないだけ。あの人の、本当の強さを」

「……!!」

　思い出さないようにしていただけの真実を思い知らされたのか、エレンの言葉にカッとなったドライは、引き金に力を込める。

　バタンッ!!

「やめろ!!」

　あわやというタイミングで、礼拝堂の扉が乱暴に開かれる。玲二が礼拝堂に乱入する。




（間に合った……）

　こちらを見たドライの激情が和やわらいだ。

「おや？　来るはずのない奴やつが来たみたいだよ」

　視線も、銃口も、微び動どうだにさせずに、皮肉めかした口調で……、こちらに語りかけるキャル。

　そして、再びキャルの姿を見た瞬間、２年前ノルマンディ通りのロフトが燃え上がるさまが脳のう裏りに浮かんでいた。

　──いったいどういう経けい緯いで、あの爆ばく発はつを生き延びたのか解らないが……だが今キャルは、生きてここにいる。

　しかし、エレンを護まもるために、手にした銃を反射的にキャルへ向けてしまっていた。

（向けて、どうしようというんだ？　相手は……キャルなんだぞ？）

「……銃を下ろすんだ、２人とも」

　かたや冷たい沈黙で、かたや嘲あざけるような笑い声で、２人はそれぞれに返答する。

「あんなこと言ってるよ？　アイン。ちょいと話が違ちがうんじゃないの？　たしか、あの男は、容よう赦しやなくあたしを撃つはずだったよね」

「……」

　その問いに対して、エレンは沈黙を守っている。

「キャルなんだろ……頼たのむ」

「情けない声、出してんじゃないよ。さっさと撃ちゃあいいじゃないか」

　まるで死のスリルを弄もてあそぶかのように、平然とキャルは言ってのける。

「今さらビビるような事かい？　あんた一度は、あたしを見捨ててんだよ。忘れたわけじゃないだろ？」

　その言葉は、俺に自責の念を呼び起こすのに充じゆう分ぶんだった。

「一度も二度も同じこった。殺してみなよ。あたしを。……だけど、むざむざ死にゃしないよ。この女も地じ獄ごくに連れていくからね」

「……!!」

　エレンとともに、同時に悟さとった。この次の瞬間にキャルは撃つ気だと。２つの銃じゆう口こうに身をさらしたまま、笑って引き金を引くほどに……そこまで彼女の判断は、常じよう軌きを逸いつしていると。

　バタンッ!!

　先ほどと同じように、ドアが蹴けられる音が内部に響ひびく。

「やめねぇか！　ド阿あ呆ほう!!」

　この絶望にも似た瞬間を、一歩手前で制止したのは、思いがけない仲裁人だった。

（……リズィ？　あんたまで、ここに……）

「あんた、まだ日本にいたの？」

　キャルもまた、彼女の乱入は予想外だったようだ。

「オマエ１人を野放しにして、おちおち帰れるかってんだよ」

　あくまで銃を向けながらも、呆あきれた顔でドライを見返すリズィ。

「ったく、心配した通りだ。なにトチ狂くるった真似まねしてやがる？」

「あんたの知ったことじゃない」

「ここは日本だぞボケナス!!　真っ昼間に銃なんぞブッ放して、後の始末はどうすんだ!?　あぁ？」

「あたしの知ったこっちゃない」

「……」

　ブチッという音が聞こえたような気がした、気配でリズィの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのが判わかった。しかも、さっきより目が座っている。

「１発鳴らしゃ、あとは２発も３発も同じこった。オマエが撃うつなら、ドライフアントム。そん時ゃオマエもろとも全員、このサブマシンガンでアタシが撃ち殺す」

　全員がその言葉に沈黙する。俺を含ふくめ、ここにいる人間はなまじリズィを知っているだけに、彼女の言っていることがハッタリではないということを理解していた。

「銃を下ろせ。その２人は気にしないでいい。アタシが狙ねらってる」

　エレンに向けられていたドライの視線が、わずかにリズィの方向に向く。

「バンッ!!」

　あたりに響くドライの声。その手の銃口は沈黙したままだった。

「……ったく、つまんないオチがついちまったね」

　さながら西部劇の如ごとく、華か麗れいなガンスピンで銃口を反転させると、キャルは腰こしのホルスターに銃を収め、振ふり向きもせずに礼拝堂を出ていった。

　俺はキャルの気配が消えるのを確かく認にんしてから言葉を発した。

「ここで撃つほど、俺達２人は馬ば鹿かじゃない」

　緊きん張ちようが解かれ、俺とエレンは銃を下ろす。

「そりゃそうだろうよ」

　リズィも銃口を下ろして、疲つかれ果てた声で吐はき捨てる。

「あれがアンタの後あと釜がまだよ、ツヴァイ。おかげでこっちは生きた心地がしない」

「苦労をかけるな」

「まったくだ」

　言葉を交かわすうちに、つい立場を忘れて、気の抜ぬけた会話をしていた。しかし、リズィは複雑な面持ちで眉まゆを顰ひそめ踵きびすを返す。

「ともかく、学生ゴッコは切り上げて、さっさと姿を消すんだな。次に面つら付き合わせたときに、あの狂きよう犬けんを止められるかどうか、アタシゃまるきり自信がない」

「……わかってる。急ぐよ」

　その言葉を聞き、リズィも足早に礼拝堂を去ろうとする。

「昔のよしみで忠告しとく。お前達を狙ねらってるのはアイツだけじゃない……。サイスにも気をつけろ」

「ああ……」

　礼拝堂を後にするリズィを見届け、心に一時の余よ裕ゆうが生まれた俺は、視線をアインに移す。

「撃つつもりだったのか？」

　俺はエレンを問いただしていた。

「……」

　エレンは答えず、手にした銃を見つめていた。

「あなたは、どうなの？　撃てた？　あの子を」

　キャルが引き金をひくと、そう確信を持ったあの瞬しゆん間かん……

　もしリズィが割り込むのが、あと一瞬でも遅おそかったら、この銃でキャルを撃っていたんだろうか？　そうしなければ、エレンは死んでいた。キャルより先に、こちらが撃っていなければ……。

　そんなことは考えたくもなかった。だが次に、もう一度強しいられたらどうする？　キャルか、エレンか、生者と死者を、この手で選べと迫せまられたら……。

「時間、ないわね」

　エレンの呟つぶやきが、葛かつ藤とうをとりあえず棚たな上あげにしてくれた。

　そう、まず何よりも、時間だ。

　今までは、インフェルノの追つい撃げきに慎しん重ちようさを期待すればこそ、まだこちらにも出し抜く望みがあった。だが、追っ手に差し向けられてきたキャルがあの調子では、そんな駆かけ引きなど意味がない。

　キャルは何の躊ちゆう躇ちよもなしに、所構わず撃つ気でいる。人目につくところだからといって、それで安全を確保できるなんて、もう考えない方がいい。相手がキャルでは、もはや一体どこで襲おそわれようと不思議はない。

「わたしはこれから、小お樽たるへ発たつわ」

「!?……どうしたって、急に」

「ロシア船せん籍せきの貨物船で、日本車の密輸をしている船があるの。密入国も金額次第で引き受けるらしいわ」

　こちらの身元が割れてしまった以上、行動はできるだけ早く起こすに限る。この交こう渉しようはエレンに頼たよるしかない。

「昨日、船長の代理人にアポが取れたから、この週末で交渉してくるわ。次の便は再来週……上手くいけば、それに乗れるわね」

「独りで、大だい丈じよう夫ぶか？」

　望みの綱つなとはいえ、会ってみるまでは、向こうは得体の知れない犯罪者である。ただの商談とは訳が違う。用心に越こしたことはない。

「明日の夜までには戻もどるわ。欠席は明日一日だけで済ますから届けておいて」
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　アインとツヴァイの消息を知り、日本までやってきたサイスにとって、あの２人を今の自分の研究にどのように役立てるかが、もっかの関心ごとである。

　サイスが没ぼつ頭とうしているのは、かつてアインで確立した完全なる兵士を育成するための洗脳・調教プロセスを、より効率的に施ほどこした少女達の成果である。言うなれば〝量産型〟といえる新たな少女達が、圧あつ倒とう的な戦果をあげたアインとツヴァイに対してどれくらい優すぐれているのか、それを知りたいのである。

　すでに体力などの数値面では、２人に匹ひつ敵てきする性能は記録している。しかし、数値だけでは追いつけぬものがある。それは〝経験〟だ。この〝経験〟をどう積ませるかが、サイスにとって頭の痛いところであった。

　すでに、アメリカ全土をほぼ手中に収めているインフェルノは、以前のように敵対組織に暗殺者を送り込むことは少なくなっていた。クロウディアの反乱にともなう、ロサンゼルス・ハーバーでの大乱戦などは、もう起こりえるはずもない。

　最強の兵士を模も索さくするサイスにとって、それは面おも白しろいことではなかった。なにせ戦せん闘とうがなくては、どんなに優ゆう秀しゆうな兵士を作り上げたとしても、それを証明することなどできない。どれだけ言葉を繕つくろってみても、それは机き上じようの空論でしかないからだ。

　そこに舞まい込んできた梧桐組の支し援えん要よう請せいとアインとツヴァイの行方ゆくえ。これこそ天が与あたえてくれた格好の機会と判断したサイスは、この２年の間に揃そろえた懐ふところ刀がたなの親衛隊〝ツァーレンシュヴェスタン〟をともなって、リズィに同どう伴はんしたのだ。

　その少女達は全部で６名。

〝フィーア〟、〝フェンフ〟、〝ゼクス〟、〝ズィーベ〟、〝アハト〟、〝ノイン〟

　彼女達は、みないたいけな十代の少女である。しかしその戦闘力は、特とく殊しゆ部隊の精せい鋭えいに匹ひつ敵てきするものと、サイスは自負している。

　恐きよう怖ふもなく、慈じ悲ひもなく、ただ忠実な猟りよう犬けんの如ごとく、死を運ぶオート・マタ。これぞサイスの求めていた、究極の兵士達なのだ。

　いずれドライに追いつめられたアインとツヴァイが、窮きゆう鼠そよろしく牙きばを剝むくとき……サイスの手がけた作品達との、夢の競演が実現する。

　習作のアインが、そして実験作のツヴァイが、サイスの理想の具現者たる親衛隊の少女達と、はたしていかなる戦い方を演じるのか。それを思い描えがくだけで胸の高鳴りを抑おさえられない。

　しかし、それにはひとつ問題があった。それは現在のアインとツヴァイの戦闘能力である。あの２人が、インフェルノ時代の時のような冷れい酷こく・非情の暗殺者であれば良い。そんな奴やつ等らと戦えば、ツァーレンのメンバーも無傷では済まないだろうが、生き延びた少女は更さらなる高みへ導かれることは間ま違ちがいないだろう。性能的に互ご角かくである以上、数の論理でこちらが敗北する可能性などないに等しいのだから。

　問題は、このぬるま湯のような日本で生活してしまったがために、２人の性能が低下してはいないかという点だ。これでは、日本に来た意味はまるでない。ふぬけた人間を相手にしても、彼女達の〝経験〟になりはしないのだ。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんを払ふつ拭しよくするべく、サイスはアインとツヴァイの実力を調べることにした。

　アイン、ツヴァイ、ドライ、リズィ、梧桐組を、ツァーレンのメンバーに個別にマークさせる。これらはすべて、サイスの用意した盤ばん面めんを彩いろどる駒こまなのだ。あとは、どのように動かしてやるかだ。

　こうした策さく謀ぼうに身を委ゆだねているサイスの元に、一人の少女が現れる。髪かみは短くカットされており、背せ丈たけはアインよりちょっと大きいくらいであろうか？　音もなく、それでいてサイスを驚おどろかせないように、静かにサイスの前へと跪ひざまずく。

「フィーアか、首しゆ尾びはどうだ？」

[image: ]

「はい。現在アインとツヴァイは個別に行動しております。アインは北へ向かって移動中。ツヴァイは普ふ段だんどおりに授業を受けているとの報告です」

「そうか……。アインは逃とう亡ぼうルートの確保に向かったな。相変わらず素す早ばやい。となると、戻るのは明日か明後日あさつてか。それまではことを起こせんな……」

　目の前に傅かしずくフィーアに話すでなく、独り言のように状じよう況きようを分ぶん析せきするサイス。しばらくの沈ちん黙もくのあと、フィーアに質問を続ける。

「お前の目から見た２人はどうだ？　戦うに値あたいする兵士に思えたか？」

「アインはドライとの接せつ触しよくで、銃じゆうを抜ぬくところをこの目で見ました。それだけで正確な判断は下せませんが、それほど腕うでは鈍にぶってないように思えます。特にあの殺気は、まだ我々には作ることのできない代しろ物ものです」

「ツヴァイはどうだ？　どちらかというと、私はあの男の方が興味深い」

「ツヴァイに対しては、なんとも判断しかねます。相手がドライだったこともあるのでしょうが、アインほどの殺気は感じられません」

「そうか……。ならばやはりテストが必要だな」

　そうつぶやくサイスの表情は、新しいおもちゃを見つけた子供のようにほころんでいた。

「アインとツヴァイを梧桐組にぶつけてみよう。それで今の２人の戦闘能力がどれくらいか判断できるはずだ。ほかのメンバーを招集しろ。作戦決定の上行動に移る」

「おおせのままに……」

　感情もなにもない、サイスの操あやつり人形……。その１人であるフィーアは、サイスの意思をメンバー全員に伝えるべく部屋を後にするのだった。










「ミスタ志賀、実は耳寄りな情報があるのです」

　電話で内密な話があるといって志賀を呼び出したサイスは、さも神しん妙みようそうに志賀へ話しかける。

「あなたの兄貴分であった、ミスタ＝梧桐を殺害したファントムと呼ばれた男女の行方を突つき止めたのです」

「なんだと!?」

　普段は冷静でポーカーフェイスを崩くずさない志賀の表情が、あまりのことに真っ赤に紅潮する。志賀にとってかつてのファントムこそは、自分が唯ゆい一いつ慕したった兄貴分の仇かたきなのである。今自分がいる若頭というポストは、本来なら梧桐大だい輔すけがいる場所である。その彼が、遠い異国の地で亡なくなり、自分はその後あと釜がまへとすえられた。

　しかしそれは、志賀にとって望んだ地位ではない。男が男に惚ほれた大輔と一いつ緒しよでない未来など、志賀にとって何の価値もないのである。それでも志賀があまんじてこのポストについているのは、全てを賭かけて梧桐組を大きくしたいと願った大輔の意思を継つぐという思いが強かったためである。

　そんな思いを持つ志賀が、いきなりとはいえ仇きゆう敵てきの名前を聞いて冷静でいられるわけがない。

「どこだ!!　ヤツはどこにいる!!」

　食って掛かかる志賀をいなすように、サイスは言葉を発する。

「落ち着いてください。ミスタ＝志賀」

「これが落ち着いていられるか!!」

　サイスは話を続ける。

「まずは順を追って説明いたしましょう。発見したのは１人ではありません。２人です」

　強引に話しはじめるサイス。志賀も少し落ち着きを取り戻もどし、静かに耳を傾かたむけることにした。

「１人は、元インフェルノの女幹部・クロウディアのボディーガードをつとめていた少年」

「そいつなら知っている。何度か見たことがあるからな」

「もう１人は、その男の前にファントムと呼ばれた少女です。私が以前日本に滞たい在ざいしていたとき、ご覧になったことがあるのでは？」

「あの娘むすめは……、もともとお前の部下ではなかったのか？　そいつが何故なぜヤツと行動を共にしているんだ!!」

「それは私にも分かりかねます。何分、人間というものは、得てして科学者の思惑おもわく通りには動いてくれないものでして……」

「ごたくはいい!!」

　サイスの軽口にはつき合ってられぬとばかりに、志賀が口をはさむ。

「では続きを……。今となっては、ロサンゼルス・ハーバーでミスタ＝梧桐を殺害した犯人を特定するのは不可能でしょう。なにせあの通り、港は暗く乱戦状態でしたしね」

「何が言いたい……」

「つまり、ミスタ＝梧桐を直接死に至らしめたのは、ファントムではないかもしれないということです」

「では、何か？　やつらは仇ではないから見み逃のがせ、とでも言いたいのか？」

　再び、志賀の表情が怒いかりに包まれる。もはや、怒り収まらぬとはこのことであろう。

「めっそうもございません。私が申し上げたいのは、そんな不確かな情報で仇をファントムと決め付けてよいのか、ということでございます」

「兄貴を殺したのは、あの小こ僧ぞうだ!!　もしそれを邪じや魔まするというなら、たとえ貴様でもただではおかんぞ」

「いえいえ、ミスタ＝志賀の心意気、しかと拝見いたしました。それほどの決意なのでしたら、私も存分に情報をお伝えすることができます」

「で、ヤツらはどこに潜ひそんでいるんだ」

「正確にいうと、潜せん伏ぷく先はわかりません。しかし、彼らが日本を脱だつ出しゆつしようとする情報はつかんでおります。その時に利用する港・船・日時の情報をね」

「まあいい、まずは情報を教えろ。その上で人数を集めて、ヤツらを始末する」

「我々の戦力もお貸しいたしましょうか？」

「いらん。ヤツらは梧桐組が片を付ける。いらぬ世話を焼いたら、命の保証はしない」

「了りよう解かいしました。ミスタ＝志賀のお手並みを拝見しましょう。始末がついたなら、是ぜ非ひご一報ください。ミスタ＝マグワイヤもお喜びになるでしょう」

　もちろん、これらの情報はサイスの作り出した虚きよ言げんである。全ては、自ら作り出したツァーレンシュベスタンの実力を把は握あくするための策さく謀ぼう……。すべては盤ばんの上の駒こまでしかすぎない。悪魔の頭脳の持ち主は、志賀の梧桐を慕したう心さえも利用して、着々と駒こまを進めた。







　サイスが梧桐組への揺ゆさぶりをかけているのと時を同じくして、エレンと玲二にサイスの使者が接せつ触しよくを開始していた。

　小樽で国外逃とう亡ぼうの算段を終えたエレンは、篠倉学園の最も寄より駅である篠倉駅へと戻ってきていた。すでに日は傾かたむきかけ、学校帰りの学生や早めの帰路に着こうとするサラリーマンなどで、電車の中や駅の構内はごった返している。エレンは、人波を搔かき分けるように電車を降りると、玲二の元へと戻るべく改札へと向かった。

　エレンは手ごたえを感じていた。事が思ったよりすんなり運んだことに。絶対安全というわけではないが、約束の日時に指定の場所に赴おもむけば、日本を脱出できるのだ。

　問題は、玲二を苦しめる金きん髪ぱつの女とサイスだけである。もし、こちらの動きがある程度把握されていたとしても、いつ日本を脱出するかまでは調べようがない。ならば、あとはタイムラグが発生しないように行動すれば、追っ手を振ふり切って国外へ脱出できるはず。

　それがエレンの目算だった。

　あとは玲二と合流して、時を待てばいい。

　ふと玲二のことが気にかかった。なにせ、昨日のキャルとの一件から、まる１日以上彼の姿を見てないのである。こんなことは、アメリカを脱出してから一度もなかったことだ。

（玲二は無事だろうか？）

　玲二の強さは百も承知だ。しかし、１人ではどうしようもない時もある。今こうしている間も、玲二が無事だという保証はない。そう考えると次第に焦しよう燥そう感が高まり、エレンは無意識に急ぎ足で歩いていた。

　足早にホームから改札へと抜ぬける階段へと向かう。その時である。

（アイン。聞こえるか……アイン）

　他ほかの人間の耳みみ障ざわりにならないように、それでいてエレンの耳にはしっかりと聞こえるように、不気味な女性の声が響ひびく。

　エレンは、階段を下りずにその場に立ち止まる。そしてゆっくりと歩を進め、階段の脇わきに陣じん取どり、どこにいるかも判わからない声の主に対して、同じくらいの語調で言葉を返す。

（誰だれ？　何の用？）

　もっとも、自分を〝アイン〟と呼ぶ以上、誰の息がかかった人間かは簡単に想像できたが。

（用件だけを伝えます。ツヴァイは我々が預かっています）

　その言葉は、エレンの全身に鳥とり肌はだが立つような寒気を与あたえた。動どう揺ようを悟さとられないように、エレンは表情一つ変えずに次の言葉を待つ。

（ツヴァイを無事に返してほしければ、今から伝える場所に行ってください）

　と同時に、エレンの足元に１枚のメモをはさんだ缶かんが、滑すべるように転がってくる。

　エレンは首を動かさず、視線だけを左右に躍おどらせて、ゆっくりと足元のメモを拾い上げる。

　丁てい寧ねいにメモを広げると、そこには時間と場所が書いてあった。

（これは罠わな……だけど……）

　瞬しゆん間かん的にそう判断するエレン。すぐさま携けい帯たいに手をのばしたが、思ったとおり通話はつながらない。だが、喩たとえ罠と分かっていても行かねばならない。自分の命は玲二のためにあるのだから。武器は、懐ふところに隠かくされた銃じゆうが１丁ちようと、大振りのナイフが２本。これで玲二を救い出せるかは疑問だが、すでにエレンは決意を固めていた。

　構内のアナウンスと共に、上り電車がホームへと滑り込んでくる。エレンは指定された場所へ向かうべく、今到とう着ちやくしたばかりの電車に乗車していた。




　放課後になったことを知らせるチャイムが鳴り、安あん堵ど感が俺の心を満たしていた。

（どうやら、無事に学校から帰れそうだ……）

　いつインフェルノに襲しゆう撃げきされるかもしれない緊きん張ちよう感の中、普ふ段だんどおりに授業を受けるというのは精神的にきつい。当然、アパートにも危険はあるが、どこからでも狙そ撃げきされそうな教室よりはまだ居心地はいい。

（さっさとアパートに戻もどろう。夜にはエレンも帰ってくる）

　エレンが出かけてから１日近くが経たつ。これだけの長い時間離はなれて行動するのは、インフェルノを逃とう亡ぼうして以来はじめてのことだ。

　それだけに心配だった。インフェルノ時代に２人ではじめて逃亡した時は、それぞれエレンがサイスに、俺がクロウディアにあっさり捕ほ縛ばくされているのだ。

　日本ここがアメリカより監かん視し網もうが厳しいことはないだろう。とはいえ、楽観はできない。インフェルノに加盟している梧桐組という組織がある以上、絶対に大だい丈じよう夫ぶという保証はないのだ。

　下校時刻ということもあって、帰宅しようとする生徒や、クラブ活動へ向かおうとする生徒で、教室内は騒そう然ぜんとしている。それら生徒達に紛まぎれるようにして教室から廊ろう下かに出た。

「あのー、吾妻さんですか？」

　いきなり背後から声をかけられ、素す早ばやく振ふり向いてしまった。

「そうですが、何か？」

　そこには見慣れない女生徒が、１人体をもじもじさせながらこちらの様子を窺うかがっている。

　ちょっと長めの髪かみに、青みを帯びた瞳ひとみ。どことなく日本人離ばなれした風ふう貌ぼうに疑念が沸わいてくるが、この後の彼女の行動が俺の思考を寸断した。

「あのー、これ読んでください」

「は？」

「でも、読むのはわたしがいなくなってからにしてくださいね。恥はずかしいですから。きゃっ!!」

　そう言うと、女生徒は玲二を背にして足早に走り去ってしまった。

（まさか、またラブレターとかいうんじゃ……）

　俺は渡わたされた手紙を手に持ち、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。先日の藤枝美緒といい、どうしてこう立て続けに？

　普通の学生なら誰だれでも夢に見る甘い恋れん愛あい体験であるが、今の俺にとっては重荷でしかない。

　だが、手紙をよく見ると何か腑ふに落ちない。渡されたのは無地の茶ちや封ぶう筒とうなのだ。一いち抹まつの不安を感じつつも、封を切り手紙を取り出し広げると、そこには信じられないような文面が刻まれていた。

〝アインは預かった。22時に有あり明あけ港に来い〟

　考えるよりも早く、手紙をよこした女生徒が走り去った後を追いかける。だが、時すでに遅おそく、さっきの女生徒の姿を発見することは出来なかった。

（インフェルノの一味だったのか……）

　うかつだった。帰国子女が多い学園で、外国人らしい女生徒がいるのはなんら不思議ではない。油断したのは事実だった。サイスやキャルが目の前に現れているのだ。すでにこちらの居場所は突つき止められている。その時点で、常に監かん視しされているのは、想像に難かたくない。

　予定通りなら、エレンはこちらに帰ってくる途と中ちゆうだろう。ヤツらは俺達２人が離れる瞬間を待っていたのだ。

　鞄かばんに手をやるが、いつの間にか携帯は抜き取られていた。

　額を冷たい汗あせが流れ落ちる。

（いや、まだ可能性はある）

　ヤツらは俺達を監視していた。それは間ま違ちがいない。ならば、いつでも殺すことは出来たはずだ。それをしなかったということは、何か別の意図があるからとしか思えない。

　もっともキャルだけは、なぶり殺しにしようという目論見があって、あの坂道ではこちらに危害を加えなかったんだろうが……。どっちにしても、行くしかない。たとえ罠わなでも、目的地に行かねばならない。

　脳のう裏りには、キャルと暮らしたロフトが、爆ばく炎えんに包まれるサマが浮うかんでいた。

　あのとき味わった喪そう失しつ感……。もう自分の大事な女性を失いたくない。この命を投げ出すことになっても、それだけは二度と味わいたくない。

　指定された時刻までまだ時間はある。出来る限りの装備を整えて現場に向かおう。殺されていなければチャンスはあるはずだ。俺は怒いかりを抑おさえてアパートに向かった。










　──有明港。時間は21時を回っていた。毎夜ここ有明港では、この時間人ひと影かげはほとんど見られなくなる。しかし、今日は違っていた。あからさまにカタギとは思えない輩やからが数十人、そこかしこを闊かつ歩ぽしていた。梧桐組である。サイスから今夜ファントムの２人が、貨物船を利用して国外逃とう亡ぼうするという情報を得て、志賀は命知らずの若い衆を集結させていた。

　その数ざっと20名。もちろん全員が武装していた。銃じゆうを手にしている者もいれば、なかには日本刀を携たずさえてるものもいる。

　彼らに与あたえられた使命は、亡なき ・梧桐大輔の仇かたきをとることだけである。すでにファントム２人の顔は、サイスから渡された写真によって全員が記き憶おくしていた。あとはヤツらが現れるのをじっと待つばかりである。

「兄貴。全員準備完かん了りようしてます。獲え物ものはまだこないんですか？」

「そう慌あわてるな。ヤツらとて大手を振ふって出てこれる身分じゃねえんだ。今は待て。ヤツらが現れるまで、じっと待つんだ」







　その頃ころ、現場に到とう着ちやくしたエレンが遠くから港にたむろする集団を観察していた。しかしエレンは困こん惑わくしていた。もちろん、慎しん重ちように慎重を期して港を観察しているのだが、どうにも敵の布ふ陣じんが妙みようなのだ。目的地である有明港に来る途中、予想された敵の罠などは何もなかったし、どう見ても人質を取っているようには見えない。

　そして出した結論は、玲二は捕つかまってないとの判断だった。しかし、玲二本人が確かく認にんできない以上、おいそれとこの場を離れるわけにはいかない。そして、何度目になるのであろう。今いる場所から別の場所へと移動を開始した。







（おかしい……）

　敵の様子を観察するが、サイスがきている様子はない。いるのはヤクザ連中ばかりだ。しかも布陣がまるで素人しろうとだった。

　そこで１つの影かげに気づく。自分と同じようにコンテナの陰かげに身を隠かくし、あたりを窺うかがう怪あやしげな影かげを……。

　今まで以上に気配を消し、その影に近づいていく。しかし、相手もこちらの気配に気づいたのか、素す早ばやくその場所を移動する。懐ふところからナイフを取り出し、標的の動きを先回りしていく。

　お互たがいに先回りしようとした２つの影は、コンテナの森を抜ぬけたところで見知った顔をつき合わせた。

「エレン!!」

「玲二!!」

　お互いの存在を確認した２人は、再び闇やみに身を潜め、冷静にこれまでの経けい緯いを確認した。

「ヤツらに捕まってたんじゃないのか？」

「それはこっちの台詞せりふ」

　──どうやら俺達は、お互いがお互いに人質に取られたと思い、行動を起こしていたようだ。

「あそこにいるのは梧桐組の連中よ」

「だろうな」

「１人だけ見知った顔がいたわ。志賀透。梧桐大輔の右みぎ腕うでだった男」

　その名前なら記憶にあった。インフェルノにいた時、クロウディアと一いつ緒しよに何度かあったこともある。

「なるほど。梧桐大輔の敵かたき討うちってわけか。しかしサイスは俺達の居場所を知っていた。殺やろうと思えばいつでも殺れたはずなのに、何故なぜこんな手の込んだことを……!?」

「サイスが私達と梧桐組を戦わせようとしている」

「その通りです……」

　どこから聞こえてきたかも定かではない。まるで亡ぼう霊れいのような響ひびきが２人の耳に入ってくる。女の声。

　お互いに背中を合わせ、それぞれ逆の方向を見み据すえ、謎なぞの声の正体を突き止めようとする。

「そのまま、動かないで話を聞いてください……」

　俺達にだけ聞こえるような静かな声が響く。

「港にいる連中と戦って頂けませんか？」

　何を言ってくるのかと思えば、やはり梧桐組と戦えときた。一体何のつもりだ？

「断る。そんなことをする理由はない」

　断りの返事を告げると同時に、目だけ動かして声の位置を探ろうとする。だが、この暗闇とコンテナによる音の反はん響きようのため、正確な位置はつかめない。それはエレンも同様だった。なんにせよ、エレンが人質になっていない以上危険を犯す必要はない。

「理由があればよろしいのですね……」

　その言葉に俺は戦せん慄りつを感じた。

「戦っていただけないのであれば、クラスメイトが死んでいくことになりますよ。確か久保田さんに藤枝さんでしたか……」

（！）

「あなたにあの少女達を見捨てることができますか？」

（ちくしょう。そういう人質か）

　サイスたちが本気になれば、クラスメイトだろうが教師だろうがおかまいなしだ。

「戦っていただけないのであれば、梧桐組の方々にあなた達の居場所を教えることになります」

　それはまずい。１人１人はたいしたことなくても、数に任せて攻せめられては無傷でやり過ごすことはできないかもしれない。

　俺の心を見み透すかしたように囁ささやく闇からの声。こんな悪あく趣しゆ味みな展開を好むヤツらしいやり方だ。

「お前達が約束を守るという保証は？」

　言うだけ無む駄だと思いつつも、念を押す意味で尋たずねてみる。

「信じていただくほかはございません」

「わかった……」

「後始末はお任せください。あなた方は思うままに戦ってくだされば結構です。では、健けん闘とうをお祈いのりします」

　その言葉を最後に、闇と同化していたような声は消え、奇き妙みような気配も消えていた。

「本当にやるの？　玲二……」

「ああ……。ヤツのいうことが本当かどうかは判わからない。だがやらなければ、間ま違ちがいなく藤枝さんも早苗も殺される」

　できるだけ俺達と無関係の人間は巻き込みたくはない。癪しやくだが、今はヤツらの要求を吞のむしか道はない。







　漆しつ黒こくの闇の中を、２つの影がターゲットを目指して近づいていく。俺達は敵の存在を確かく認にんしているが、敵はまだこちらに気づいていない。これだけでもかなり有利な立場といえた。

　コンテナの上に登り敵の本体ともいえる部隊を確認すると、５、６人の集団と、２、３人の集団が２つほど視認できた。エレンが調べたところによると、敵の数は21名。どうやらあの場にいない人間は、港内を偵てい察さつしてるのだろう。

　二手に分かれて１人が目の前の敵を攻こう撃げきしつつ、もう１人が偵察に出ている部隊を攻撃する。この戦法がベストなのだが……。

「出で払はらってる人間は引き受けるわ。あなたはあそこにいる人間を狙ねらって」

　こちらの考えを見透かしたかのように、エレンが作戦を提案し実行しようとする。俺はこの場から離はなれようとするエレンの腕うでを咄とつ嗟さにつかんでいた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　エレンは確かに引き受けるといった。だがそれは、人を殺すということにほかならない。今のエレンに人を殺すことができるのだろうか？　それが心配だった。

「玲二を守るためなら、今一度私はこの手を血に染めるわ。それが私の生きる意味だから……」

　きっぱりと言い放つエレン。だが、その表情が暗く沈しずんでいるように見えるのは気のせいだろうか？

「あなたこそ大丈夫なの？」

　エレンの言葉にハッとなった。

　そうなのだ。この窮きゆう地ちを脱だつするためには、俺自身もまたこの手を血に染めなければならない。

　日本に帰ってきてから忘れていた血と硝しよう煙えんの臭においを、再びその身に浴びる覚かく悟ごがなくては、人を殺すことなどできはしない。それが今の自分にできるのか……

　冷たい汗あせが体を流れるのを感じながら、絞しぼり出すように答えを返す。

「撃うつよ……、撃たなければ生き延びられないのなら、撃つしかない……」

「そう……」

　俺の覚悟を聞いたエレンは、それ以上何も言わずに俺の手を振ふり払はらい離れていった。

　今は悩なやんでいるときではない。お互たがいを信じてこの場を切り抜ぬける。それが俺とエレンに残された選せん択たく肢しなのだから。










　エレンと離れた位置からさらに敵の本隊と思われる集団に近づいた。さっきまでの位置では、今持ってる銃じゆうで敵を仕留めるには微び妙みような距きよ離りだったからだ。多少の危険は伴ともなうが、確実に敵を狙える位置まで近づく必要がある。

　敵に見つからぬようコンテナの陰かげから陰へ移動し、徐じよ々じよに距離を詰つめていく。その距離がついに30メートルを切った。ここまで間合いを詰めれば、目の前に居並ぶ10人ほどの敵を１人残らず狙うことができる。しかもこっちは完全に闇やみに溶とけ込んでいる。向こうがこちらを視認することはできないだろう。

　ゆっくりと銃を構え狙いを定めたところで、俺は微妙な腕の震ふるえに気が付いた。

（震えている……そんなに人を撃つのが怖こわいのか？）

　覚悟は決めた気でいた。しかし体は虚きよ勢せいに反発するかのように正直な反応を示している。

（覚悟を決めろ!!　殺やらなきゃ殺られるんだぞ!!）

　銃を持つ右手首を左手で握にぎりしめ、銃に問いかけるようにして自らの心を一いつ喝かつする。すると先ほどまで震えていた腕が落ち着きを取り戻もどした。

（今なら……撃てる……）

　再び銃を構え、照星の向こうに見える敵の姿を確認し、右手の人差し指を引き絞る。

　パンッ!!

　一発の銃声と共に巨きよ漢かんの男が崩くずれ去る。それを見て、ターゲットのまわりにいる人間に怯おびえの感情が走った。

　と同時に、俺の心に目に見えない重りがズシリとのしかかってくる。

　吹ふき出す汗。荒あらくなる呼吸。心臓の鼓こ動どうも早い。

（心を強く持て!!　弱さに引きずり込まれるな!!）

　再び自分の心を叱しつ咤たし、平静を取り戻す。

　そして苦く悩のうの果てに俺が導き出した結論は、奇くしくもエレンと同じものだった。

（この戦いが終わるまで、俺はファントムに戻ろう……）




　最初のターゲットが倒たおれたことで、残りの人間がどのように動くか、経験でそれが想像できた。梧桐組も素人しろうとではないにせよ、いきなり仲間が狙そ撃げきされれば、何が起こってるかわからずパニック状態になるはずである。

　そして案の定、最初のターゲットのまわりにいるほとんどの人間が、突とつ然ぜんの狙撃に戸と惑まどいを見せてその場でうろたえている。

　こっちにとっては好都合だ。その場に留とどまってくれればくれるほど、狙ねらいを付けやすいのだから。

　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!

　続けざまの連射で、さらに３人の屍しかばねが地面に転がった。ここにきて、ようやくターゲットの何人かは物もの陰かげに潜ひそもうと慌あわてて動き出す。だが、それを見み逃のがすほど俺は甘くない。

　パンッ!!　パンッ!!

　さらに２発の銃声が響ひびき新たな軀からだが地面に転がる。と同時に俺は場所を移動する。残った人間はおそらく右側のコンテナの陰に逃にげ込んだはずだ。こいつらを追いつめるより次の獲え物ものを見つけた方が早い。そう判断した俺は移動を開始した。エレンの方へ移動されないよう援えん護ごしなければならない。










　玲二と別れたエレンは、気配を殺しながら移動を繰くり返していた。あの場で確かく認にんできなかった人間がどこにいるのかを探すためである。応援が来た様子もないことから、人数は増えてはいない。ならば、まわりを動いている人間は８人程度と予測できた。

　しばらく港を動き回り、エレンは３つの集団が本隊から離れて行動しているのを確認した。これを個別に撃退し、本体を相手にする玲二の元へ行かせないこと。それが今のエレンの役目だった。

　エレンは本隊の一番近くにいる別働隊に目を付け、先回りしてコンテナの陰に潜む。そしてことここにきて、自分の体がいつもより固くなっているのを感じていた。

　今回の戦せん闘とうは、エレンにとっても久しぶりの実戦である。しかも人を傷つけるなど、玲二とともにアメリカを離れて以来はなかった。長いブランクが、今まで経験したことのない緊きん張ちようとなってエレンの体を硬こう直ちよくさせていたのだ。それを振ふり払はらうようにエレンは目を閉じ、玲二の言葉を思い出す。

（大丈夫なのか？）

　緊張感はいつしか弱音へと姿を変えていた。

（本当言うと、あまり大丈夫じゃないかもしれないわね……。いざ人を撃うとうという時に、こんなに緊張するなんて……）

　しかしここで躊ちゆう躇ちよしては、玲二に危険が降りかかる。重くのしかかる緊張を振り解ほどくため、エレンは心の中で祈いのりを捧ささげた。

（神よ、お許しください。玲二を守るために、わたしがアインに戻ることを……）

　アインの名を唱えた瞬しゆん間かん、エレンから表情が消えた。

　先ほどまで焦しよう燥そう感をあらわにしていた瞳ひとみはその色を失い、激しい鼓動を刻んでいた心臓もその動きを緩ゆるやかにした。闇と同化したかのように全ての気配を絶ち、獲物が近づくのを待つ。手には懐ふところから取り出した一振りのナイフが握られていた。黒い刃やいばは光を反射することなく、周りの影に溶とけ込んでいる。

　エレンの潜むコンテナの陰かげを通り過ぎようとする２人の男。エレンは襲おそい掛かかる隙すきを窺うかがっている。そして２人の男が、自分のいる場所を通り過ぎた瞬間……

　パンッ!!

　どこからか１発の銃じゆう声せいが響いた。

　始まった！

「なんだ？　銃声？　どこだ？」

　不意の銃声に男２人はまわりに注意を払い、お互たがいに距きよ離りをとって辺りを探たん索さくし始めた。そのうちの１人がエレンの潜む方向へと近づいてくる。そして落ち着かない様子でキョロキョロと周りを見み渡わたす。それは不運にもエレンに背を向けるという致ち命めい的な隙すきを生んだ。

　音もなく背後から近づいたエレンは、後ろから男の口をふさぎ、延えん髄ずいへとナイフを突つき立てる。

　ズブリという音と共にナイフが体にめり込んでいく。そのまま動かなくなった男を引きずり、コンテナの陰に寝ねかすエレン。ナイフを引き抜ぬくと、いくばくかの返り血がエレンの頰ほおへと飛んでくる。だがエレンの表情は変わらない。すでにエレンの意識は次のターゲットへと向かっていた。

「おい!!　和わ田だ!!　どこだ!!　返事をしろ!!」

　今死体となった男の仲間が声を上げる。その声はどことなく恐きよう怖ふに引きつっているように聞こえる。エレンは男の後ろに回るべく、コンテナの横を抜けていく。

「どこにいるんだ!!　返事しろ!!」

　必死に仲間に呼びかけ続ける男。エレンはすでにその背後に移動を完かん了りようしていた。そして再び気配を殺し隙をうかがう。

（なんだ、あれは）

　仲間を探して移動を続けた男は、何かが地面に転がっているのを発見した。銃を構えながら慎しん重ちように近づく。

「わ、和田!!　バカな……、いつ殺やられたってんだ……」

　それは、先ほどエレンによって葬ほうむられた男の死体だった。銃の構えを解き小走りに死体に近づいていく男。そこを背後から襲い掛かるエレン。今度は口をふさがずに、そのまま首筋に刃をつきたてる。

「ぐはっ!!」

　致命的な一いち撃げきを受け、断だん末まつ魔まの悲鳴が響ひびく。先ほどの死体に重なるように、ずるりと倒たおれ行く男を見ながら、エレンはナイフを引き抜く。動かなくなるのを確認すると、次のターゲットを求めエレンは早足でその場を後にした。




　数度響いた銃声。それが鳴り終わったと思ったら、さっきまでまわりにいた仲間が倒れていた。兄貴分である梧桐大輔の仇かたきを討うつべく、ここ有明港に赴おもむいた志賀であったが、あまりにも一瞬の出来事に愕がく然ぜんとしていた。

（ここには20人の部下がいたはずだ。全員それなりの経験を積む者だったし、武装もさせていた。それなのに……）

「どこだ!!　どこにいる!!　出てきやがれ!!」

　考えをまとめる前に、部下の１人が声を張り上げ怒ど鳴なり散らしている。パニックに陥おちいり、恐怖に耐たえかねたゆえの行動であった。

「バカッ!!　出るな!!」

　パンッ!!

　そう思った瞬間に響く銃声。また１人部下が地面に倒れ伏ふした。

　何者かが狙そ撃げきしている。今の志賀に判断できるのはその程度だった。誰だれが俺達を狙ねらっているかは分っている。だが、元ファントムの２人がこれほどのものだとは、志賀の想像を遥はるかに超こえていた。

（ヤツらを嘗なめていたということか？）

　志賀にとって、こちらを狙撃する装備を持っているのは予想外だった。おかげで仲間は全ぜん滅めつ寸前。しかも闇やみを味方にする術も心得ている者が相手では……。

（このままでは一いつ矢し報むくいることなく、全滅する！）

　だが、無傷で帰すことだけはできない。たとえ我が身が銃じゆう弾だんにさらされようが、あの小こ僧ぞうだけはこの手で葬る。でなくては、あの世にいる梧桐大輔に対して顔向けなどできようはずがない。

　意を決して志賀はその場を移動し始めた。身をかがめ、できるかぎり光に己おのれをさらさぬように。だが、慎重を期したその動きでさえ、玲二には筒つつ抜ぬけだった。




　コンテナの陰かげに隠かくれながら、俺は志賀が隠れていると思われる場所に近づいていった。すでに周りにいた人間はしとめた。あとは志賀をしとめ、エレンの援えん護ごに行くだけである。

　俺は志賀の正確な位置を見つけるべく、動きを止めわずかな音や影の動きを見み逃のがさないように神経をとがらせた。すると、コンテナの脇わきを抜けるようにして移動するひとつの影に気が付いた。エレンではないと思うが、完全に視し認にんできたわけではない。敵か味方か、確信を得るべく、気づかれないように後をつける。

　再び陰から飛び出す一つの影かげ。月明かりに照らされたその姿は、間ま違ちがいなく志賀透であった。志賀はコンテナの陰に姿を隠したが位置は分っている。奴やつの潜ひそむ位置を狙撃できる場所へと、俺も移動を開始する。鉢はち合あわせしないように細心の注意を払はらいながら。

（いた……）

　俺は、息を切らせながら、コンテナの陰から辺りを見渡している志賀の姿を見つけた。どうやら一いつ箇か所しよに留とどまらず、移動を続ける気配だ。

（また移動されると厄やつ介かいだな）

　俺はこの場から志賀を狙撃することにした。射程は充じゆう分ぶん。しかも志賀は動きを止めている。もはや格好の的といえるだろう。俺はゆっくりと銃を構えた。

　パァン!!　パァン!!

　一発、二発と志賀の体に銃弾が撃うち込まれた。衝しよう撃げきを受けた志賀は吹ふき飛ばされそうになりながらも、倒れることなく体を撃たれた方向へと向ける。

　それを見て俺は銃を構えたまま、１歩前へと踏ふみ出す。

　志賀は最後の力を振ふり絞しぼりこちらに銃を向けようとする。

「き、貴様……」

「悪いな……」

　パァン!!　パァン!!

　再び響ひびく銃声。それがこの戦いの終わりを告げる狼煙のろしにもなった。

「悪いが、俺はまだ死ぬわけにはいかないんだ……」

　しばらく離はなれた位置から志賀を見下ろしていた俺は、近づいて来る気配に気が付き銃を向ける。

「終わったわね……」

　エレンがところどころ返り血を浴びた姿で目の前に現れる。銃を下ろし、港での戦いが本当に終わった実感が沸わいてくる。

「無事だったか……。良かった……」

「この港にいた梧桐組はすべて始末したわ。そこに倒れている人を含ふくめて21人全員ね」

「そうか……」

　これで梧桐組に追われる心配も減っただろう。だが、俺達を追ってるのは梧桐組だけじゃない。キャルも、そしてサイスも、まだいる。まだまだ波乱は終わりそうもない。

「奴やつらの言い分を守ったとはいえ、どう行動してくるかは分らない。慎しん重ちようにこの港を出よう」

「そうね……」










　死し闘とうの舞ぶ台たいとなったこの港では、梧桐組の若衆達が無残な骸むくろをさらしていた。

　そして、それを率いた志賀も、何発もの銃弾を受け今は瀕ひん死しで仰ぎよう臥がしている。

　あまりに悲ひ惨さんな結末に、志賀は死んでも死にきれない心境だった。

　歯は嚙がみする志賀の足元で、何者かが大おお仰ぎように溜ため息をつく。

「プロとアマチュアの戦力比は、数で補えるものではありません」

　ギュゼッペ……。胸の内で志賀は舌打ちした。こいつ、今までどこからか見ていたのか？

「しかし、意外ですなぁ。あなたにしては、また随ずい分ぶんと派手な挙に出たものだ」

「貴様……仕組んだのか」

　口から血を流しながら、うめくように言い捨てる志賀。しかし、その顔にすでに生気はない。

「おっしゃる意味がわかりませんが、あの２人との戦いを所望したのは、ほかならぬミスタ＝志賀、あなたです。私はそのお膳ぜん立だてをしたにすぎません」

「この策士が……」

「褒ほめ言葉として受け取っておきましょう。ご安心ください。ここの後始末は、我が私兵にて行っておきます」

　冷れい徹てつな口調で接するサイスに対し、志賀には恨うらみ言を言い返すだけの力も残っていなかった。

　こんな時……いつも決まって思い出すのは、まるで危険に興じるように、自分の命を転がしていた梧桐大輔の口くち癖ぐせだった。

（『花道』……か）

　やはり、一生かかっても理解できないかもしれない。今の志賀は、とても大輔のように不敵に笑えるような気分ではなかった。

（恐こわいものは……恐いですよ。今からそっちへ俺も逝ゆきますよ、兄貴）
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「サイスッ！」

　ドアを蹴け破やぶらんばかりの勢いで現れたリズィの剣けん幕まくで、サイスは即そく座ざにドライの件だと察したが、勿もち論ろん、そんなことはおくびにも出さなかった。

「ドライフアントムはどうした!?　手て前めェ、また何か企たくらんでるのかッ！」

「はて？　今日はてっきりミズ＝リズィにお供しているものとばかり思っていましたが」

「姿が見えねぇ。くそう、ちょっと目を離はなした隙すきに……」

　数日前にも、あの無む軌き道どうな少女は無断でホテルを抜ぬけ出していた。幸い、何事もなく夜半には戻もどってきたが……。

　だが、今度は違ちがう。すでにリズィは最悪の展開を予期していた。何しろ、ホテルの部屋から消えた武器弾だん薬やくの量が、尋じん常じようではない。今度こそ、事を起こす気なのは明白だ。

「フム、それは危あやういですなぁ。野放しになると何をしでかすことやら……私でも判断つきかねます」

「フン！」

　サイスにはつき合ってられぬとばかりに、リズィは現れた時と同じ荒あら々あらしい足取りで、部屋を出ていった。

「やれやれ、お忙いそがしいことで。だが、私もそろそろ準備を始めねばならんかもしれんな」

　不敵な笑えみを浮うかべて、サイスはこれからのことに考えをめぐらせていた。




　その頃ころキャルは、篠倉学園の校門前でたたずんでいた。ここまで乗ってきた大型バイクによっかかるように、学園から出てくる生徒達を一人一人眺ながめている。そうしている間に、何人の学生が校門から出てきただろう。キャルはそのうちの１人に話しかけた。

「よお」

　およそぶっきらぼうに話しかけられた女学生・美緒は、目をどぎまぎさせてキャルに対して警けい戒かい心と好こう奇き心の入り混じった視線を向ける。

「あんた、この学校にいる吾妻玲二ってヤツを知ってるかい？」

「えっ!!　あ、ハイ、知ってますけど……」

「実はそいつに手紙を渡わたしてほしいんだ。ここで待ってたんだが、なかなか出てこないみたいなんでね」

　偶ぐう然ぜんとはいえ、玲二に詳くわしい美緒である。引き受けるのは簡単なのだが、フラれたばかりの男性にこちらから話しかけるということを考えて、ちょっと気き後おくれしてしまう。

「さすがに中には入りづらいんだ。頼たのまれてくれねえかな？」

　その気持ちは判わからないでもなかった。自分がそんな立場だったらやっぱり学園内には入りづらいだろう。

　でも、美緒の心には別の疑問が浮かんできていた。一体この少女は彼とどういった関係なのだろうか？　そのあたりを聞いてみたい衝しよう動どうに駆かられる。

（まさか、向こうでの彼女？）

　じっと自分を見つめる少女を怪け訝げんに思ったキャルは、その思考を断ち切るべく言葉を挟はさむ。

「ん？　なんか、あたしの顔についてるかい？」

　バイクのバックミラーに自分の顔を映し、確かく認にんするキャル。その挙動を見て、美緒は我に返る。

「いえ、別に、なんでもないです。お手紙を吾妻玲二さんに届ければいいんですね？」

「引き受けてくれるのかい。助かるよ」

「いえ、まだ教室にいると思うので、今渡してきちゃいますね」

「急ぎなんでな、必ず届けてくれよ」

　そういうと、キャルは美緒に手紙を渡した。そしてバイクのエンジンを始動させその場を後にする。




　手紙を届けるべく、もう一度教室に戻る美緒。玲二のことは当然知っている。隣となりのクラスの生徒ではあるが、フラれたとはいえ告白までした男性のことである。玲二と同じクラスの早苗から、玲二は授業が終わってもすぐに家路につくのではなく、しばらく教室に残ってることも聞いていた。今ならまだ教室に行けばまだ彼はいるだろう。ただ、自分の心に余よ裕ゆうができるまで、玲二と会うのは控ひかえたいと思っていたのだが……。

　玲二の教室にたどり着いた美緒だったが、すでに玲二の姿はそこにはなかった。どうやら今日は珍めずらしくすぐに帰ってしまったらしい。内心ホっとしつつも、この手紙を渡せないと、あの女の子が困ることに気づいた。

「どうしよう……」

　そんな窮きゆう地ちを救ったのは、ほかならぬエレンであった。

「どうしたの？　美緒？　隣の教室なんか覗のぞき込んで」

「あっ!!　エレン!!」

　まさに九死に一生を得たかのように、明るい笑顔でエレンを出で迎むかえる。

「ねぇエレン、お願いがあるんだけど……」

（今、美緒に玲二のことをかんぐられるのはよくない。最悪、美緒にも危害が及およびかねない）

　──そう考えたエレンの防衛策は……。

「兄さんとの仲なら取り持たないわよ」

「違うの。玲二さん宛あての手紙を言付かったんだけど、もう玲二さん帰ってしまったみたいで……」

　玲二宛の手紙……、どう考えてもまともな手紙じゃないことを、一いつ瞬しゆんにしてエレンは看破する。

「なるほど。それを私に届けろっていうのね」

「うん。お願いしていいかな……」

　恐おそる恐る尋たずねる美緒の姿を見て、しょうがないなぁといった面持ちでエレンはその手紙を受け取る。

「わかったわ。家にでも帰った時に渡しておく。それでいい？」

「うん。ありがとう、エレン」

「どういたしまして」

「じゃあ、私帰ります。また明日ね。エレン」

「うん。バイバイ、美緒」

　背中を見せてエレンから離はなれていく美緒を、じっと見つめるエレン。しかし、すでに頭の中は手にした手紙の内容がどんなものなのかということに注がれていた。










　……キャルは行く当てもなく、街を彷徨さまよい歩いていた。

　篠倉学園を後にしてから、キャルはネオンの灯ひが妖あやしく瞬またたく街の雑ざつ踏とうへと足を踏ふみ入れていた。

　すでに陽ひは落ち、街は別の顔を見せ始める。どこの国でも、変わりはしない。

　だが……この国の街の夜の顔は、キャルには耐たえがたいほどに醜しゆう悪あくだった。

　夜の街に群がる餓が鬼きどもは、見るからにストリート・ ギャングを模した扮ふん装そうで、つるんで粋いきがっている。

　こいつらにとっては、サウスセントラルの生き地じ獄ごくも、ディズニーランドの仮装カーニバルと変わらないお遊びなのだ。

　黄色い肌はだの道化ども。見ているだけで反吐へどが出る。あの格好のままロスのストリートに放り出し、ブラディーズの連中に喰くらわせてやりたい。

　いっそ喧けん嘩かでも起これば、少しは気晴らしの場になったかもしれないが、いくら睨にらみを利きかせても、誰だれもキャルには嚙かみついてこない。

　訳の分からない日本語で、何やら嘲あざけるように談笑しながら、素知らぬ顔を通すだけだ。

　すべてを偽ぎ善ぜんで塗ぬり固かためた、甘ったるい妥だ協きようだけの国。

　食うものは腐くさるほどにある。他人から奪うばわねばならないほどに、飢うえて、追いつめられた奴やつは１人もいない。

　ホームレスも、みな世捨て人同然の爺じじぃばかりだ。子供のホームレスなんて１人もいない。ここには、命いのち懸がけで生きている人間なんて、ただの１人もいやしない。

　まるで牧草地の牛だった。飼われ、養われ、ただ徒いたずらに生きているだけの……誇ほこりもなければ牙きばもない、肉の塊かたまり達。

　何かを守るために、他のすべてを切り捨てる……そんな選せん択たくを強しいられたことは、こいつらには、ただの一度もないんだろう。

（ここが、玲二の生まれた国……）

　憎にくかった。甘ったれた玲二と同じくらい、甘ったれたこの国が。そこでのうのうと暮らしている連中が許せなかった。

　もしも玲二が、本当にアインの言った通り、立ち塞ふさがる自分を薙なぎ倒たおしてまで、がむしゃらに逃にげ延びようとしたならば……

　そのときは、玲二を許せたかもしれない。そこまで無様に、生に固こ執しつするような男であれば……捨てられたことも納なつ得とくできた。自分が、彼自身の命と天てん秤びんにかけられて、その上で切り捨てられたのなら、キャルは玲二を責めはしなかった。失うものを全て失って、最後に捨てたのがキャルだったなら、もう玲二の中には何も残っていなかっただろうから。

　それなら、許せた。玲二を失ったキャルと同じくらい、玲二が虚うつろな人間に成り果てていたのなら。

　だが、違ちがった。

　未いまだに玲二には、命を賭としてまで守るものがあるらしい。キャルの身み柄がらと引き替かえに、手に入れたものが……

　玲二は見るからに幸福だった。街の雑踏で、校舎で、奴は満たされきっていた。

　だから、忘れてしまったのだ。生き残るというのが、どういうことか。

（許せない）

　ブチ壊こわしてやる。何もかも。玲二の心を慰なぐさめたもの、くだらない幻げん想そうを見させたもの、すべて残らず、壊してやる……。










　美緒から玲二宛あての手紙を受け取ったエレンは礼拝堂にいた。預かった手紙の封ふうをためらうことなく切り、その内容に目を通す。

　内容はシンプルなものだった。日曜日の夕方５時、この前うやむやになった決着をつけようというものだった。場所は以前と同じ礼拝堂。すなわち、今エレンがいるこの場所である。今日は金曜日。日曜日まではあと２日。

　──この手紙を玲二に見せるか？

　いや、そんなことをすれば、キャルの思う壷つぼである。彼女は決して玲二を許さないだろう。対たい峙じすれば、ためらうことなく引き金を引く。この前の接せつ触しよくでそれはわかっている。

　では玲二はどうなのか？

　考えるまでもない。玲二は優やさしすぎる。きっとキャルを撃うつことはできない。あの２人を会わせたら、玲二の死は火を見るより明らかだ。

　ならばどうする。このまま逃げ続けるか？　それも現実的ではない。私達には、何者かの監かん視しが絶えずついている。しかも私や玲二でさえ気づかないほどの遠くから。その目をかいくぐって逃げおおせるのは、今となっては不可能かもしれない。それに、対決を回かい避ひすれば、キャルの怒いかりは増ぞう幅ふくされる。おそらく地の果てまでも追ってくるだろう。

　それなら答えは１つしかない。キャルと玲二を会わせずに、私がキャルを倒す。今、彼の心を苛さいなんでいるのは……間違いなくあの女なのだ。

　礼拝堂での邂かい逅こうは、まだ記き憶おくに新しい。

　いっそあのとき、撃っておくべきではなかったのか？

　あの女の面おも影かげが、ここまで玲二を苦しめると判わかっていれば……。

　エレンは決して怯ひるまなかった。命を賭してでも、あのとき、戦っておくべきだった。

　……そう、怯まない。先週以来、肌身離はなさず携たずさえている銃じゆうの重さを、エレンは確かめる。

　たとえ神の愛を裏切り、救済の道に背を向けることになろうとも構わない。

　この地に身を潜ひそめて半年……。

　変わっていく玲二の姿に、改めてエレンは、故郷というものの何たるかを知った。

　郷きよう愁しゆうの優しさに、癒いやされていく玲二を見るのは、エレンの救いでもあった。

　かつて彼を捕とらえ、虜とりこにしていた非情な日々から、今玲二は、２年の歳月を隔へだてた場所にいる。決して安易な道のりではなかった。

　再び、戻もどらせはしない。二度と振ふり返らせはしない。亡ぼう霊れいが過去の呪のろいを携えて、玲二に追いすがるというのなら、決して許しはしない。

　敵は仮にもファントムの名を冠かんされた相手である。だが、たとえ勝てずとも、負けることだけはできない。刺さし違えてでも、キャルはこの手で食い止める。もう二度と、あの女を、玲二の前に立たせはしない。










　エレンは自宅の留守番電話に１連のメッセージを吹ふき込み、アパートを後にした。

（これを聞く頃ころ、あなたは怒っているかもしれないけれど……、でもこれが、最善の手だと思っています）

（あなたは、キャルと戦うべきじゃない。だからあなたは、先に逃げてください）

（逃とう亡ぼう計画を伝えます。ロシア人との接触は３日後の月曜日。小樽市の色内に、清せい風ふう亭ていという旅館があるから、そこで待機していて下さい）

（夜11時に、ボリスと名乗る男が迎むかえに来ます。後は、その男の指示に従って）

（わたしも後で清風亭に向かいます。もし……刻限までに、わたしが旅館に現れなかったら、そのときはわたしは死んだものと判断してください）

（どうか悔くやんだり、自分を責めたりしないでほしい）

（あなたにエレンと呼ばれて以来、わたしの命はあなたを守るためにありました）

（あなたが生き延びてくれるなら、それが、わたしの生きた証あかしです）

（……それじゃあ、３日後に）




　玲二がこのメッセージに気づいたのは、金曜日の授業が終わり、アパートに戻ってからだった。
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　週末への期待に沸わき立つはずの土曜日の放課後も、今日ばかりは空気が重い。明後日の月曜日からは、いよいよ学年末試験が始まる。しかし頭の中は、そんな学生気分に浸ひたれるほどの余よ裕ゆうはない。

　留守番電話に記録されていた、エレンからのメッセージ。どこかに潜むキャルとそれを追うエレン。２人のことばかりが、ただ延々と頭の中を巡めぐっている。

　そう。あと１日だ。

　エレンが整えた段取りに従って、日本を離はなれるなら……遅おそくとも月曜の朝までには、東京を発たつ必要がある。エレンがそのつもりでいるのなら、明日いっぱいで全てのカタをつけようとするに違ちがいない。こうしている間にも、彼女は潜せん伏ぷく中のキャルに着々と迫せまっているんだろう。

　学園を離れることもまっさきに考えた。しかし俺にもエレンにもサイスの監かん視しがついてるのは先の件で思い知らされた。それならばむしろ人目の多い学園に身を置いた方が賢けん明めいか。いや、キャルの……、キャルのあのまなざしに囚とらわれている自分がいるといった方が正しいかもしれない。

　瞼まぶたを閉ざすだけで、礼拝堂で見た悪夢が、フラッシュバックのように脳のう裏りに蘇よみがえる。エレンに任せておくべきではない。キャルの人生を狂くるわせて、憎にくしみの苗なえを植え付けたのは、他ほかならぬこの自分なのだ。その責任を取ることを、エレンに押しつけてはならない。

　キャルとは、この自分が対決するべきなのだ。たとえそれが、どんな残ざん酷こくな結果に終わろうとも……。

　エレンとキャルが殺し合うよりは、余よ程ほどいい。もとより縁えんもゆかりもない２人が戦えば、どんな結果に終わっても、ただ憎しみが残るだけだ。誰だれも報むくわれはしない。

　指をくわえて見ているわけには、いかない。あの２人を、止めなければ……。

　まずは、エレンを探そう。

　キャルと違って彼女なら、まだ行動パターンに予測がつく。エレンは進んで手を汚よごす覚かく悟ごなんだろうが、何とかして説得しなければ。これは、彼女の戦いじゃないんだから。










　夕ゆう闇やみがあたりをつつむ頃。篠倉学園へと向かう上り坂の途と中ちゆう、高らかな排はい気き音をたてて走るバイクの前に、ひとつの影かげが立ちふさがった。

　リズィは銃じゆうの撃げき鉄てつを引き、バイクに狙ねらいをつけた。

（ビンゴ、だね……）

　篠倉学園で網あみを張れば、間違いなくファントムが現れると踏ふんでいたリズィの予測は的中した。

　道の真ん中に立ち塞ふさがったリズィの前方、およそ10メートルほどの距きよ離りを残して、坂を上ってきたバイクは停止した。

　忌いま々いましげな舌打ちとともに、ライダーはバイクのエンジンを止める。ヘルメットを脱ぬいだライダーの風ふう貌ぼうが露あらわになった。

　無言のままキャルはバイクを降り、リズィの方に向き直る。

「丁度いいや。リズィ。あんたに伝える話があったんでね」

「……キャル……」

「ゲームは続行だ。誰にも邪じや魔まはさせない。あたしの獲え物ものに、手を出すな」

「……どこまで馬ば鹿かをやらかしゃ気が済むんだい？」

　いつもの恫どう喝かつの響ひびきさえ枯かれた、乾かわききった口調で、リズィはキャルに問いかけた。

「解りきったこと訊きかないでよ、リズィ。玲二ツヴアイとアインをブチ殺すまで、さ」
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「そこまで、ツヴァイが憎いのか？」

「何度言わすのさ？　解りきったこと訊くんじゃないよ」

「越こえちゃならない一線がある……何度も言って聞かせたよな」

「……」

「目ェ醒さませ。これが最後の一線だ。ここを越えたら、オマエ、堕おちるところまで堕ちるんだぜ」

「前から不思議だったんだけど……。リズィ、あんた、なんでそうあたしに親切なんだい？」

「……。オマエを殺し屋にしたくなかった。アタシも、ツヴァイも、そう思ってた」

「あたしはインフェルノのファントムだ。それに文句があるんなら、止めてみなよ。今、この場で」

　キャルは懐ふところに手を突つっ込むと、リズィを警けい戒かいさせないよう、ゆっくりと懐かい中ちゆう時計を取り出した。この精せい緻ちなゼンマイ細工に、思えば何度、決けつ闘とうのジャッジを務めさせたことだろうか。

　左の掌てのひらに載のせたまま、指先で蓋ふたを弾はじき開けると、いつもの儚はかない旋せん律りつが、夜の静せい寂じやくの中に広がっていく。

「曲が終わったら、あたしも抜ぬく。もし、それまでに撃うてないんなら……、あんた本物の甘ちゃんだ。死んで当然なくらいの、な」

「……!!」

　挑ちよう発はつを受け、リズィは柳りゆう眉びを逆立てる。だが……この成り行きは、何なのだ？

　リズィの記き憶おくに、クロウディアとの離り別べつの場面が蘇よみがえる。どうしていつも……最後はこういうことになる？

　キャルは間ま違ちがいなく撃つだろう。脅おどしじゃ、ない。

　オルゴールの旋律が裏付けている。

　義理も人情も通用しなくなる、ぎりぎりの極限まで自分を追いつめて……そうしてからキャルは、撃つ気なのだ。ただ一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんさえも、自分に許さないように。たとえ相手が、かつての仲間であろうとも。

　そんな風にキャルを撃つことが、自分にできるのか？　そうリズィは自問する。

　もしキャルが諦あきらめなかったら、あくまでインフェルノに逆らうつもりなら……。

　この手で、キャルを、殺せるのか？

　脳のう裏りを過よぎったのは……去っていくクロウディアの背中だった。

「……キャル、やめてくれ」

　食いしばった歯の隙すき間まから、リズィは言葉を搾しぼり出す。

「アタシは、オマエを撃ちたかぁない……」

　だがキャルは、乾いた薄うす笑わらいで応じただけだった。

　オルゴールの旋律が弛ゆるむ。

　どこかへ吸い込まれていくように、リズムが霞かすみ、消えていく。

　曲が……止やむ。

「キャル!!」

　パァン……

　リズィの銃じゆうは吼ほえることなく、ただ絶望的な叫さけびだけが夜気を裂さく。

　それに応こたえた９㎜パラベラムの叱しつ咤たは……リズィの悲ひ愴そうな声に比べると、あまりにも虚うつろな、乾いた響きだった。

「何で、撃てねぇかな。あんたは」

　蔑さげすむような目で、倒たおれるリズィを見下ろすキャル。その目は死神そのものだった。










　リズィをその手にかけたキャルは、その足で篠倉学園裏手にある廃はい墟きよにバイクを止めた。

　なにを考えるでもなくバックミラーを眺ながめている。

　リズィを撃った時、その手に残った銃の感かん触しよくが今も手に残っている。だが、ここまでやる必要はなかった。リズィを撃つなんてことは……

　なのに途中から、気がつけば歯止めが利きかなくなっていた。

　なぜ？

　問わなくとも、答えは判わかっている。ただ、認めたくないだけだ。

　心地よかった。それが理由だ。

　……だがキャル自身にも、解っている。そういう真似まねをするのは、いつだって負け犬なのだと。

　たとえば、もう顔も憶おぼえていないキャルの父親がそうだった。

　生きることに負けて、酒に逃にげ、子供を痛めつけるときにだけ、勝ち誇ほこったように嬉き々きとして……

　いつから、こうなったんだろうか？

　まるで自分の中に、御ぎよしきれない獣けものが棲すみ着いて……そいつの意のままに、操あやつられているような気分。

　キャルが憎にくんでいるのではない。憎しみがキャルを駆かっている。

　自分を捨てた玲二が憎いと、そう念じ続けているうちに、いつしかその想おもいは独り歩きを始めて、ついにはキャル自身を乗っ取ってしまった。

　誰だれが憎いというのでもない。ただ憎み、傷つけ、破は壊かいする……その愉ゆ悦えつだけが、今はキャルを突き動かす。

　もはや相手は誰でもいいのだ。玲二でも、アインでも、いっそサイスやリズィでも構わない。

（堕ちるところまで堕ちるんだぜ……）

　最後に叩たたきつけられた、リズィからの言葉が、痛みを伴ともなって蘇る。

「なんでだよ……」

　口に出して、キャルはそう呟つぶやいた。

（リズィ、あんた何で、あのとき撃うたなかったんだ……）

（あんたに撃ち殺されてれば、それで終わりにできたじゃないか……）

　誰に見られているわけでもなく、いつものように、１人……。

　これで何度目だろうか？　自分の中の獣に怯おびえ、自分自身に耐たえかねて、声もなく泣き始めたのは……

　壊こわれていく自分、狂くるっていく自分に恐きよう怖ふしながら、キャルは自らの膝ひざに顔をうずめ、ただひたすらに涙なみだを流すのだった。







　今日１日、礼拝堂の静せい寂じやくは、いつにも増して……まるで世界と切り離はなされているかのようだった。

　いつもなら、距きよ離りの隔へだたった校舎の活気が、風に乗って届くこともあったが……だが今日は、試験前日の日曜日だ。学園はまったくの無人である。校庭や体育館で、曜日を問わず行われる部活動の練習も、今日ばかりはない。

　エレンは、キャルの手紙を見てからそれまでの間、あらゆる場所を練り歩いていた。時には買い物客で賑にぎわう商店街、時には夜の町をさまよったりもした。それは、玲二の故郷を少しでも自分の記憶に留とどめておこうとするための行動だったのかもしれない。

　そして日曜日の朝を向かえ、学園裏手にある礼拝堂へと赴おもむいた。この静寂の空間は、いつも彼女を癒いやしてくれる。寂さびしさも、不安も、心から洗い流してくれる。だから、決着を付けるその時まで、少しでも長く、この静止した空気に身を浸ひたしていたかった。

　ステンドグラスから差し込む陽光は、じりじりと、緩ゆるやかに引き延のばされながら床ゆかを滑すべり……いつしか斜しや陽ようの朱しゆを帯びて、礼拝席を長く横切るまでになっていた。

　間もなく、キャルはやってくる。最後にもう一度、祈いのっておこう。エレンは祭さい壇だんの前に赴き、恭うやうやしく膝をついた。

（主よ……お赦ゆるし下さい）

（わたしは大切な人を謀はかりました）

（わたしは憎しみに胸を焦こがしました）

（そして今また、あなたの愛を拒こばみ、あなたの導きに背を向けて……）

（人を殺あやめんとしています）

（奈な落らくへと堕おちる我が魂たましいを、どうかサタンからお守りください）

（ここより旅立つ全ての魂が、どうか御おん許もとに召めされんことを）

（ここに残る全ての者が、いつか楽園に導かれんことを）

（もし、これより集つどう者達の罪つみ科とがが、あなたの愛を阻はばむなら）

（すべての咎とがは、どうか、わたしに、お与あたえください）

（７つの地じ獄ごくを巡めぐる贖しよく罪ざいが、永えい劫ごうに及およぼうと）

（もう、わたしは恐おそれません……）










　足を棒にして探し回ったものの、金曜の夜から姿を消したエレンの行方ゆくえは杳ようとして知れない。いたずらに時は過ぎ、ただ焦しよう燥そうばかりが募つのってくる。

　それともまさか、すでにエレンはキャルの手で……

　絶望的な推測に、その場で跪ひざまずきかかり、そんな自分を叱しつ咤たする。

　望みを捨てるな。今は悲観しているような時間はない。

　！

　脳のう裏りに、懺ざん悔げをささげるエレンが思い起こされた。

　あそこだ！




　ギィ……

　祈りを捧ささげるエレンは、礼拝堂の扉とびらが開く音を聞いて素す早ばやく振ふり向く。手を銃じゆうにかけ鋭するどい視線を扉の方向へと向ける。

「……玲二……!?」

「……すまん。脅おどかす気はなかったんだが」

　普ふ段だんなら、たとえ驚おどろきを顕あらわすことがあろうとも、すぐに平静を取り戻もどすエレンだったが……、今日に限っては、二の句も接げないほどに狼ろう狽ばいしている。

「どうして……どうして、こんな所に？」

「ここに君がいると思ったから。それとも、どうしてまだ逃にげていないのかって、訊きいてるのか？」

「……」

　無言のまま、ステンドグラスの聖者を見上げるエレン。

「やり残したことが、あったから」

「キャルか？」

「……」

「殺す気か？　あいつを」

「彼女は、あなたを許さない。インフェルノ以上の脅きよう威いよ。生かしておけば、これからも手段を選ばずに、あなたを脅かす」

　視線をこちらに戻し、凜りんとした口調でエレンは言葉を続ける。

「だから……わたしも、彼女を許さない」

「それで俺は、蚊帳かやの外か？」

「……」

「薄はく情じようだぞ。こんなやり方。なんで姿を消す前に、相談してくれなかった？」

「……相談してたら、納なつ得とくした？」

「……いいや」

　納得できたはずもない。だからといって……

「こんなのが、最善の方法だなんて、本気で思ってたのか？」

「ええ。今だって、そう思う。あなたに、キャルは撃うてない」

「……撃つさ」

　いつか戸と惑まどいを隠かくして口にした言葉を、今度こそ、決意を込めて言った。もう……覚かく悟ごは固めてある。

「撃たなきゃならない。全て俺のせいなんだから」

　薄うす闇やみにひっそりと聳そびえ立つ十じゆう字じ架かを、見上げる。贖罪の証あかし。悔かい恨こんの戒いましめ。

「あの刑けい具ぐにかけられた男は、人の罪を背負って死んだんだろう？」

「彼に救われた人々は、そのことを悔くやんで……２０００年も経たった今も、ずっと後こう悔かいし続けている」

「そんなの、俺は嫌いやだ。自分の罪を、人に肩かた代がわりしてもらうなんて……そのあとの後悔に、きっと俺は耐えられない。俺はあの子の人生を台無しにして、後戻りできないような所まで追いつめた……。だから俺が、あの子を殺す。あの子の怒いかりも、悲しみも……全て俺が背負う」

「……」

「たぶん、あいつが死んだとき、この世でいちばん悲しむのは俺だろう。俺ならキャルを悼いためる。だから俺が殺す。この手で決算したいんだ。彼女は俺の過去だから」

「……」

「君こそ先に逃にげてくれ。俺に構わず」

「嫌」

　……嫌……？

　いつものエレンなら、『駄だ目め』と言っただろう。それならまだ言い返す言葉も探せただろう。

「嫌よ。絶対に行かせない」

「なんで……」

「あなた、きっと死ぬから」

　堰せきを切ったように、エレンは言葉を吐はき出した。

「あなた、優やさしいもの。あの子を撃てるわけないもの」

「いや……」

「なら約束できるの？　必ず勝つって。そう誓ちかってくれるの？」

　必ず、勝つ……そんな無責任な誓いがあるものか。たとえ戦意がどうあれ、戦いの趨すう勢せいは、最後まで誰だれにも解らない。生と死は紙一ひと重えで決まる。その程度のことが、解らないエレンではないはずだ。

「あなたにだけは、やらせたくない。あなたに任せて、待つなんて、嫌」

「エレン……」

「私も残る。２人がかりなら、きっと勝てる」

「駄目だ……」

　もうこれ以上、キャルに卑ひ劣れつな真似まねはできない。

「解ってくれ、エレン。俺の務めなんだ。俺でなきゃいけないんだ。そうでなきゃ、俺達、堕おちる所まで堕ちちまうよ」

「……堕ちちゃ、駄目なの？　あなたも、わたしも、墜ちちゃ駄目なの？　それで生き延びられるなら……二人一いつ緒しよにいられるなら、わたしは、いっそ……」

　わななきながら吐き出すエレンを、最後までは言わせずに、固く胸に抱だきしめた。

「……言うな、それ以上は、言うな……」

　腕うでの中から、伝わる嗚お咽えつ……言葉もなく訴うつたえるように、弱々しく、何度も彼女は頰ほおを胸板にすりつけた。

「どうすれば……いいの？　わたし解らない。……こんなに恐こわいのに、こんなに嫌なのに、どうしたらいいのか解らない。こんなに……傍そばにいてほしいのに……」

　２人は、そんなにも多くを望んでるのか？　誰も傷つけず、誰にも脅かされず、ただお互たがいが傍にいてくれれば、それでいいと……そう祈いのっているだけなのに。

　なぜ、なにひとつ手に届かない？　運命は、２人から何もかも奪うばい尽つくすばかりで、決して何も与あたえてくれないのか？　それがこの世界の仕組みなんだろうか。

　手を伸のばせば、何もかも遠ざかってしまう。これからも、そうなのか？　たとえ今日の日を生き延びたとしても、２人は、２人のためには、なにひとつ手にできないのか？

「どうすれば、いいの？」

　声にならない声で、繰くり返しエレンが問う。

　せめて、いま摑つかみ取れるものだけは、貪むさぼり尽くしてもいい……。いま、２人の腕の中にあるものだけを……

「ただ、正直になるしかないさ。間ま違ちがってるかもしれないけれど、正直になるしかない」

「あ……な……玲二……？　な……何を？」

「エレン……」

　俺は抱きしめた。もっとエレンを身近に感じたかった。

　身体からだという檻おりに閉じこめられた２人の心を、ぎりぎりまで擦すり寄せたい。

「そんな……玲二……何、するの……？」

「……嫌いやか？」

　霞かすみのかかったような目を虚こ空くうに向けて、逡しゆん巡じゆんするエレン。

「エレン……君が、好きだ。君が欲しい。ずっと傍にいてほしい。死ぬときまで、ずっと」

「玲二……」

　潤うるんだエレンの瞳ひとみから、ついに涙なみだが溢あふれ出る。

「わたしは……あなたのものよ。わたしを、エレンと呼んでくれる、あなただけの……」

「エレン……！」




　手を握にぎりあい、並んで床とこ板いたに座り、俺とエレンは言葉もなく礼拝堂の静せい寂じやくに浸ひたっていた。外の陽ひ射ざしは、もうずいぶん傾かたむいた様子だった。色いろ鮮あざやかなステンドグラスの影かげ絵えが、長く引き延ばされて床ゆかに落ちている。

「キャルとは……もう、約束してるの」

　いつもの通りの、静かに抑おさえた声で、エレンは言った。

「今日の５時に、この礼拝堂で……って」

「……そうか」

　腕うで時計を確かめる。あと１時間弱、といった所か。

「どうしても……１人で、やるのね？」

　静かに訊きくエレンの声音は、むしろ感情が押し殺されているぶん、余計に痛ましく聞こえた。

「……約束するよ。必ず……俺は、勝つ」

「……」

「勝って……生きて、君の許もとに戻もどる。約束する」

「そう……」

　伽が藍らんを見上げたまま、安らかな声でエレンが呟つぶやく。

　だがその瞬しゆん間かん、玲二の延えん髄ずいに予期せぬ衝しよう撃げきが走る。

ズン!!

「エレン……、な、何を……」

　朦もう朧ろうとする意識を繫つなぎとめようと抵てい抗こうを試みるが、それはむなしいあがきだった。

「あなたは悲しむかもしれないけど、やっぱり彼女とは私が戦います。あなたに恨うらまれることになっても、あなただけは死なせたくないの……ごめんなさい……」




　エレンはそういうと、倒たおれこむ玲二を礼拝堂の外へ運び出す。

　キャルが現れるまであと30分。エレンはその時を礼拝堂でじっと待っていた。










　バイクを止め、ドライは心を静めようとした。

　自分を捨てた玲二が憎にくいのか？　玲二を奪ったアインが憎いのか？　もう、どうでもいいことのような気もする。玲二に、アイン……あの２人に安息の場所はない。地の果てまで追われ、狩かり立てられるだろう。

　この楽園のような国にいれば、誰だれであれ幸福を分け与えられるはずなのに、過客の２人には、それさえも叶かなわない。自分でなくても誰かが殺す。生かしておけぬほど憎いとしても、捨て置けば済むことなのだ。手ずから殺す必要が、どこにある？　この身を憎しみに焼く必要が、どこにある？

　それは……キャルが独りだからだ。赦ゆるせば、今日までのすべてが噓うそになるからだ。

　この２年、キャルが何を求め、何に飢うえ、何を想おもって泣いてきたか、誰一人として知る者はいない。

　やがて時が経たてば、今日までキャルが過ごしてきた時間は、誰の記き憶おくにも残らないまま、すべてが忘れ去られるだろう。たった独りで生きてきた自分など、いなかったも同然なのだ。今日までの涙も、苦痛も、すべてが無かったことにされてしまう。

　それだけは、耐たえられない。許せない。あまりにも……フェアじゃない。

　誰かの胸に、自分という存在を刻み込むことができるとすれば、憎み、傷つけ、恐きよう怖ふさせる……ただそれだけしか、キャルは術すべを知らない。だからそのように、生きてきた。

　今から臨む決けつ闘とうも……勝とうが、負けようが、実のところはどうでもいい。ただ、エレンが恐怖し、玲二が悲しみに身を捩よじるほど、戦いが熾し烈れつであればいい。

　生き延びた者は、今日の日のキャルを決して忘れることなく憎み、恐怖し続けるだろう。望むところは、それだけだ。

　時間だった。

　最後にバックミラーを覗のぞき、自分を確かめる。鏡の中の少女は、とても見ていられない面相だった。

（馬ば鹿か野や郎ろう……）

　そうキャルは、自分自身に檄げきを飛ばす。

（そうじゃないだろう？　ファントムは。ちゃんと死神の顔をしていけよ……）

　胸に溜たまったものの中から、ありったけの凶まが々まがしいものを集めて口元に装よそおうと、キャルは礼拝堂に入っていった。







「正確ね」

「玲二はどうした……」

「彼は来ないわ、代わりに私があなたの相手をする」

　本来なら、自分と玲二が決着を付ける場面である。一瞬怒いかりが脳天へこみ上げてくるが、すぐさまその激情は抑おさえられた。

　アインがいるということは、おそらく玲二にはこの決闘のことは伝わってないのだろう。

（最後まで思い通りにはいかないもんだね……）

「こっちは誰だれが相手でも構わねえ。玲二が来ないならあんたを倒してヤツを追うまでだ」

　そう告げると、祭さい壇だんの前で２人は対たい峙じした。

「申し合わせるほどの、ルールはないな」

「そうね」

「だが、脈みやく絡らくなく始めるってのも芸がない」

　そう言ってキャルは、懐ふところから取り出した懐かい中ちゆう時計を、祭壇の真ん中に置いた。

　指先で弾はじいて蓋ふたを開けると、オルゴールのか細い調べが、重い沈ちん黙もくの中で囁ささやくように、演奏を始める。

「曲が終わったら、始めよう。それまでに、祈いのっとくんだね」

　後ろ足に、祭壇から退くキャル。エレンもそれに倣ならって、距きよ離りを取る。

　キャルは神父室の前に。エレンは聖歌隊席の傍かたわらに。

　在りし日の賛美歌の残ざん響きようのように……旋せん律りつは細く、優やさしく薄うす闇やみの世界を満たしていく。

　幾いく度どとなく聞いて、キャルの鼓こ膜まくに刻み込まれた、名も知らぬ曲。

　この曲を聞かせてなお、まだ生きているのは、キャルにこの時計を買い与あたえた男だけだ。

（我に来よと主は今優しく呼び給たもう）

（などて愛の光を避さけてさまよう）

　細いメロディに、囁くような歌唱がそっと乗せられるのを聞いて、キャルは眉まゆを顰ひそめた。

（帰れや……我が家に帰れや……と主は今、呼び給う）

　歌うエレンも、当然、キャルの戸と惑まどいに気づきはしなかった。彼女はただ、聞き知った旋律を耳にして、つい歌詞を唇くちびるに昇のぼらせたに過ぎない。

（疲つかれ果てし旅人重荷を下ろして、来たり憩いこえ、我が主の愛のみもとに）

　賛美歌、第５１７番……『Jesus Is Calling』

　それが主の慈じ愛あいを讃たたえる曲だったとは、キャルには知る由よしもなかった。

（帰れや……我が家に帰れや……と主は今、呼び給う）

（迷う子らの帰るを主は今、待ち給う）

（罪も咎とがもあるまま来たりひれ伏ふせ）

　高く、細く、粛しゆく々しゆくとオルゴールは旋律を奏かなでる。まるで秘めやかな宇宙の鼓こ動どうのように。

　そのリズムが、ゆるやかに鈍にぶりはじめる。曲の終わりが……近い。

（帰れや……我が家に帰れや……と主は今、呼び給う）

　そして……静せい寂じやくに世界が凍こおる。




　パァン!!




　闇の底から意識を取り戻もどしたとき、銃じゆう声せい以外の音は耳に届かなくなっていた。

　キャルの銃から放たれ薄闇を薙なぎ払はらう５・56㎜高速弾だんの一掃そう射しやを、一いつ瞬しゆん早く側そく廊ろうに飛び込んだエレンは、柱の陰かげでやり過ごした。

　初弾での必殺を逃のがしたキャルもまた、迷うことなく背後の側廊へと身を躍おどらせる。

　刹せつ那なの遅おくれで、エレンの持つ銃もキャルの身体からだを捉とらえ損そこねた。

　信徒席の列を間に挟はさみ、左右の側廊から交わされるフルオート射しや撃げきの応おう酬しゆう。

　ステンドグラスの光の中を、死の旋せん風ぷうが乱れ飛ぶ。

「やめるんだ!!　２人とも!!」

　吼ほえ猛たける銃声の前に、もう言葉は用を成さない。止める手段はただひとつ。

　汗あせの滲にじんだ掌てのひらの中に、銃の重みがずっしりとのしかかる。

　マズルフラッシュの明めい滅めつに、堂内を影かげ絵えが躍おどり狂くるう。

　アインが銃撃を打ち切った後も、なお執しつ拗ようにキャルは乱射を続けた。

　建材がコンクリートでは、貫かん通つうも跳ちよう弾だんも望めない。

　が、狭せまい側廊の中にいる相手なら、飛び散る破片で負傷を負わせる手もある。

（エレンは、側廊のどこに……）

　粉ふん塵じんの中に目を凝こらしたそのとき、疾しつ駆くする影がステンドグラスの輝かがやきをかげらせた。

　いつの間にかエレンは、側廊を祭壇側の端はしまで移動していたのだ。

　信徒席の陰に隠かくれるように姿勢を低くしたまま、エレンは祭壇の前を駆かけ過ぎる。

　逃にがすまじとその後を追うキャルの銃口。

　キャルが放った５・56㎜高速弾の一掃を受けた信徒席が、グラインダーに削けずられるように端から吹ふっ飛ばされていく。

　その火線の切っ先の一歩先を、疾しつ風ぷうのようなスピードで駆けるエレン。

　ついに彼女は、キャルの側の側廊に転がり込むや否いなや、身を横たえたまま短機関銃を片手保持で発はつ砲ぽうした。

　キャルの持つ銃は、取り回しの容易さが取り柄えのブルバップ＝ストックタイプだが、ここまで狭い空間で、しかも相手は大型拳けん銃じゆうと同サイズの短機関銃である。コンマ数秒の動作では遅おくれを取らざるを得ない。キャルが振ふり向いて、柱の陰へと身を退くまでの僅わずかな隙すき……毎秒20発を放つ銃口の前で、それは致ち命めい的な隙だった。

　その刹那、キャルは信じがたい挙に出た。

　銃を右手を放し、左手で摑つかんだフォアグリップを軸じくに、銃口をトンファーのように回転させて、咄とつ嗟さに銃を上向ける。

　そうやってキャルは、エレンの銃撃から逃のがれそこなった右半身をストックでカバーした。

　彼女の肩かたを襲おそうはずの銃弾は、グラスファイバー製のストックを撃うち砕くだくに留とどまった。

　そのままキャルは、信徒席の真ん中へと身を投げ出しながら……まだ空中にいるうちに、用を成さなくなった銃の残ざん骸がいを手放して、腰こしの後ろから２丁ちようの自動拳銃を同時に抜ぬき放つ。

　エレンもまた、撃ち尽つくした短機関銃を捨て、リボルバー式の拳銃を手に飛び起きていた。信徒席の陰のキャルを目め掛がけ、エレンの銃が息もつかせぬ６連射!!

　そうしながらもエレンは横走りで祭壇の陰まで移動して逃げるキャルと間合いを詰つめる。

　だが、その轟とどろきが鳴り止やむのを待ち受けて、キャルもまた告こつ悔かい席へと突とつ進しんしながら、横ざまに２丁拳銃の連射を返す。リボルバーとは比ひ較かくにならない、自動拳銃２丁の弾幕が、エレンの隠れた祭壇を襲う。

　祭壇の陰から、使用済みのスピードローダーを投げ捨てるエレン。それを見咎めたキャルは、エレンの応射に先さき駆がけて、いち早く告悔席の中に身を潜ひそめる。

　らしくない。エレンの戦い方には、彼女ならではの慎しん重ちようさがまるでない。

（これじゃまるで……キャルじゃないか）

　エレンはまた無む為いに６発全弾を撃ち尽くし、そこを待ち受けていたと言わんばかりに、キャルの９㎜パラベラムの嵐あらしが、祭壇に浴びせかけられる。

　戦いは、完全にキャルのペースで進んでいた。乱れ撃ちによる力押し。互たがいに弾幕を張り合う火力勝負。この有様では、ファイアパワーで勝るキャルが圧あつ倒とう的に優位だ。武装の違ちがいも弁わきまえず、なぜこうも安々とエレンはキャルのペースに乗せられてしまったのか？

　……いや、本当にそうなんだろうか。ペースに乗せられているのではなく、敢あえて乗っているのだとしたら？

　その閃ひらめきに、戦せん慄りつを感じた。

　キャルの戦法は、ただ苛か烈れつなばかりで、実際のところ変化に欠ける。

　そうだ、すでに見切られた戦法を、勢いに乗って繰くり返していたら……

　優勢で押しているつもりが、実は相手の掌の上で躍らされる羽目になる。

　エレンは、ただ押されているだけじゃない。キャルを、キャル自身の戦法に潜む〝パターン〟という罠わなに、周しゆう到とうに誘さそい込もうとしている。

　キャルの銃撃の途と切ぎれ目に、あろうことか、エレンは祭さい壇だんの陰から飛び出し、三たび再装そう塡てんした銃を乱射しながら、キャルの隠れた告悔席へ向かって突進する。

　自殺行こう為いに等しいエレンの突とつ撃げきに、キャルは勝利を確信しただろう。

　告悔席まで辿たどり着く前に、エレンは装そう弾だん数の６発を撃ち尽くす。その後は身を隠す場所もなく、ただキャルの銃弾の的になるだけだ。信徒席を駆け抜けながら、片手で撃ちまくるエレンは、もはや狙ねらいを定めてすらいない。

　当然だ。実のところ、６発のマグナム弾など、当てるつもりすらないのだから。

　告悔席に引っ込んだキャルは、６発目の銃声を待ち受けるばかりで、エレンの姿勢に注意を払っていない。

　無論、エレンが背中に回した左手にも……その手に携たずさえられたサバイバルナイフにも気付いていない。

　刃はを指に挟んで構え、エレンはナイフを投げつける気だ。

　エレンの銃じゆうが沈ちん黙もく、してやったりとキャルが告悔席から身を乗り出したその瞬しゆん間かん!!

　エレンの必殺の７発目が放たれる!!

　それを予期すらしていないキャルには、避さける術などありはしない……。

　あらぬ方向へと飛び過ぎる、６発目のマグナム弾。

　同時にエレンの左手が、アンダースイングで伸のび広がる。

　そうとは知らず、チャンスとばかりに告悔席から躍おどり出るキャル。

　刃のきらめきが宙を縫ぬう。
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「キャル!!」

　無意識だった。

　横から飛び出してキャルの上体に覆おおい被かぶさったとき……キャルの銃に撃うたれることさえ意に介かいしていなかった。

　ドスッ!!

　ナイフの輝き線せんと、キャルの身体と……その直線上に身を割り込ませる、ただそれだけしか頭になかった。

　焼けつくような衝しよう撃げきを、左ひだり肩かたに感じたときも……、それを痛いと思うよりも、間に合った安あん堵ど感が先に立っていた。

『なんでだよ……』

　すぐ耳元で、声がする。

　懐なつかしい声。懐かしい吐と息いきと、髪かみの匂におい……。

『何だよ、それ!?　そんなのアリかよ!!』

　取り乱した詰きつ問もんの声に、懐かしい面おも影かげが重なる。

「済まんな……やっぱり俺、噓うそ、下手だよな」

　冷たい石の床ゆかに、仰あお向むけに転がって……キャルは、覆い被さった玲二の重さと、その血の生温かい感かん触しよくだけを感じていた。

　玲二が左肩で受け止めた刃……キャルの喉のどを目掛けて宙を飛び、狙ねらい過あやまたずそこに突つき刺ささるはずだったナイフ。

　なぜに、護まもった？　身を挺ていして玲二が守るのが……なぜ、この自分なのだ？

　その問いが、頭の中をぐるぐると駆かけ巡めぐり、キャルの一切の思考を麻ま痺ひさせる。

　宙を仰あおいで転がっているうちに、いきなり玲二の身体からだが、自分の上から引き剝はがされた。

　アインだ。慌あわてず騒さわがず玲二の傷を検あらため、動脈が破れていないのを確かめてから、慎しん重ちようにナイフを抜く。

　ぐったり項うな垂だれた玲二は……意識を取り戻もどす様子はない。

「何で……」

　キャルは口に出して、訊きくしかなかった。訊く相手も、一人しかいなかった。

「解らない？」

　いつものように、冷たく抑よく揚ようのない声で、アインはにべもなく問い返してくる。

「これが彼の望んだ結果だったから」

「な……」

　食い下がろうとしたところを、アインが手で遮さえぎって止める。

　エレンは先ほどキャルに投げつけたナイフを使って、自らのスカートを破き始める。そして、その布を玲二の傷口に撒まきつける。今は玲二の手当てを最優先に考えてのことだった。

　自分を庇かばい、傷つき床に倒たおれている玲二を見て、キャルの脳のう裏りには、２年前玲二と過ごした日々が甦よみがえってくる。

　玲二と過ごした輝かがやいてた日々。姉と慕したう女性が死に、孤こ独どくとなった自分に手を差し延べてくれた玲二。玲二がいなければ、自分はあの時のたれ死んでいてもおかしくはなかった。

　そう思うと、自然と涙なみだがあふれてきた。

　あの日、玲二と過ごしたあのロフトが爆ばく炎えんに包まれ、ひたすら玲二を待ち続けた自分の本当の心が理解できた。

（あたしは、ずっと待っていたんだ。玲二が帰ってくるのを……。今まで、ずっと……）

　今なら信じられる。自分の命を投げ出してまで他人を救おうとする人間が、自分を見捨てるわけがないと。

　今玲二は帰ってきた。２年という歳月はたってしまったが、玲二は約束どおり自分のところへ帰ってきたのだ。

　もうキャルの表情からは、以前の邪じや悪あくさは消えていた。今ここにいるのは、かつて純じゆん粋すいな心で玲二と向き合ってきた１人の少女であった。

　すべてが２年前に戻ったのだ。










「うぅ……」

「あっ、気がついた!!」

　どうやらキャルに膝ひざ枕まくらをされているらしい。真っ直ぐ前を見ると、逆さまで俺の顔を覗のぞき込むキャルの姿が目に入ってくる。そして右みぎ脇わきにはエレンが鎮ちん座ざしてこちらを見ている。

　状じよう況きようを判断するに、戦せん闘とうは中断されているようだ。それにキャルの顔が驚おどろくほど明るさに満ちている。さっきまでとは別人だ。まるで、２年前のあの無む邪じや気きなキャルを、そのまま大きくしたような、そんな安堵感さえ感じる。

「ごめん、ごめんね、玲二……。あたしがバカだったばっかりに……」

　そんな考えを遮るかのように、キャルが話しかけてくる。

「もう、気は済んだのか？」

「うん……。だって２年もかかったけど、また玲二と会えたんだから……」

　うっすら涙を見せるキャル。

　だが、いつまでもここにじっとしているわけにもいかない。なんといってもまだサイスが残っている。ヤツが俺達をこのまま見み逃のがすとは到とう底てい考えられない。

　おそらく、この戦いをどこかで笑っているはずだ。

（今のうちに行動を起こさなくては……）

　なんとか起き上がろうとするが、左ひだり肩かたの傷のせいで左ひだり腕うでが動かず、思うように起き上がれない。

「あまり、動かないで……」

「傷は浅かったけど、しばらく腕は使わない方がいいよ」

　エレンとキャルが、ほぼ同時に声をかけてくる。

　そっと肩に触ふれてみると、素す肌はだの上にきつく布が巻かれている。骨も筋も無事なようだし、神経をやられた様子もない。エレンのナイフを受け止めて、この程度で済んだなら僥ぎよう倖こうだ。

「いつまでもここにいちゃ危険だ。あの男……サイスがどんな手を打ってくるか……、早くここを離はなれた方がいい」

　俺の意図を汲くみ取ってか、エレンは静かに俺の右脇から体を支えるようにして、自分の体を入れてくる。

　エレンに支えられ、なんとか立ち上がることはできた。俺を膝枕していてくれたキャルも、その場で立ち上がる。

　そしてその場を去るべく１歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、礼拝堂に聞きなれない女の声が響ひびき渡わたる。

「なかなかに面おも白しろい戦いでした。まさか、ドライが和解するとは思いませんでしたが……」

（この声は……）

　玲二とエレンにはほとんど聞き覚えのない声。しかしキャルはこの声に聞き覚えがあった。

「てめぇ、フィーアだな!!　何の用だ!!」

　聞いた事もない名前……。だが、想像はつく。ドイツ語で〝４〟を表す言葉。そんな名前をつけるヤツがいるとすれば、俺達の知ってる限り１人しかいない。

「われわれは、これからあなた達に攻こう撃げきを仕し掛かけます。死にたくなければ全力で抵てい抗こうしてください」

　にべもなく告げる、さっきとは違ちがう女の声。こんな状態で攻撃されたらひとたまりもない。

「街へ逃にげても結構ですが、いらぬ被ひ害がいを出したくなければ、この学園の敷しき地ち内を動くにとどめておくべきでしょう。われわれは一いつ般ぱん市民の命など、なんとも思っておりませんから」

　こちらの手の内を読むようにして、事実上の宣戦布告は続けられる。

「15分の猶ゆう予よを与あたえます。それまで、お好きな行動をとってください。15分経過したら、我々は狩かりを開始します。では……」

　また別の女から言葉が告げられる。そしてその言葉を最後に、この場から気配は消えていった。

「キャル、ヤツはサイスの……」

「うん、アインと同じ、サイスに調整された兵士達だよ」

「そうか……」

「あいつらは、私達と違って集団戦闘を目的に調整されてる。それがサイスの次のテーマでもあったから……」

　どうする……。

　思った以上に厄やつ介かいそうな相手だ。俺がこんな状態でなければ、キャルも仲間にいる以上、少しぐらいの戦力差など跳はね返す自信はあるが……。はっきりいって、今の俺は足手まといにしかならない。

「とにかくこの場を離れましょう。ここでは地形的に不利だわ」

　冷静に判断を下すエレン。さすがにこういう時は頼たよりになる。

　とりあえず、激げき闘とうの爪つめあとを残す礼拝堂を後にする。おそらくこれが日本での最後の戦いになるだろう。

　なんとしても生き延びなくては。でないと、ここまでの苦労はまったくの無む駄だに終わる。あんなヤツのために、上手くいきかけているこの流れを止めたくはない。

　エレンとキャルの表情を見つめ、決意を新たにする。すべての元げん凶きように決着をつけるために……。
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　外は、完全に宵よい闇やみが落ちている。俺達３人は篠倉学園西にし棟とうにある教室に陣じん取どっていた。

　篠倉学園は、山中に孤こ立りつしているので、人数を嵩かさにかけて追い立てられては逃げ延びる望みはない。

　俺達が生き延びるためには、抗こう戦せんするしかなかった。

　まず、広い校舎に追っ手を散開させてから、ゲリラ戦で各個撃げき破は。そうしてある程度混乱させたところで、連中の車を奪うばって逃とう走そうする……。それが３人で出した結論だった。

　人気のない校舎の中で、闇に沈しずんだ礼拝堂の森の方角を窺うかがう。どうしたことか、敵は一向に校舎までやってくる気配がない。ただ不気味な沈ちん黙もくが、無人の校舎を占しめている。

「残ざん弾だんは？」

　２人にそう聞くと、エレンは手にした銃じゆうに冷たい視線を向ける。

「この１ラウンドと……あとはローダー２つ」

　かくいう自分も似たようなものだ。こんなことなら、もう少し多めに弾たまを持ち歩いとくべきだった。

「あたしは銃が２丁とマガジンの予備が１個ずつってとこ」

　３人とも、残弾が心もとないのは同じのようだ。これでどうやってこの窮きゆう地ちを乗り切るか？

「キャル、ヤツらの戦力はどの程度か判わかるか？」

　さっきの声に対し〝フィーア〟という名前で呼んでいたキャルである。それなりの情報を持っているとは思うのだが……。

「全部で６人かな。確か、数字の〝９〟までいたと思ったから……。当然サイスは抜ぬいてるよ」

「実力は、どの程度なんだ？」

「全員を知ってるわけじゃないけど、それぞれ得意分野が微び妙みように違ちがうんだよね。でも、さっきのフィーアってやつは、まぁ、あたしよりちょっと劣おとるかな、銃を使った戦せん闘とうでは」

「そんなヤツらが６人か……」

「でも、この子達の他ほかに、インフェルノの手勢が出てくることはないわ」

　エレンが玲二とキャルの会話に割り込んでくる。

「……どうしてそう思う？」

　遠くを見つめるエレンの眼まな差ざしに、ふと、いつか懐なついたもどかしい距きよ離り感を思い出す。……まだ彼女がアインと呼ばれていた頃ころ。誰にも理解が及およばないほど遠く、そして限りなくサイスに近かった少女。

「あの人が動くのは、他にけしかける相手がいなくなった後……。いつだって、最後の最後よ。そして、いざ行動に移るとなれば、側近しか使わない」

　エレンがそう言うのなら……おそらくそれは正しいだろう。誰よりもサイスのことを理解しているのは、ほかならぬエレンなのだから……。

「こいつらは……あたしが囮おとりになって引き付けるよ。あんたはその隙すきに、サイスを探し出して。奴やつのことだ。きっとどこかで見物してる」

　思い切ったキャルの提案。だが、それは作戦と呼ぶにはあまりにも無む謀ぼうな申し入れだった。

「無茶よ。あなた独りで何人を相手にすることになるのか……」

　だが、現状ではその作戦が一番有効だというのはエレンにも分かっていた。

「司し令れい塔とうはサイスだ。奴さえ叩たたけば、どうにかなる。……それに、奴の手の内が読めるとしたら……それは、君しかいない」

　今はこの作戦に賭かけるしかない。確かにやばい賭けだが、正面切って戦うより可能性はあるだろう。

　２人の言葉を聴きいて、エレンは表情を冷まして押おし黙だまる。今は、感情に流されていい場面じゃない。プロとして、よりベストの判断を取る。勝率と確実性、それがすべてなのだ。

「わかったわ……。キャル、玲二はあなたに任せるわ。彼を守ってあげて」

「言われなくても」

「……気をつけて、玲二」

「君もな」










　同じ場所に居続けては危険なので、先ほどいた教室から別の教室へと移動した。だが、想おもいは、趨すう勢せいも判らぬ敵よりも、エレンとサイスとの対決に飛ぶ。

（本当に……これでよかったのか？）

　彼女なら、サイスの手の内を見み透すかせる。その点は間ま違ちがいない。だが……エレンにとってサイスとは、いわば父親も同然の存在ではないか？　そんなサイスとの対決をエレンに強要してしまって……それで本当に良かったんだろうか？

　かつてのエレンの、サイスに対する依い存ぞんぶりを思い出す。一度ならず命を投げ出してまで、サイスを守ろうとしたエレン。

　確かに彼女は、もうアインと呼ばれていたころの彼女じゃない。

　だが……いや、だからこそ、危あやうい。

　……忘れろ。そして信じろ。

　敵はサイス麾き下かの精せい鋭えいだ。心を煩わずらわせたまま、片手間に相手ができるほど、やわな連中ではない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。アインなら」

　俺の不安を見透かすように、静かに呟つぶやくキャルの声には、固い確信があった。

「あの子、ぞっとするほど強いから……」

「そうか、キャルも身をもって思い知らされたんだったな」

「ごめんね……。みんな……あたし１人が、馬ば鹿かだったせいで……」

　唐とう突とつに、悔かい恨こんに、震ふるえる声でキャルが話しかけてくる。

「あたし……リズィのこと撃うっちゃった」

「やめろ。巻き込んだ俺が悪い。おまえの……せいじゃない」

「でも……」

　冥くらい目をして、キャルは押し黙った。

「リズィを撃ったのを忘れろとは言わない。だが、今はそのことは言うな」

　ほんの数すう瞬しゆん、沈黙があたりを支配する。そしてそれを破るように、キャルが俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「……あのさ、玲二」

「ん？」

「お願いがあるんだけど」

　妙みように言いにくそうに、小さい声で、顔色を窺うかがってくるキャル。その表情を見て、初めて服を買ってやった時のことを思い出した。弾はずむような笑え顔がおを見せて、はしゃいでいたキャルの顔を。

「何だ？」

「ギューってして、いい？」

「……へ……？」

　これから戦いが始まろうというのに、予想だにしないキャルの〝お願い〟に、ちょっと間ま抜ぬけな返事を返してしまった。そしてこちらの返事を待つことなく、キャルは俺に抱だきついてくる。

「お前……俺、怪け我が人なんだぞ」

「玲二は、じっとしてるだけでいいから、ね」

「……」

「ね、玲二……あたし大きくなったかな？」

　まだ成熟には至ってないとはいえ……２年前からは想像もつかないほどに艶つやを増した少女。

「すごく綺き麗れいになった、キャル……」

「嬉うれしい……。ね、傷……痛む？」

　締しめ上げられた刺し激げきが、総身に走り……肩かたの傷が、ズキリと痛む。

「ちょっと、な」

「愛してる。玲二……」

　傷の痛みとキャルの両りよう腕うでによって、身動きできない状態であるが、頭の両脇わきで小さな金属音がしたのを聞き逃のがすことはなかった。

（今のは……銃じゆうの撃げき鉄てつを起こす音……？）

　そして、すべてが一いつ斉せいに動き始めた。

　身体からだの上で身を起こすキャル。その左右の手に光る白銀の光こう沢たく……。

　ガン!!　ガン!!　ガン!!　ガン!!　ガン!!　ガン!!

　教室の窓が砕くだけ散り、風を巻いて躍おどり込む白い影かげ。

　炎ほのおが吼ほえる。まるで機関銃のような、２丁ちよう拳けん銃じゆうの猛もう連射。硝しよう煙えんに焼けた空から薬やつ莢きようが降り注ぐ。

　一体いつの間に、キャルは２丁の銃を抜ぬいたのか。

　窓から突とつ入にゆうしてくる敵の気配に、いつから気がついていたのか？

　謝肉祭のマスケラを顔に塡はめ、突とつ撃げき銃じゆうを携たずさえた少女が、ねじくれた姿勢で目の前の床ゆかに墜つい落らくしてきた。白かった装しよう束ぞくが、半身を鮮せん血けつに染めている。

　窓から躍り込み、まだ宙を飛んでいたうちに、十数発の９㎜弾だんを浴びて絶命し……彼女も、何が起こったのかさえ判わからなかったに違ちがいない。

「玲二は、殺させない!!」

　顔を寄せ、瞳ひとみを見開いて、掠かすれた声を吐はき出すキャル。

　まるで猫ねこ科の猛もう獣じゆうが、喉のどの奥で鳴らす威い嚇かくの唸うなりのように、その声は凶まが々まがしく獰どう猛もうだった。

「神様も、悪あく魔まも、知ったこっちゃない。玲二の命も、あたしの命も……誰だれにも渡わたしてやるもんか」

　キャルに抱きしめられたそのままの姿勢で見守ることになった殺さつ戮りく劇。

　返り血を浴びながら……それでもキャルは美しかった。まるで生いけ贄にえの血を捧ささげられた、狩しゆ猟りようの女神の彫ちよう像ぞうのように。

「キャル……」

「脅おどかして、ごめんね」

　そう無む垢くな微笑ほほえみを返す顔には、たった今、人１人を殺した残ざん忍にんさも獰猛さも、片へん鱗りんも見当たらない。そんな彼女を前にして、ただ呆あつ気けにとられていた。

「あたしは死なない。玲二も死なせない。だって、やっと会えたんだもん。生き延びるよ。どうやっても」

「……お前……」

「そんな神しん妙みような顔しないでよ。何とかなるって」

　そうこともなげに言うキャルの顔には笑顔が浮うかんでいる。

「玲二は無理しないでいいからね。ともかくここは動こう」

　キャルは殺した刺し客かくの持っていた突撃銃を回収し、状態をチェックした。

　さっきまで、子供のような笑顔で抱きついてきたというのに、今はもう毅き然ぜんと戦いに臨んでいる。

　女というのは、ここまで雄お々おしく、猛たけ々だけしく……そして恐おそろしくなれるものなのか？










　奇き襲しゆうは失敗……。フェンフの応答がない以上、疑念の余地はない。

　校内の各所に散ったまま、フィーア、アハト、ノインは、歯を打ち鳴らす独自の信号で、通信機越ごしに討議する。

　標的が油断しきっていたために、フェンフだけで突入を決行したが、どうやらドライを甘く見ていたらしい。

　……そこで、中庭に潜ひそむアハトが、危急を意味する信号を打った。

（渡り廊ろう下かをドライが横断中。東ひがし棟とうへと移動する模様……）

　奇妙だった。死んだフェンフからの最後の通信では、ツヴァイも同どう伴はんしていたはず。

（罠わなか？　囮おとりか？）

　だがどんな局面を迎むかえようと、画一化され、調整を受けた少女達の戦術的思考は、即そく座ざに共通判断を導き出す。

（アハト、ノインはドライを追つい撃げきして東棟へ）

（その間、フィーアは西棟を掃そう討とうし、ツヴァイの生死を確かく認にんした後、別経路からドライを奇襲）

（挟きよう撃げきして殲せん滅めつする……）

　導き出された分担のままに、仮面の少女達は行動を開始した。










　今、俺とキャルは二手に分かれている。キャル独りを戦わせるのは気が引けたが、この怪け我がでは、足を引っ張るのが関の山だ。仕方なく彼女の指示に従い、今いる西校舎の３階で、息を潜めていることにした。その間、キャルは東校舎に場所を移し、残りの敵をおびき出して始末するという。

　……だが、目論見は甘すぎたようだ。ひっきりなしに轟とどろく銃声は、間ま違ちがいなく階下から聞こえてくる。室内戦のセオリー通り、身を隠かくせそうな場所には片かたっ端ぱしからフルオート射しや撃げきを浴びせて蜂はちの巣すにしているのだろう。少なくとも１人は、この西棟に留とどまって、念の入った掃討を続けている。

　やむを得ない。やはりここは、自力で活路を開くしかないようだ。だが、どうするか？　貫かん通つう力の高いライフル弾の前には、机やロッカー程度では遮しや蔽へい物の役割を果たさない。迂う闊かつに待ち伏ぶせなどしようものなら、潜せん伏ぷく場所もろとも蜂の巣にされる。だが、敵が１階２階と順じゆん繰ぐりに攻せめ上ってくるならば、まだ小細工を弄ろうする時間はある。

　まず教室を片っ端から渡わたり歩いて、掃そう除じ用具入れのロッカーからバケツとモップをかき集める。それぞれ５組ずつ揃そろったところで、目についた黒板消しクリーナーを銃じゆう底ていで叩たたき壊こわし、壁かべに這はわせてあった電源コードだけを回収する。そして戦利品を抱かかえたまま、廊下に並ぶ男子、女子用のトイレを目指す。

　隣となりの女子トイレの方が個室の数は多いのだが、先に掃討されるのは、より階段に近い男子トイレの方だろう。

　蛇じや口ぐちという蛇口を動員して、５個のバケツに水を張り……それをひとつずつ個室に持ち込んで、便器の上に載のせていく。右みぎ腕うで一本での労働に、額に脂あぶら汗あせが浮き、傷がじくじくと疼うずきはじめる。だが構ってはいられない。

　バケツを配置し終えたところで、内開きの扉とびらに、中からモップを凭もたれさせ、モップの柄えの重みで扉を閉ざす。

　こうして５つすべての個室の扉が閉ざされたところで、最後に、奥にある換かん気き扇せんから電源コードを引き抜いて、教室から持ってきた分を縒より合わせ、タイル張りの床ゆかまで垂れるだけの長さに延長する。

　じつに簡素な罠だが、うまく引っかかれば１人は着実に殺せるだろう。あとは、どこに身を隠すかだが……。

　突とつ撃げき銃じゆうの咆ほう吼こうは、着実に近づいてきている。もう２階まで蹂じゆう躙りんし尽つくした様子だ。いよいよ……来る。




　１階、２階を蹂躙したのと同じ要領で、フィーアは各教室を、端はしから虱しらみ潰つぶしに確保していった。疑わしき物もの陰かげには、容よう赦しやなく５・４５㎜弾の雨を浴びせ、脅きよう威いの有無を確かめる。猫ねこの子一匹ぴき逃のがれられない、徹てつ底ていした掃討だった。

　４つ目の教室に踏ふみ込む前に、フィーアは廊下の対面にあるトイレに向き直った。まずは手前の男子トイレからだ。突撃銃を腰こしだめに構えたまま、薄うすっぺらいドアを蹴け破やぶって……そこでフィーアは異状を認めた。

　ここのトイレの個室は、扉が自重で内開きになる構造になっている。すでに階下で確認済みだ。個室が無人なら、開け放たれた扉でそれと判わかる。

　にも拘かかわらず、５つの個室すべてが、まるで中に誰かいるかのように、ぴったりと扉を閉ざしていた。

　勿もち論ろん、その程度で躊ちゆう躇ちよするフィーアではない。個室の中に誰が居ようと、突撃ライフルの前には丸まる裸はだかも同然だ。

　これまでと同様に、フィーアは横よこ薙なぎのフルオート掃そう射しやで、五つの個室すべてを撃うち抜いた。各々の個室の中で、銃じゆう弾だんを受けたバケツが転てん倒とうし、一いつ斉せいに中の水を床面にぶちまける……無論、その様相はフィーアの目に届くものではない。

　ただ彼女に見えたのは、蜂の巣になった個室の下から、堰せきを切ったように溢あふれ出る水と……、そして奥の換気扇の真下あたりで、まばゆく飛び散った漏ろう電でんの火花だけだった。

　罠……そうフィーアが気付いた直後、数百ボルトの交流電圧に沸ふつ騰とうした流水が、彼女の爪つま先さきを濡ぬらしていた。悲鳴と漏電のスパーク音が、耳を聾ろうする銃声にとって代わる。




（かかったか……）

　隠れていた女子トイレから出て、隣を窺うかがう。

　男子トイレの奥では、今も水みず浸びたしのコードが火花を散らし続け、入り口から廊ろう下かへとこぼれ出た白い手は、まだ痙けい攣れんを続けていた。

　片手で銃を構え、換気扇のコンセントを狙ねらい撃って漏電を止めた。火薬臭しゆうに混じって、肉の焼ける匂においが鼻を突ついた。

　腰を屈かがめ、絶命した少女のマスケラを、そっと外す。

　感電死ならではの、苦痛に強こわ張ばった無む惨ざんな死相からも、生前のあどけない風ふう貌ぼうは窺えた。

　多分、この学園の生徒と同年代の少女。

　違ちがう運命を歩んでいれば、早苗のように笑い、美緒のように恋こいをしていたであろう年とし頃ごろの、女の子。

　しばし目を閉じて、感傷を断ち切る。ここは一分の恩情もない世界だ。生き残る人数も、骸むくろになる人数も、どこか世界の外側で、誰だれかが勝手に決めている。神ならぬ人の手で、及およぶのは……数の帳ちよう尻じりを合わせるために、ただ足あ搔がくことだけだ。

　足元の骸から視線を逸そらし、現実に目を向けた。

　キャルが不用意に焦あせるとまずい。なんとかして合流しなくては……。










　サイスは東ひがし棟とうの屋上から戦せん況きようを見守っていた。西棟からは暗く沈しずんだ窓の内側から、雲中の雷かみなりのように、マズルフラッシュの閃ひらめきが洩もれる。

「なかなかどうして、健けん闘とうしているじゃないか……」

　ドライ、アイン、ツヴァイの善戦ぶりは、予想以上のものだった。

　既すでに西棟でフェンフを倒し、フィーアが内部を掃そう討とう中、東棟ではアハトとノインを相手に、互ご角かくの戦いぶりを見せている。

（果たしてあれは誰だれかな？）

　いずれにせよ、どうやらアハトとフィーアの報告では、今、交戦中の敵は単身らしい。

　となると、もう１人は何処どこにいる？

　部下達とファントムたちの戦いを、明らかに楽しんでいるサイス。だが、すでに刺し客かくが近づいていることには気づいてはいなかった。




　昇しよう降こう口から、そっと屋上の様子を窺うかがって、エレンはこちらに背を向けて中庭を見下ろしているサイス＝マスターを見つけた。

　こちらは気付かれてない。が、厄やつ介かいなことに護衛が２人。

　サイスが連れ歩くほどの少女なら、まず相応の兵士と見て間違いない。不意を討うって、まず１人を倒せたとしよう。だが次の瞬しゆん間かんには、残る１人が、振り向きざまに突とつ撃げき銃じゆうの応射を浴びせてくる。この距きよ離りから連射を浴びせて、２人同時に倒すのは……幸運に恵めぐまれれば、不可能ではないだろうが、確実とは言い難がたい。

　どうするか……ほんの刹せつ那なの逡巡に、エレンは囚とらわれる。

　距離を隔へだてた隣となりの校舎では、今も熾し烈れつな銃撃音が聞こえてくる。

　なぜ、自分はここにいる？　なぜ、サイスを任された？

　それはエレンが、サイス＝マスターという男を知り尽つくしているからだ。

　意を決し、エレンは飄ひよう々ひようと屋上に踏ふみ出すと、右手の銃を床ゆかに投げ捨てた。




「これは驚おどろいた……」

　意外な展開に、サイスは眉まゆを上げた。

　２丁ちようの突撃銃の銃口の前に、アインは何を思ったか、銃を捨てて丸まる腰ごしで佇たたずんでいる。

「まさか、投降する気ではあるまいね？」

「いいえ、わたしはあなたを倒しに来ました。マスター」

　怖おじ気もなく淡たん々たんと語るアイン。

　サイスは当とう惑わくしつつも、いつもの悪い癖くせで、アインの理り不ふ尽じんな行動に興味を惹ひかれる。

「ひとつ、聞かせてもらいたいのだが……、この絶望的な状じよう況きようで、おまえはどのように私に挑ちよう戦せんしようというのかね？」

　問われたアインは、つきつけられた銃口を、つまらなそうに一いち瞥べつする。

「このままわたしを射殺するのが、もっとも適切な判断でしょうが……、そんな他愛もない結末を、あなたが望むはずがありません」

　その言葉に、サイスは破顔一笑した。

「まさか、お前がそういう興に理解を持っているとは思わなかったぞ!!　アイン、お前の言うとおり、私がこんな島国に舞い戻もどってきたのも……」

　アインを出で迎むかえるように、手を大きく広げ言葉を続けるサイス。

「我が娘むすめ達の饗きよう宴えんをこの目で愉たのしみたいからだ」

　サイスが指を鳴らすと、仮面の少女達は何の躊ちゆう躇ちよもなく銃を捨て……そしてナイフを抜ぬき放はなった。

「紹しよう介かいしよう。ゼクスとズィーベ。お前の妹にあたる子達だよ。アイン」

　傍かたわらに控ひかえる少女達を自じ慢まんするように、２人を紹介するサイス。

「……あれはアイン。お前達のテストベースとなった被ひ献けん体たいだ」

　今度はアインのことを２人に教える。あくまで嬉うれしそうに。

「まずは遊んでやれ。そして限界を見せはじめたら……少しずつ切り刻んでいけ」

　うなづくでもなく、声を出して返事をするでもなく、２人の戦士は無言でアインににじり寄ってきた。アインもそれに動じることなく、ナイフを抜き２人を見み据すえていた。







（くそったれ!!）

　銃弾の交こう錯さくする東ひがし棟とう２階の廊下……その一いつ端たんで、キャルは目論見の外れた展開に歯は嚙がみしていた。総勢６名のツァーレンシュヴェスタンのうち、さっき始末した１人を差し引いて、残るは５人。

　だがキャルの誘さそいに乗って東棟まで追ってきたのは、どうやら２人だけらしい。

　そして玲二を残してきた西校舎では、さっきから情なさけ容赦ないフルオート掃射が、ひっきりなしに轟いている。

（まずい……まずいよ）

　玲二は手負いだ。突撃銃との一いつ騎き討うちは手に余る。

　ぐずぐずしていられなかった。ここで手間取っている場合じゃない。こいつを始末して……玲二を助けに向かわねば。

　突撃銃の残弾も残り少ない。何か思い切った手を打つしかない。

　だが、どうする？

　焦しよう燥そうに駆かられたまま、とりあえずキャルは銃撃を切り上げて後退し、非常階段を駆け上がる。

　何かないのか？　奴やつらを一いち網もう打だ尽じんにするような手は……。

　歯は痒がゆい自問を続けながら、廊下を駆けていたキャルは……ふと、他ほかとは違う教室を見つけて、足を止めた。

　二間続きの大部屋に、９卓たく並んだ大机。各卓には、何やら流し台のようなものが設しつらえてある。学校というものには馴な染じみの薄いキャルだが、その部屋が何なのかは理解できた。

（化学室……）

　頭の中に、キャルの神様が啓けい示じをよこす。バイクとリーヴァイスの神様が。

　迷うことなくキャルは教室に飛び込み、引き戸を閉めた。

　やはり……。机には水道だけでなく、電源タップやガス栓せんもあった。

（これだ!!）

　キャルは突とつ撃げき銃じゆうの台だい尻じりをシャベルのように振ふりかざし、片かたっ端ぱしからガス栓を壊こわして廻まわった。みるみるうちに、広い教室に異い臭しゆうが立ちこめる。ここで発はつ砲ぽうしようものなら、引火して大爆ばく発はつだ。

　だが、キャルの相手は冷静なプロだ。神様が戦ったサイコ野や郎ろうとは違ちがう。やつらから撃って自じ滅めつしてくれるような展開は期待できない。なら、こちらから火をつけるしかないが……。

　何か、咄とつ嗟さに用意できないか？　時限式の着火のカラクリを……。

　黒板の横に、何やら施せ錠じようされた扉がある。蹴け破やぶると、案の定、そこは器材置き場の小部屋だった。

　ガラスケースを物色し、キャルは電気式の卓上コンロを見つける。スイッチはなく、ただ通電させるだけで加熱する粗そ末まつな品だ。

（……正気の沙さ汰たじゃ、ないよねぇ）

　ふと、冷静な思考に立ち戻もどり、本気でアクション映画にあやかろうとしている自分に呆あきれるキャル。一歩間違えば、敵もろとも自分まで木こっ端ぱ微み塵じんだ。

　が、外の化学室から聞こえた物音で、弱気な分別は消し飛んだ。いちかばちか、ここまで来たら、やるしかない。

　準備室の入り口から、そっと化学室の中を窺うかがう。例の２人は、案の定、すでに教室内にいた。この化学室に逃にげ込んで隠かくれていることも、そしてガスの臭しゆう気きから、こちらの意図も察しているのだろう。

　アハトもノインも銃を手放し、ナイフに得物を持ち替かえていた。

　気付かれないよう身を屈かがめ、息を殺して机の陰かげを進むキャル。

　さっき確かめたとおり、コンセントの差込口は、どの卓たくにもある。

　だが問題は……退路だ。

　コンロに通電してから、ニクロム線が赤熱化するまでには、若干タイムラグがあるだろう。その数秒のうちに、ガスの充じゆう満まんした化学室から脱だつ出しゆつするには……

　廊ろう下かに逃げたのでは、間に合わない。間違いなく爆発に巻き込まれる。

（となると……窓か）

　３階の窓からグラウンドまでは、おおよそ高度差10メートル余り。よほど上手く着地しない限り、骨折は免まぬかれない。

　机のすぐ反対側を、白い脚あしが音もなく過ぎていく。逡しゆん巡じゆんしている暇ひまはなかった。もう、見つかる……

　意を決し、キャルはコンセントを電源に挿さす。螺ら旋せんに巻かれたニクロム線に、じわり、と仄ほのかな朱しゆ色いろが差す。あとはもう、後ろも見ずに……脱だつ兎との如ごとく窓際へと突とつ進しんした。

「……!!」

　すぐ真横で動どう揺ようの気配。アハトが長い髪かみを振ってこちらを向く。あと一いつ瞬しゆん、決断が遅おくれれば、見つかっていただろう。

　２人ともキャルに気を取られ、加熱していくコンロには気付かない。ガラス越ごしに、月明かりでも照らしきれない真っ暗な校庭の闇やみが、キャルの眼前に迫せまる。

（間に合え……）

　肩かたでガラスを打ち割って、虚こ空くうへと身を躍おどらせたその時、背中に熱波が叩たたきつけられた。

ドウンッ!!

　眼下で、爆ばく炎えんのフラッシュを浴びた校庭が、明々とオレンジ色に照らし出される。頭上を飛びすぎていく、ガラス片を伴ともなった衝しよう撃げき波は。

　闇と炎ほのおの狭はざ間まで、宙を泳いだ一瞬は、まるで無限の時間のように思えた。大地が迫る……。衝撃に備え、わずかに膝ひざを曲げて身構える。

　叩きつけられるより先に、こちらから蹴けりつけるぐらいのつもりで、まず踵かかとから着地した。それでも膝のバネだけでは衝撃を受けきれず、さらに腰こしと背骨が打ち据すえられる。寸前、両りよう腕うでで地を叩いて受け身をとったものの、それでも気が遠くなるようなショックに見み舞まわれた。

　仰あお向むけに倒たおれたまま、見上げた夜空は、化学室から舞まい立つ炎で、朝焼けのように照らされていた。

　掌てのひらに、やわらかい土の感かん触しよく。どうやら幸いにも、窓の真下には花か壇だんがあったらしい。耕された黒土のせいで、落下のショックは相当緩かん和わされていた。
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　おそるおそる四し肢しを動かしてみる。

　鈍にぶい痛みは感じるものの、骨にも筋にも異常はない。

　燃える校舎を仰ぎ見ながら、キャルは神様に親指を立てた。ついでにボクシングとベトナムの神様にも。

（さあ、玲二を助けにいかないと……）







　繰くり出されるナイフの風切音も、嚙かみ合う刃やいばの金属音も、死を賭として舞う３名の踊おどり子と、そしてそのステップに興じる１人の耳にしか届かない。

「どうしたアイン？　後がないぞ」

　ナイフを得手とするアインも、同等の達人２人に挟きよう撃げきされては、手も足もでない様子だった。

　ことごとく空を切るアインのナイフ。

　だが、それに応こたえるように２本の刃が閃ひらめくたび、セーラー服は浅く無む惨ざんに引き裂さかれ、剝むき出しの肌はだには血の筋が走る。

　悠ゆう々ゆうとアインを翻ほん弄ろうしながら、しかも仮面の２人はサイスの命じた通り、敢あえて致ち命めい傷しようを避さけた手て緩ゆるい攻こう撃げきばかりを繰り出し、決着を先延べにする。激しく交差する刃の舞ぶ踏とう。

　だがすでに、誰の目にも勝敗は明らかだった。

（こうも他愛ないとは、興きよう醒ざめな……）

　実のところ、サイスはアインに、いますこし善戦を期待していた。とうの昔に見捨てたとはいえ、仮にも彼女は、サイスの記念すべき第一作だったというのに。

　鬩せめぎ合いも、すでに型にはまった繰り返しに入り、サイスの目には、いささか間延びした展開となりはじめていた。

　そろそろ仕上げを命じるか……そう思い立ったとき、ふと、アインの奇き妙みような表情を見み咎とがめて、サイスは目を疑った。

　今、ほんの一いつ瞬しゆん、アインの口元をかすめ過ぎたのは……あれは、笑えみではなかったか？




　エレンが期待した通り、サイスは面おも白しろ半分に、戦せん闘とうを引き延ばす愚ぐ挙きよに出た。まさしく思う壷つぼである。肌をかする刃の感触も、彼女に恐きよう怖ふは与あたえない。なにせ相手は、致命傷には至らせるなと、直々に命じられているのだ。つまるところ、真しん剣けんを交えながらも、それは演舞でしかなかった。

　一通りの組み手を試して、今ではもう、エレンには敵の力量が知れていた。いかに攻せめ、いかに受け、いかにして切り返すか……。リズムも呼吸も、すべてエレンには読みとれる。

　それはかつて、彼女がアインと呼ばれていた頃ころに刷り込まれていたものと、まったく変わっていなかった。

　なんて進歩のない……。

　呆あきれはてた感想が、エレンの口元に失しつ笑しようを刻んだのだ。

　ゼクスに、ズィーベ。２人はそうマスターに呼ばれていた。７代も世代を重ねておいて、この代わり映ばえのなさは何なのか。

　たとえば……エレンはバックステップで間合いを取り、ゼクスとズィーベの間合いから逃のがれつつ、ナイフを指先で反転させる。柄えを上向け、刃を指の間に挟はさみ……投撃の姿勢を取る。

「「!!」」

　エレンの視線の行き着く先に、佇ちよ立りつするサイスを見て取って、仮面の２人が焦しよう燥そうに凍こおる。

　こうすれば、どうなるか……

　夜気を唸うならせ、エレンはサイスめがけてオーバースイングでナイフを投じた。

　応じたのは、よりサイスに近いズィーベの方だった。

　一直線に飛ぶナイフの軌き道どうに我が身を割り込ませながら、彼女もまたナイフを振ふりかざし、間かん一いつ髪ぱつ、狙ねらい澄すました一いつ閃せんで、虚こ空くうのナイフを打ち落とす。

　神かみ業わざに等しい迎げい撃げき。だがズィーベは全神経を集中していたために、エレンの動きに気付かなかった。

　投じたナイフに引き続き、その後を追うかのように疾しつ駆くするエレンの様は、まさに２本目のナイフが宙を飛ぶかのようだった。

　疾しつ走そうのスピードに全体重を乗せて繰り出されたエレンの肘ひじ打ちは、殺傷凶きよう器きと何ら変わらず……それは狙い過あやまたず、宙を泳ぐような姿勢でがら空きになっていたズィーベの胸板に炸さく裂れつした。

　一撃のもとに胸骨が折れ、肺が潰つぶれて裂ける手て応ごたえ。ズィーベの身体からだから、糸が切れたかのように力が失せる。その下から、さらにエレンは止とどめとばかり、底掌を頭上へ突つき上げた。それは、肘打ちでつんのめっていたズィーベの顎あごを真下から捉とらえ、すでに固さを失っていた頸くびを、振り子のように跳はね上げた。

　衝しよう撃げきでマスケラが宙に飛び、頸けい骨こつの砕くだける乾かわいた音が、高らかに響ひびきわたる。

　……が、そんな手応えも、すでにエレンの意中にはない。横目に流したエレンの視線は、ズィーベの末路に怯ひるみもせず斬きりかかってくる、ゼクスの姿を捉とらえていた。

　もはや床に倒たおれる前から骸むくろになっているズィーベを、エレンは肉にく薄はくするゼクスに向けて投げ飛ばす。

　木偶でく人形のように飛んでくるズィーベを、サイドステップで難なく躱かわすゼクス。だが、それで突とつ進しんが阻はばまれた隙すきに、エレンはゼクスに背を向けて、またも脱だつ兎との如ごとく駆かけている。

　エレンの目指すものを、即そく座ざにゼクスは見て取った。

　はじめ屋上に現れたとき、彼女が投げ捨てた銃じゆう。銀色の銃身が屋上の床で、月光を冷たく跳ね返している。

　その、あまりに安直な行動を、ゼクスは仮面の裏で嗤わらった。ズィーベの死体を投げつけただけで、こちらの動きを止められるとでも思ったのだろうか。勝利の確信に、侮ぶ蔑べつさえ交えて……

　ゼクスはナイフを逆に持ち替かえ、駆け去るアインの背中に、狙い澄ましてナイフを投じた。ついさっき、アイン自身がそうしたように。

　だが、その手からナイフが離はなれた、まさにその瞬しゆん間かん……ゼクスはアインの目を見ていた。たった今まで、背を向けていたはずのアインの目を。

　エレンからしてみれば、ゼクスがナイフを投じることも、その刹せつ那なの呼吸までもが予測の内だった。かつての自分がそうするように、ゼクスもまたそうすると……そう理解していたエレンにとっては、駆け引きでも何でもなかった。

　予期した通りのスピードで、予期した通りの軌道を描えがいて飛来するナイフを、エレンは２本目のナイフを抜き払はらいのける。

　投撃の体勢のままに、ゼクスが硬こう直ちよくしたのは……驚きよう愕がくか、あるいは恐怖のせいか。

　いずれにせよ、それはエレンを前にして、あまりにも致ち命めい的な隙だった。

　エレンは一瞬の停てい滞たいもなく、ナイフをゼクスに投げつけた。たったいま虚空を裂いた、まさにその軌道を逆行して、ナイフが再び唸り飛ぶ。

　薪まきを割るような固い音を立て、刃はゼクスのマスケラの眉み間けんに、深々と突き立った。

　わずか、数秒……。

　サイスを退たい屈くつさせるほどに沈ちん滞たいしていた戦闘が、気がつけば息を吞のむ暇ひまもなく終わっていた。

　壊こわれた人形のように、床ゆかに転がった２人の少女を、エレンは憐あわれむように一いち瞥べつし、それから足元の銃を拾う。

「いやはや、これはまた……」

　鮮あざやかに予想を覆くつがえされて、さしものサイスも言葉が出ない。だが、護衛２人を失ってなお、彼は悠ゆう々ゆうたる余よ裕ゆうを見せていた。

「……恐おそれ入ったよ。まさかお前が、未いまだこれほどの戦闘力を誇ほころうとは」

「言ったはずです。わたしは、あなたを倒しに来たと」

「ふむふむ、そうだったな。だがそれは、無理な相談だよ」

「……なぜです？」

「わたしが降参するからさ」

　飄ひよう々ひようと言ってのけながら、サイスは懐ふところからゆっくりと愛銃を抜ぬき、芝しば居いがかった仕草で足元に捨てた。

「……この通り。これで私はもう、お前の脅きよう威いではなくなった。これでも私が殺せるかね？　アイン」

「……」

　押おし黙だまるエレンを前に、サイスは内心ほくそ笑えむ。

　結局、これがツヴァイとアインの差だ。自らの意志で戦えるツヴァイに対し、アインは必要に迫せまられた場合しか、人を殺あやめることができない。

　命令で殺す。殺されないために殺す。そういった詭き弁べんだけを頼たよりに、アインは殺人の恐怖と罪悪感から、脆もろい心を保護している。

　実のところ、意志の力というものがないアインの精神は、常人以上に脆ぜい弱じやくなのだ。だからこそ、いとも簡単にツヴァイに感化され、彼の影えい響きよう下に入ってしまった。いかに戦闘技術に秀ひいでようと、恐おそるるには足りない。無抵てい抗こうな人間に殺意を懐いだくなど、彼女には到とう底てい無理な相談であろう。

　その認識が、アインの銃口を前にしてなお、サイスに余裕を与あたえていた。

「さて、帰らせてもらうとしようか。今夜は実に愉たのしませてもらったよ。アイン。また次に会う時は……」

　カチリ……

　一歩踏ふみ出そうとしたサイスの足を、撃げき鉄てつを起こす乾いた音が引き留める。

「……」

　依い然ぜん、眉まゆひとつ動かさないアインの表情は、平素のものと変わらない……。

　そう見えつつも、だがサイスは、どこか名状し難がたい違い和わ感を感じていた。

「本当に、あなたは愚おろかな人……。誰だれの心でも見み透すかせると、本気で思っているんですね」

　かつて聞いたこともないアインの語調。動どう揺ようが、サイスの自信を突き崩くずす。

「わたしは、あなたを殺します」

「……なぜだ？　なんでお前に、そんな真似まねが……」

「それは、あなたが憎にくいから……。あの人を傷つけたあなたが、わたしには許せない」

　そしてサイスは、気がついた。硬かたく凍こごえたアインの瞳ひとみに、今まぎれもなく意志の光が宿っているのを。

「だから、今のわたしには……あなたが殺せます。サイス＝マスター」

　身に覚えのある絶望感が、サイスの理性を蝕むしばんでいく。

　３年前……サンフランシスコの埠ふ頭とうでツヴァイに追いつめられた時の、あの驚愕、あの恐きよう怖ふ……。

「アイン、貴様……気は確かか？」

「アインなんて呼ばないで。わたしはエレン。そう望まれそう生きる。あなたには、決して解らないでしょうけれど……」

「馬ば鹿かな!!」

　サイスは吠ほえた。抗こう議ぎした。このあまりにも理り不ふ尽じんな、理解を超こえた現実に。

「こんなことをして許されると思っているのか!?　貴様が……よりによって私を!?」

「許されは、しないでしょうね」

　そんなサイスとは裏腹に、静かに乾いたエレンの声は、ただ寂せき寥りようと悲ひ哀あいだけを孕はらんでいた。
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「あなた同様、いつかはわたしも、きっと地じ獄ごくに堕おちるでしょう。寂さびしいでしょうけど、先に行っていて下さい。わたしは、もう少し……あの人と生きてみます」

「……!!」

　声にならない悲鳴を上げて、サイスは、一いつ旦たん捨てた銃じゆうに手を伸のばす。だがそれは……かつてアインと呼ばれ、ファントムと呼ばれた最強の少女を前にして、あまりにも虚むなしい試みだった。

ガァン……

　渇かわいた銃声が響ひびき渡わたる。

　そう、決して……許されはしない。

　彼女は、神の愛を知り、神の導きに想おもいを馳はせて……その上で、神に背を向けてしまったのだから。










　なんとか目の前の敵を倒たおせた。しかし、キャルとエレンはどうなったんだ？　ちょっと前に響いた爆ばく発はつにも似た大音おん響きよう。自分以外の２人になにが起こっているのか？　傷が痛むなどといってはいられない。早く２人と合流しなくては……。

　慎しん重ちように校庭へと歩を進めると、歌か壇だんにうずくまるキャルを発見した。キャルは二人の敵を倒したという。

　ならば残りは２人。エレンの無事を確かく認にんするには、今度はこっちが校舎を探たん索さくしなければならない。そう思って立ち上がったキャルと一いつ緒しよに校舎へ向かおうとしたとき、東校舎の裏手から、力ない足取りでやってくるエレンが目に留まった。……見るからにひどい有様だ。あちこち服が切り裂さかれ、血が滲にじんでいる箇か所しよもある。

「エレン……!!」

　駆かけ寄ると、だが心配ないとでもいう風に、エレンは小さくかぶりを振ふった。

「……サイスは？」

「……」

　放心したように、エレンは西校舎の方を振り仰あおぐ。その頰ほおには……まだ、乾かわききらない涙なみだの跡あとがあった。

　言葉もないまま、エレンはよろめくように、腕うでの中に倒れ込んできた。

「……エレン……？」

　そして彼女は泣き始めた。肩かたを震ふるわせ、まるで怯おびえた子供のように。

　苦い後こう悔かいが胸に湧わく。

　……行かせるべきじゃなかったのかもしれない。サイスのことを預けたのは、やはり間ま違ちがいだった。だが今となっては、遅おそすぎる。

　彼女の嗚お咽えつが終わるまで、ただ、固く肩を抱だいていてやるしか、他ほかになかった。

「……行こう」

　そっと耳元で促うながすと、エレンは小さく頷うなずいた。

　ここに長居しては、厄やつ介かいなことになる。

　今夜一晩で、いったい何発の銃声が山に轟とどろき、幾いくつの骸むくろが転がっていることやらもう知れたものではない。巡じゆん視しのパトカーでも来ようものなら、騒そう動どうは想像するまでもない。

　だが今からなら、さして急ぐこともなく、当初の予定のルートで日本を出られる。

　まだ足取りのおぼつかないエレンを、横から抱いて支えながら、３人は戦場と化した学園を後にした。
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　──ヘルムート・ フォン・ギュゼッペ。１９４４年、ベルリン生まれ。

　モスクワ大学にて心理学、脳生理学の博士号を獲かく得とく。

　帰国後、東ドイツ国家秘密警察シュタージに入隊。尋じん問もんと洗脳のエキスパートとして活かつ躍やく。

　後に、その手しゆ腕わんと頭脳を買われてＫＧＢに招しよう聘へいされ、特別顧こ問もんとして辣らつ腕わんを振るう。

　ソヴィエト崩ほう壊かい後、多くのＫＧＢ将兵と同様に暗黒街に身を投じ、各地を放ほう浪ろう。

　やがてフリーランスの暗殺者周しゆう旋せん人として知られるようになる。

　暗黒街での異名は〝サイス＝マスター〟……。




　篠倉学園での激げき闘とうの後、俺とエレンは当初の予定通りに日本を脱だつ出しゆつした。そして、そのままエレンの過去を探す旅を始めることにした。

　キャルは俺達と一緒に来るのではなく、リズィとアメリカに帰る道を選せん択たくした。本音では俺についてきたかったみたいだが、自分が傷つけてしまったリズィをほってはおけなかったようだ。

　キャル曰いわく、俺がキャルにとって〝兄〟なら、リズィはかけがえのない〝姉〟だという。インフェルノ内で厄やつ介かい者扱あつかいされていたキャルを、リズィは本気で心配していた。リズィにしてみれば、かつて自分のミスでキャルをこの世界に引き入れてしまった責任を感じての行動だったのだろうが、心からキャルのことを心配していたことは、礼拝堂でのやりとりを見ればわかる。

　キャルは、リズィに心から謝ってみると言っていた。そして許してくれるなら、今度は本当の姉妹のように暮らしたい。そうも言っていた。

　願わくば、血なまぐさい闘たたかいの世界からは足を洗ってほしいのだが……

「生きていればきっとまた会えるから、今は玲二とお別れするね」

　キャルの別れ際ぎわの言葉である。エレンにも何か耳打ちしていたが、その場では何を言ったのかは教えてもらえなかった。

「今は玲二を預けといてあげる」

　日本を脱出する道中、エレンが明らかにしてくれたキャルの言葉である。キャルらしい気の遣つかい方だ。




　こうしてキャルと別れた俺達は、エレンの過去を突つき止めるため、サイスの経歴を洗うことから始めた。エレンの〝アイン〟としての人生が始まる５年前……それに前後する期間のサイスの足取りに、鍵かぎがあると考えて。

　当時サイスは、香港に逗とう留りゆうし、とある幫パンの客分として招かれていたらしい。

　またエレンの操あやつる言語のうち、唯ゆい一いつ、教わった記き憶おくがなかったのは、広東語だという。

　二人の出会いは、香港……そう考えて間違いはなかった。

　頼たよるつても、何もない、孤こ立りつ無む援えんの異国の地で、手て探さぐりの探たん索さくが始まった。

　家出や誘ゆう拐かいで姿を消した子供達の、膨ぼう大だいなリストを当たり……、一方で人身売買やキッズポルノの、闇やみのネットワークにも探りを入れる。藁わら草くさの中の針を探すのに似た、気の遠くなるような道のり。それでも、決して諦あきらめはしなかった。

　日本を脱出して以来、エレンはまったく笑わなくなった。いつも彼女の表情は、まるでロスにいた頃ころのように……いや、それ以上に虚うつろだった。

　きっとサイスとの対決が、尾おを引いていたのだろうが、以前にも増して寡か黙もくになったエレンは、決して多くを語ろうとしなかった。

　時折、ホテルのベッドの中で、エレンは１人声を殺して泣くことがあった。闇の中で、彼女の嗚お咽えつの気配だけを感じ取りながら、だがどうすることもできず……そんな夜は、ただ胸の中で、誓ちかいを新たにするしかなかった。

（必ず、彼女の故郷を探し出す……）

　そして、ついに手がかりを摑つかんだ。

　幼女ばかりを専門に扱う娼しよう館かん……。その店の主あるじの老ろう婆ばは……、５年前〝銀ぎん髪ぱつの白人〟が、１人の幼女を身み請うけしていった事実を、確かに記憶していた。

　日々珍めずらしくもない商談なのに、老婆が記憶に留とどめていたのは、客の異様さもさることながら、身請けされていった子供の出自が特別だったからだという。

　その子供を、かつて老婆が奴ど隷れい商から買い上げた頃、まだ言葉も喋しやべれなかった幼女は、雪のように白い肌はだをしていた。

　驚おどろいた老婆が、商人に人種を尋たずねると、その中国人の奴隷商は、地元ではなく、遠くウランバートルから掠さらってきた子供だと答えたらしい。

　その後、幼女は育つにつれて、だんだんと肌に色を帯び、最後には普ふ通つうのアジア人と見分けがつかなくなった。

　だが老婆は、奴隷商の話を真に受けて、少女に『匈キヨウ』と名をつけた。

「まだ生きてりゃあ、あんた方と、同じくらいの年とし頃ごろだろうよ」

　昔語りを、そう締しめくくった後で……老婆はエレンをしげしげと眺ながめ、こう付け加えた。

「……そういや、そこのお嬢じようさん、目鼻立ちが匈にそっくりじゃ」

　俺たちは、アジア最北の高原……モンゴルにたどり着いた。

　吹ふき抜ぬける風を、阻はばむものは何ひとつない。見み渡わたす視野は、ただ茫ぼう漠ばくの草原。地平は遠く、空もまた遠く……その手前にあるものは、ただ悠ゆう々ゆうと流れる雲ばかり。肌に触ふれる空気の軽さと、手て応ごたえのなさに、まるで身体からだが羽う毛もうになったような錯さつ覚かくを覚える。

　乾かわききった希き薄はくな大気は、ただ澄すんでいるどころではない。いくら目を凝こらそうと、霞かすみも陽炎かげろうも見当たらない。およそ世界の明るさが違ちがう。低地の重い空気が、どれほど光線を阻んでいるのか、思い知らされる光景だった。

　慣れない目には、草原も雲も、自ら輝かがやきを放っているようにさえ見える。

　蒼そう穹きゆうは、限りなく深く……遠く彼方かなたの宇宙まで、染みわたっているかのような青。

「……ここまでかな」

　そう呟つぶやいたものの、返事がない。

　横目に窺うかがうと、エレンは魂たましいを抜かれたような顔で、流れる雲に見入っている。

　ウランバートルまで足を運んだにも拘かかわらず、手がかりはそこで潰ついえていた。

『匈』と呼ばれた少女が掠われた年代を、大まかに逆算してみても……、モンゴルはソヴィエト崩ほう壊かいの余波を受け、大混乱に陥おちいっていた時期である。

　誰だれもが食うや食わずの生活を送っていた最さ中なか、たかが身売りや人掠さらいなど、人目を引こうはずもなく、すでに捜そう索さくは絶望的だった。

　助言をくれたのは、ホテルに勤める通訳の青年だった。

　故郷を探している、そう打ち明けると、その青年は笑って言った。

『草原に行きなさい』と。

『草原で、空を見上げてごらんなさい。きっとそれで確かめられます』

　謎なぞめいた言葉に、だが他ほかに行く当てとてなく、俺たちは従うことにした。

　草原を目指すバスに乗りそしてバスを降りたその一歩目で、俺たちは言葉を失っていた。

　もう、この先は探しようがない。もし彼女が、この地で生まれたのだとしても、一体どうやって家族や縁えん者じやを捜さがせばいい？　ここで諦めてしまったら、エレンは最後まで、自分が誰なのか知ることができないのだが……

　天も地もあまりに広すぎて、比べて２人はあまりにもちっぽけすぎる。

　どうしようもない無力感が、心を沈しずませる。エレンもまた、そうだろう。何か慰なぐさめの言葉でもかけるべきか……そうは思うが、肝かん心じんのエレンの気持ちが読みとれない。彼女はただ放心したように、蒼穹を見上げている。

「……エレン？」

　……あのとき、通訳の青年は言っていた。

『あなたがモンゴルの子なら、空を忘れているはずがない。空も雲も、あなたの血や骨の中に入っている。見上げてみれば解ります』

　流れすぎる雲を、摑つかみ取ろうとするかのように、エレンは宙に手を差し伸のべた。

　見上げる空の深さに比べれば、雲でさえあまりにも近く……たしかに、手に取れそうな錯覚があった。

　指し伸ばした指を、静かに握にぎり……そうしてエレンは、しばらくの間、虚こ空くうを摑んだ手を見つめていた。

「もう……いいわ。ここで」

　いつものように静かな声で、エレンは呟いた。落らく胆たんも、諦あきらめも、声音からは判わからない。

「……いいのか？」

　天から地へと視線を下ろし、遥はるか彼方を見渡しながら、小さく頷うなずくエレン。

「ここで、いい」

　そしてなぜか……エレンは静かに微笑ほほえんだ。

　久しく見なかった笑顔……いや、はじめて見る笑顔かもしれない。彼女の、これほどに明るく、晴れやかな微笑みは……。




　少年の想おもいはついに遂とげられぬままになってしまった。だが少女の心は満たされていた。

　この空には見覚えがある。何度も夢に見たことがある。

　この空の下の、どこかで……きっと自分は生まれたのだと思う。

　広大に過ぎる草原を、ゆっくりと少女は見渡す。

　この空の下の……どこなのか？

　結局は、わからない。自分がどこの誰なのか、もう確かめる術すべはない。

　だが……空の深さが、教えてくれた。

　自分が誰か、何者なのか、そんなことを気にかける必要など、ないのだと。

　傍かたわらの少年は、いつもの優やさしさのせいで、気き遣づかうように彼女を見守っている。

　その眼まな差ざしが悲しげなのは、きっと、まだ少女の胸中を知らないせいだ。

「ここで、いい」

　少女は、少年にそう告げた。ここから先は、必要ない。

　何も見つからなくても、わたしには……あなたに貰もらった名前がある。あなたと過ごした記憶がある。それだけで、充じゆう分ぶんに、わたしはこれから生きていける。

　そう少年に伝えるために、少女は微笑みを浮うかべて見せた……。
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　困ったことに、後書きで書くべきことは一巻に書いてしまった。よって今回の後書きには内容がない。だってまさか二巻が出るなんて思いもしなかったから。

　いやもちろん、天下の角川スニーカー文庫というブランドと、山田秀樹氏の表紙の集客力を侮あなどっていたわけじゃない。それでも原作者の意識の中には、所しよ詮せんエロゲーの企き画かくだし、どこまで行ってもマイノリティだし、なんて認識があった。

　たしかに過去 Phantom はＤＶＤビデオゲームとして一いつ般ぱんレーティングにリメイクされたことがある。だが今だから白状できるものの、私一個人としては一般市場には何の期待もしていなかった。社長のチャレンジ精神に敬意を表して水を差すような発言はしなかったが、正直なところ自分の脚きやく本ほんがメジャーリーグで通用するとは到とう底てい思えなかった。

　その後、Phantom ＤＶＤは私の予想を覆くつがえす結果を残すことになったが、それについては、やはりリメイクに携たずさわった人々の手によって商品力が底上げされた部分もあるし、何より広報と営業に奔ほん走そうした人々の、血の滲にじむような努力あってのものと認にん識しきしている。ここにきてもまだ私は、ＤＶＤ版の売り上げを Phantom という作品の可能性と結びつけて考えることはできなかった。

　ノベライズのお話も、〝うわ、申し訳ねぇなぁ〟というのが今だから言える本心だった。エロゲーという狭せまい世界だからこそ好評を頂いた Phantom を、しかもライトノベルという大おお博ばく打ち。正直なところ、この勝負は関係者の誰だれかが大損をすると思っていた。その誰かに対する申し訳なさで、私はまだ結果も出ないうちから忸じく怩じたる想おもいで過ごしていた。

　ところが今、私はこうして第二巻の後書きを書くために四苦八苦している。売れ行き次し第だいで出るはずだった第二巻。つまり前巻『ファントム　アイン』は、一般書しよ籍せき……ライトノベルとして、それなりの売り上げを達成したわけだ。

　……ところで邦ほう画がに『SCORE』という映画がある。全編に渡わたってただひたすら『レザボア・ドッグス』と『ハード・ターゲット』への身も蓋ふたもないオマージュに終始する、観みていて赤面するほど愛にあふれた正真正しよう銘めいのＢ級映画である。これ観て〝名作だッ〟と思う人は絶対にいない、思わせる意図すら毛頭ない潔いさぎよいほどのＢ級っぷりである。

　つまりエロゲーでこの『SCORE』をやったのが Phantom だった。脚本家の私が書き連ねたのは、かつて愛した活劇映画への数々に宛あてた恥はじも外聞もないラブレターだった。恥はずかしくなかったといえば噓うそになる。だがお店にエロゲーを買いに来るお客さんたちはきっと、もっと恥ずかしいに違ちがいない……そんな想いが私に勇気をくれた。ここでなら脱ぬげる。この何の飾かざりも尊厳もない欲望と快楽の場所でなら、すべてさらけ出して正直になれる。エロゲー業界は私にとってそんな楽園だった。要するに……ボク『男たちの挽ばん歌か』とか『レオン』とかでマジ泣きした大おお馬ば鹿か野や郎ろうです。そんなボクのハズカシイ部分ぜんぶ見てください！　ってのが一番最初の Phantom だったのだ。そんなもん、ストリップ小屋の外に出て一般公開までしようなんて誘さそわれたって乗り気になるわけがない。

　色々な方々が太たい鼓こ判ばんを押してくれた後でも、私一人だけは頑がんとして認めなかった。Phantom は一般じゃ通用しない。いい笑い者になるだけだ。そう最後まで言い張っていた。

　なのに奇き跡せきは二度起きた。ＤＶＤ版、そして小説第一巻。

　もしかして、Phantomって今より多くのお客さんにも楽しんでもらえるんだろうか？　発売三年目にさしかかろうという今になって、私は真面目まじめにそう自問しはじめている。

　私がマイナー路線を歩む運命の星の下もとに生まれたことは疑っていない。メジャーリーグに出ていけるなんて露つゆほども思っていない。

　だが私が骨を埋うずめると覚かく悟ごしたマイナーリーグは、もしかして私の想像していた以上に領土が広いんではなかろうか。私が〝あっちから先はメジャー〟と区分けしていたボーダーラインより、もっと奥深いところまでマイナーリーグは浸しん透とうしているんじゃなかろうか。

　ぶっちゃけた話、この世の中には鳩はととスローと二に挺ちよう拳けん銃じゆうが大好きという大馬鹿者が、私の想像していたより大勢、存在するのではないか？

　今私はメジャー／マイナーのルビコン川だと思っていた場所に立ち止まって逡しゆん巡じゆんしている。もしこれまでの認識が間違っていて、これが千葉県境の江え戸ど川がわに過ぎないのだとしたら、私はいつもの通勤電車で何の気負いもなく渡と河かできてしまうんだろうか。




　前回に引き続き、角川スニーカー編集部とリアクション鈴家様に感謝を。特に今回の日本編の原作部分はノベライズに際してボリュームが足りず、またゲームならではの〝プレイヤーが選せん択たくした結末〟という前提抜ぬきでは読後感を不快にするばかりのプロットだったため、リライトの作業には大きな困難が伴ともなったと思います。

　そして Phantom の世界に新たな息吹いぶきを与あたえてくれた山田秀樹氏に変わらぬ愛を。実在の衣い装しようで再構成されたドライのコスチュームには、まさしく初めてガンダム Ver. カトキを目にした時の衝しよう撃げきと喜びがありました。新しい要素、新しい解かい釈しやく。マルチメディア展開はこうでなくっちゃいけません。
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